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ま　　え　　が　　き

　この別冊には，各図の説明とともに，6集にわたって公表した地図300面の総目次を載せた。総

目次については，まず冒頭のく総目次について〉を見てほしい。

　本四に収めた各分布図は，各調査項目に関する地理的な言語差の展望をおもな目的としている。

したがって，この説明でも，各分布図を理解するための作図の基準，凡例の補足的説明，地図の注

目点，その他の参考事項などを簡単に述べるにとどめた。

　各項目を調査した際に使った質問文（および絵）は，各分布図の左下の欄に示してあるので，原則

として説明文中では触れない。実際の調査に際して使った調査票には，各質問について，被調査者

に示す質問文のほかに，注意すべき点を補注の形式で加えたものがあった。これは，第1集の別

冊r日本言語地図解説一方法一』103ページ以下に，調査票全文として示してある。

　説明の中で，語形を表わす場合，とくに音声の詳細を示す必要のあるもののほかは，凡例にかか

げた大文字のローマ字表記を使った。また，それらの語形のいくつかを同類と認めて一括して示す

場合は，カタカナで表記した。

　資料の整理，地図の編集一般に関する概略的な解説は，第1集の別冊r日本言語地図解説一方

法一』31ページ以下に示した。詳しい解説は，機会を改めて公表する所存である。

　この第6集では，自然現象・日時などの項目（第251図ないし第288図一計38面）を中心とし，

全巻にわたる補遺図（第289図ないし第300図一計12面）をとりあげた。補遺のうち，第289，

290，291，292，293図までは第1集に載せてよかったもの，第294，295・296図は第2集に載せ

てよかったもの，第297図は，第4集に載せてよかったもの，第298・299・300図は・第5集に載

せてよかったものである。以上をもって，調査項目285に対する地図300面が，いちおう完結する

こ’ﾆになる。

　なお，各分布地図をいっそう深く理解するためには，見出し語形の各地点での具体的内容や，調

査者・被調査者などが各語形に加えた注記などを記録したr日本言語地図資料』，ないしは原資料（と

もに国立国語研究所に保存してある）を参照することが必要となろう。また，語の歴史を推定する

にあたっては，各種文献とのつき合わせも必要となろうが，この点についても，今回多く触れるこ

とができなかった。いくつかの項目についての徹底的な言語地理学的解釈は，機会を改めて公表し

たいものと思う。さらに，全分布図を展望した上での総合的研究も，今後に期待される。

　この解説執筆を分担したのは，第1研究部長の野元菊雄，および地方言語研究室の徳川宗賢・本

堂寛・佐藤亮一・・高田誠である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1974年．3月．、
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は じ　め　に

●

レこの『日本言語地図』第6集を見るにあたっては，まず

　本地図集巻頭の〈概説〉や，本『解説』のくまえがき〉

　が参考になる。調査の方法などについて，さらに詳し

　く知りたい場合は，第1集付載の別冊『日本言語地図

　解説一方法一』を見なければならない。

レ各図凡例の見出しにおいて，〈概説〉に示したもの以

　外で使う特殊な表記については，第3集付載の別冊

　r解説』のくはじめに〉を見られたい。

レある調査地点から2個（以上）の回答が得られた場合

　は，地図に2個（以上）の符号を並べて，（印でくくっ

　て示した。このことはく概説〉で示したとおりであ

　る。ただし，‘その2個以上の回答のうち一つが標準語

　形と一致し，しかもその語形にく新しい言い方であ

　る・上品な表現・共通語的な言い方・まれにしか使わ

　ない〉などの注記がある場合は，その語形を地図から

　削った。との手続きを本解説の中で〈併用処理〉と言

　うことがある。これは，〈標準語形も上品な表現とし

　てなら使う〉といった回答は，この種の報告のなかっ

　た地点でも，実はありうる，しかも全国的にありうる

　と考えたためである。そのような回答が現実にどこで

　得られたかは，国立国語研究所に保存されている『日

　本言語地図資料』に記録してある。

レ以上の説明以外の取り扱いをした地図については，地

　丸ごとの説明でのべる。

レ凡例に「その他」と示したものは，その地点での回答が

個別的で，地理的な意味を持たないと考えたものであ

　る。その内容は『日本言語地図資料』に記録してある。

　なお，ある調査地点から2個の回答が得られ，一方が

　「その他」に繰り入れられるべき回答であった場合は，

地図には1個の符号しか示さず，原則として「その他」

　を示す符号を省略した。2個（以上）の符号を（印でく

　くって示す場合も，その中セと「その他」を示す符号が含

　まれることは原則としてない。この場合の地図に示さ

　なかった回答も，もちろん『日本言語地図資料』には記

録してある。

レ解説の中で具体的な地点番号を示す場合，以下に示す

左欄があった場合は右欄のように読み替えていただぎ

たい。できるだけ正したつもりであるが，カード上の

誤記がそのまま残っている場合がありうる。

　誤

5558．08

6389．32

6389．66

6434．62

6539．50

6613。87

7303．28

1148．57

2068．28

2095．62

　正’

5558．09

6389．22

6389。56

6434．52

6539．60

6613．97

7303．38

1148．59

2068．08

2095．60
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251．たいよう（太陽）

　本図には，252図「つき（月）」および256図「かみなり

（雷）」と共通の語形が一部に見られるが，それらの語形

に関して，語形の分類のしかた，および，符号の形を統

一してある。また，251図・252図・256図には，サマ・

サンなどの敬称語尾を伴った語形がとくに多く見られる

が，これらの敬称語尾については，257図「敬称語尾（さ

ん・さまなど）の総合図」の解説で一括して説明する。さ

らに，上記の3図に1ま，「こどもに対して使う」と注記さ

れた語形が多かった（実際のカードには，調査センター

で指定した略号π子」と記してあるものが多い）ので，そ

れらの図で，この種の注記のある語形には，凡例に示し

たような補助符号を付けて示した。この場合，「幼児語」

とか！こどもが多く使う」などの注記も「こどもに対して

使う」に準ずるものとして，その語形に補助符号を付け

たが，「こどもの頃使った」の注記は，「古」（「今は使わない

が，自分＝被調査者が昔使った」の意味の略号）に準ずる

ものとして扱い，これには，補助符号を付けなかった。

なお，補助符号を付けるかどうかの判断は，3図に共通

の一貫した原則によって行った。

　この補助符号を付けた語形は，本図では，NONNO－

SAMA，　NONNOSAN，　MANMAISANなどの類

のほか，OTENTOSAMA，　OTENTOSAN，　OHIS－

AMAなどの語形に多く，これらは，幼児語的な響きを

も有する語形と言えようが，5633．81，6418．75のTAI－

YOOの場合は，幼児語というより，むしろ，現在こど

もにこの天体の名称を教えるときなど特定の場面に使う

ことぼという意味で付けられた注記かもしれない。

　全国的に見て語形の種類はそれほど多くはなく，空を

与えたOHISAMA，　OHIISANなどのi類，茶を与え

たOTENTOSAMAなどの類，榿1を与えたTIDA
などの類・赤を与えたTAIYOO類，それに紺を与え

た，NONNOSAMA，　MANMAISAN，　TOTOSA－
MA，　ANATASANなどの類やNICIRIN，　NITT’一

EN，　KONNICI～などの類に大別されよう。NONO～，

M：ANMAI～，　TOTO～，　ANATA～などの類を除い

て，そのほかの語類は，それぞれが一定の地域性を有す

るとはいうものの，実は2種類以上の三下が重なり合っ

て分布している地域が多く，単一の語類で占められてい

る地域は，榿の類に覆われた琉球全域のほかは，福島を

2

中心とする地域や山梨付近などの茶の類の地域や，北陸

の一部とか四国の一部などに見られる空の類の地域な

ど，それほど広くない。これは，それぞれの地域で，複

数の語形が，敬意差・場面差・文体差などを伴いつつ併

存している場合が多いことを示すものと言えよう。

　全国的に見て，空のオヒサマ類が本州の西半と東北北

部など最も広い地域に分布し，次いで関東を中心とする

地域などに茶のテントオ類や赤のタイヨオ類が勢力を占

めている。琉球は榿の類1色であり，これに対して，北

海道は，空。茶・赤の混用地域と言えよう。

　和語である空のオヒサマ類が琉球を除いた全国に最初

に広がり，次いで各種の漢語系の語形が各地に勢力を伸

ばしたのであろうが，おそらく使用当初は文章語的性格

が強かったと思われる漢語類のうち，とくに「天道」に由

来する茶の類が関東から中部各地，あるいは東北南部に

かけての広い地域，あるいは九州中央部などで空の類を

席巻している事実の背景については，他の項目にも見ら

れる字音語に由来する語形の分布などと合わせ，さらに

考察の対象とすべきものであろう。琉球を占有している

榿の類も「天道」に由来するという説があるが，これにつ

いては後に述べる。

　この項で「新」「上」「共」「希」の注記のある語形はTA－

IYOOが最も多く全部で80例余りあったので，これ

を〈併用処理〉の対象語形とした。この事実，あるいは

分布の様相などから見て，本図のタイ戸口類は漢語類の

中でも比較的新しい勢力であると思われる。TAIYOO

に次いで「新」「上」「．共」「希」の注記の多かった語形は，

OHISAMAであり，全国で約20例ほどあった。

　茶の類の大部分はサマ・サンやオなどの敬称接辞を伴

う語形であるのに対し，赤の類の大部分はTAIYOOで

ある。このことは，赤の類は依然として文章語的性格が

強く，話しことばとしては，特定の場面・文体で用いる傾

向が強いことを意味するのかもしれない。また赤の類は

おおむね茶の類の領域中に茶の類と併存する傾向が見ら

れ，これも漢語を好んでとり入れやすい地域というもの

が存在することを示唆する材料のひとつと言えようか。

　なお「天道」を「太陽」の意に用いるのは，この語がわが

国に輸入されてから後のことらしいが，本来天体そのも

のを意味した「太陽」よりも，「天道」類の語が本図でより

広い地域に用いられる事情については，太陽を神格化す

る傾向との関連などさらに検討すべきであろう。

　次に，それぞれの類（色）の中で，一定の分布が見られ
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る語形あるいは語形群について説明しよう。

　空の類は和語の「ヒ」にもとつく語形を中心にまとめた

ものであるが，この類の中では，東北北部や山口から九

州東部にかけて集中する0且ISAMA，本州西部や四国

などのOHIISANとOHISANの語がもっとも多く，

そのほか，OHIISAMA（富山・石川，愛媛西部など），

HIISAMA（富山・石川，熊本の天草など），　HISAMA

（長崎の島原，鹿児島の西北端など），OHISAA（鹿児

島），HIDON（鹿児島）などの分布が比較的目だつ。こ

のうち，　OHIISAMA，　OHIISAN，　HIISAMA，

HIISANなどのように「日」にあたる部分が長音の語形

は，大部分が，本州西部と四国に見られる。これと，他

の一音節語を長音に発音する地域との関係については，

たとえば，110図「め」のMEEの分布と比較できる。

本図でHII～が多い岡山・広島に110図ではMEEが

まったくなく，逆に本図ではHI～が比較的多い滋賀は

110図では大部分MEEであることなど，両図の長音形

の分布が必ずしも一致しているとは言えない点面白い。

　なお，空の類における見出しのHIの部分は，〔gi〕

〔9毒〕のほか，〔9了〕〔βi〕〔βし〕〔Φi］〔Φi〕〔Φβi〕〔Φ頃〕〔ΦU〕

〔Φ〕〔si〕［SU〕〔∫i〕などをまとめたものであるが，このう

ち〔∫i〕〔si〕〔su〕のものは，青森・岩手・秋田など東北

に多く見られ，これらはOSSAMA　3714．74，3764．86，

3783．58，4704．96，4724。28やOSAMA　3754．13につな

がる語形と言える。OHISSAMAのような促音形は岩

手に集中するほか岐阜6507．72にも見られるが，これも

岩手のものは［o∫issama〕〔osussama〕が多い。　OI｛HI－

SAMA　3786．44の内容も〔ossusama〕であった。また，

〔Φu〕〔Φ〕のものは，新潟4638．43に〔Φusama〕，島根

6402．53，6411．66，6411．80に〔oΦusaN〕，島根6412．91に

〔0ΦsaN〕であった。

　ONISAMA　7501．68は付近に分布するニッテン類と

の混交形かと思われる。テントオとニッテンとの混交形

と言えるNITTENTOOSAMAとの併用であること
が面白い。

　茶の類は漢語「天道」に由来する語形をまとめた。「道」

は漢音タウ，呉音ダウであるが，本図では「道」部分の子

音がTのもの（これらには小符号を与えた）が多く，D

のもの（大符号を与えた）は，関東東部から東北南部にか

けての地域と九州南部などで，Tのものと混在するにす

ぎない。しかも，関東東部から東北にかけての～D～

は語中尾の有声化によって生じたものであると考えられ
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る（そうでないものも当然含みうるが，東日本における

～D～の領域は有声化地域と完全に一致しているから，

その可能性は少ないと見てよい。なお，語中尾のTの

有声化地域については，153図「いと」などを参照され

たい）から，九州南部のものとは性格が異なる。なお，

〔o愈en～〕〔oden～〕など「天」にあたる部分が有声化して

いるものは，本図ではこれを分出せずTEN～に含め

てある。また，TENTOO～，　TENDOO～のように

「道」部分の母音が長音～00～の語形にはべた符号を，

TENTO～，　T1…】NDO～のように～0～の語形にはぬ

き符号を与えてあるが，新潟中部，栃木，山梨などに

～00～の語形の集中する傾向が見られるほかは，

～00～と～0～の分布が概して入り乱れている。な

お，〔tentっ：～〕〔tentっ～〕のように「道」部分の母音が開

音のD＝〕〔つ〕のものは，ここでは00，0に含めてある

が，これらは新潟に集中的に見られた。

　琉球諸島を占有するTIDAを中心とする語形は，語

源を「天道」に求める説（亀井孝。上村孝二）があるので，

これらに，テントオ類と類似の色として榿を与え，見出

しの位置を茶の類の次に置いた。TIDAの語源が「天

道」であるとすれば，茶の類のうち九州南部の～D～の

語形とTIDAの～D～とが，地域的にもつながりをも

っことになる。

　この類のうち，見出しがTI～，　TII～のものには，

その内容が〔ti～〕〔七i：～〕のもののほか，〔ti～〕〔ti：～〕な

どを含めてある。TIRAには，〔tira〕1233．61，〔t‘ira〕

1241．05，〔tira〕0248．Ooのほか〔Oira〕（注記に，Ω＝1と

あり）1271．05を含めた。SINA　2095．60の内容は〔伽a〕

であった。なお，TIDAN　O228．96，2072．20およびTI－

DANGANASI　2072．20のDANは，鹿児島などに見

られる敬称語尾のDONと，一見類似しているが，本図

および257図「敬称語尾の総合図」では，これを敬称語尾

とは認めなかった。また，TIDANGANASIのGA－

NASIの内容は〔ganat∫i〕であったが，他郷と統一

して，これをGANASIに含めた。

　赤を与えたタイ口唱類は，先に述べたように，ほとん

どが敬称を伴わないTAIYOOであり，ほかには，

TAIYOOSAN，　TAIYOOSAMA，　TAIYOなどが

比較的多い。新潟には，TAIYO，　TAIYOSAMAの

ような「陽」部分の短音形にややまとまりが見られる。タ

イヨ即興のTAI部分の内容は大部分〔tai〕であるが，

そのほか〔tai〕〔taし〕〔tae〕〔tae〕を含む。また，　YOOあ



るいはYO部分には〔jっ：〕4637．20，4666．17，〔jo］

5613．48を含めた。なおTAIYOI．は7360．47に見られ

る。

　紺を与えた語形のうち，NONOSANからANAT－

ASANまでは，宗教的尊崇などの心情の発露に由来す

る語形と思われるものをまとめた。この種の語形は252

図「つぎ」に多くあらわれ，本図では比較的少ない。この

うち，NONO～，　NONNO～，MAMA～，MAN－
MA～などは，「南無阿弥陀仏」に由来するとも言われ，

神仏など礼拝の対象を指す幼児語として多く用いられ

る。KANKASAN　6591．02のK：ANは，「神」あるい

は「観音」の「観」であろうか。TOTOSAMA　3715．51，

TOOTOKOSAMA　3757．32は，252図「つき」に多く見

られるAATOOSAMAなどの類の変種と考えられ，

これは，あるいは「あな尊と（し）」に由来するものかもし

れない。ANATA　6587．42，　ANATASAN　6402．53も

TOTOSAMAなどとの関連を考えて，凡例の位置を

決めたが，これは「彼方」との関係をも考慮すべきかもし

れない。

　NICIRIN以下は，「日」の字音にもとつく語形を並

べた。このうち，NICIRIN（日輪）の類は岐阜付近と，

中国西部から九州にかけて集中し，近畿にも点在する。

「日天」（仏語で「日天子」の略という）に由来するNITT－

ENi類は近畿から四国にかけて集中するほか，北海道，

岩手，佐渡，静岡，大分。宮崎の広い範囲に点在する。

NITTENGATTENSAN　7249．35は「月」の「月天」と

混同しているという点で，また，NITTENBOSI
7501．72は「太陽」を「星」の一種と見なしているという点

で，それぞれ面白い表現である。NIKKOO　6429．15は

4者併用の地点であり，この語形は，あるいは被調査者

の誤解によるものかもしれない。

　KONNICCAN以下は「今日」にもとつくと思われる

もので，「今日様」とは「その日その日を守り照らすもの」

の意と言われる。これらは岐阜から福井北東にかけてと

兵庫に多く，そのほか，山形4619。29，長野5633．45，56

41．99，島根6411。33，山口6397．24，7308．33，愛媛7450．

44にも見られる。この類の語形に，～CCAN，～CCYA－

N，～TTAN，～CCAMA，～SSAMAのような促音
形，とくに～CC～が多いことについては，257図「敬称

語尾の総合図」で述べるところがある。なお『全国方言辞

典』によれぽ，群馬・埼玉，富山などにも分布したらし

い（このうち，埼玉，富山では「老人」とある）が，本図に
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はあらわれていない。

　ニチリン類，ニッテン類，コンニチ類の語形には，本

図に登載したものの中にも「古」「老人」「希」の注記のある

ものが多く，この種の語が廃語となりつつあることがう

かがわれるが，これは太陽を神としてあがめる感情ある

いは風習の衰退とも並行する現象かと思われる。

252．つき（月）

　大部分が和語ツキにもとつく語形であって，分布は単

純である。そこで，音声の変種をかなり詳しく示した。

また，ツキにもとつく語形のうち，ツキヨおよびその変

化形と考えられる形を要素にもつ語形は，ひとつの類と

してまとめた。なお凡例のNONOSAN以下の語形は，

251図「たいよう（太陽）」にも一部現われる（わずかでは

あるが256図「かみなり（雷）」にも）が，これらについて

は，語形の分類のしかたや，符号の形を統一してある。

サマ・サン・ドンなどの敬称語尾についても同じ配慮を

しているが，この点については，257図「敬称語尾（さ

ん・さまなど）の総合図」の解説を参照してほしい。

　「太陽」（251図），「雷」（256図）とともにこの項目にも，

「こどもに対して使う」という意味の注記のある語形が多

かったので，この種の注記のある語形には補助符号を付

けて示した。補助符号を付けると認めた注記の範囲につ

いては，251図「たいよう」の解説を見てほしい。この図

で補助符号を付けた語形は，凡例のNONOSANから

TOOTOOMEEまでの類がもっとも多く計110，ほか

には，OCUKISANとOCIK：ISANを合わせて5・，

OCCUK：ISAN　2，0CUKIISAMA8，　TAITAIS－

AMAとONENNESANが各1である。
　また，この図では「満月」や「三日月」など特定の状態を

あらわす名称は採らなかったが，それは，3722．90の

〔odosama〕（十五夜），3740。82の〔ots茸gisama〕（同），

6358．43の〔manmansaN〕（満月），6630．82の〔otsuki－

sama〕（同），7359．78の〔mikadzukisaN〕（半月形）の5

例である。

　〈併用処理の原則〉はCUKIの語形について行った

が，これは全部で32あった。

　榿の類は，ツキあるいはツキに敬称接辞の付いた語形，

および，その変種をまとめたものである。一部の茶の類の

占有地域を除いて，これらは全国をくまなく覆っている。

この類の中ではOCUKISANとOCUKISAMAの2
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つの語形がもっとも多かったので，そのほかの変種を目

だたせるため，この語形には極小の符号を使った。この

2つの語形はほぼ全国に分布しているが，北海道西部，

青森，島根東．部，高知，鹿児島，琉球各地などでは，

まったくないか，あってもきわめて少ない。ただし，青

森，島根東部，高知の場合は，OCIK：ISAMA，　OCI－

KISAN，　OCU〔tsu〕K：ISANな：ど，オッキサマ，才ツ

キサンの音声変種が分布するためであることに注意して

ほしい。また，OCUKISANとOCUKISAMAとの
間に，ある程度の地域差が認められるが，これは，むし

ろ～SANと～SA］近Aとの地域差であり，これについ

ては257図の解説で述べる。

　CUI（1，　CIKIなどのような接辞の付かない語形は，

ほとんどの地域で接辞の付いた語形と併存しているが，

これらは，おそらく，それぞれの地域で，敬意差・場面

差などによって使い分けられているものと思われる。た

だし，北海道西部，徳島，琉球各地などでは，接辞を伴

わない語形の占有地域が目だつ。

　次に，榿の類のうち，主な語形あるいは語形群につい

てその分布や音声内容などを述べよう（ツキ部分の変種

について述べるときには茶の類の分布にも触れる）。

　．まず，CIKI，　TIKI，　OZIKI～，　OZIGI～，　SIKI

などツキのツの部分の母音が1の語形（本図では，べた

符号で示した）は，青森全域と島根の出雲地方，琉球各

地に集中するほか，東北各地や，富山・石川に点在し，

鹿児島南部にも見られる。これらの具体的な内容は，大

部分が〔t∫i〕〔ts置〕〔dz置〕など，中舌の〔i〕であり，そのほ

か〔t∫i〕〔tsi〕も少しあった。　TIKIは琉球の計4地点に

見られるが，その内容は，〔tiki〕1271．05，〔tiki〕0246．48，

0246．97，〔tiki・〕0257．43であった。なお，茶の類の中に

もCI～，　TI～，　SI～の語形があり，琉球各地に分布す

る。

　ツキのツ．部分が破裂音のTU，あるいはそれに準ずる

CU〔tSu〕，　CYU〔tSju〕のもの（それらには三角形系統

の符号を与えた）は，高知，大分付近に集中するほか，

伊豆の利島6667．81，同三宅島6698・20，千葉6702・21・

静岡6631．05，奈良6593．30，壱岐7218・26にCU〔七su〕・

北海道0724．58，1715．53，2703．18，新潟4665．87，福井

5585．09，長野5641。13，静岡6652．06，．奈良6583．93，和

歌山．7522．94，長崎736■82，奄美0256．89にTUが見ら

れる。また，TIK：1，　TIT，　TII，　TIIGANASIのよ

うなTI～の語形は，いずれも琉球に分布する。また，
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茶の類の中にもTUCINUI　O340．00，　TIKYO　O257．12，

TIKKYOO246．97，0256．08のようなTU～，　TI～の語

形が奄美各地に見られ，またTOKKYO　O256．76という

形もある。なお，TUの内容はすべて〔tu〕であり，　TI

には〔ti〕〔ti〕を含めた。

　ツキのツ部分がCYU，　ZYU，　CYU〔tsju〕のように

口蓋化した語形（それらには大符号を与えた）は，福岡

7312．11，7332．46，7351．09と大分7344．30のほか，福島

4679．65，4689．14，4780．64にも見られる。

　ツキのツ部分の子音がSの語形は，入重山に多く，さ

らに沖縄本島1270．26と岩手3774．61にも見られる。岩

手のものは語頭の子音が一時的に弱まって発音されたも

のであろう。S～の語形は茶の類の中にも多く，沖縄本

島付近に集中している。

　OZUKI～，　OCUGI～，　CIGI～，　OZUG工～，　OZIGI

～など，ツキのツまたはキの部分，あるいはその両方が

有声化している語形（これは，符号の関係でデ目しただ

けでは見えないが，ツの子音のみが有声化した語形には

両側に棒の付いた円形，キの子音のみが有声化した語形

には，片側に棒の付いた正四角形，ツとキの両方が有声化

した語形には，両側に棒の付いた正四角形を与えてある）

は，おもに東北から関東北東部にかけて分布し，この領

域は語中尾のK・Tが一般的有声化する地域とおおまか

には一致するが，青森および北海道では北海道西南部の

有声化地域を含めて，．この図では有声化語形が少なく，．

たとえぼ，136「おとこ」の～D～の分布と著しく異なる。

136図では北海道西南部から関東北東部にかけては大部

分がODOGOであるのに比べて，この図では，ツとキの

いずれか一方のみが有声化した語形が著しく多く，また，

岩手・宮城・秋田・福島・茨城などでも，～CUKI～な

どの非有声化語形が136図のOTOKOよりかなり多い。

両図におけるこの有声化語形の分布の違いは，おそらく，

オトコ（のトコ）とツキとの簿音の広狭の違いによるとこ

ろが大きいと思われるが，それにしても，この図で北海

道西南部から青森にかけて有声化語形が著しく少ないこ

とには，何か別の理由もありそうである。

　ツキのキ部分をKIと表示したものの内容は，大部分

が〔ki〕〔k工〕であるが，ほかに〔kし〕〔kgi〕〔k¢i〕〔kci〕〔kS1〕

など，さらに〔C1〕5772．00を含めた。〔oz曲cgsama〕5742・

65，〔odz曲csama〕5731．13もOZUKISAMAに含めた。

またGIと表示したものの内容は〔gi〕〔琴i〕〔Yi〕〔9し〕〔gi〕

などのほか，〔Ji〕4742．95も含めた。これらのうち，三音



が中舌の〔1〕であるものは，青森・宮城・秋田に集中し，ほ

かに茨城西南，福井，島根・鳥取県境，琉球の先島にも

ある程度のまとまりが見られる。なお，キ部分の子音が

破擦化した〔kg〕〔kβ〕〔kS〕のものは，〔至〕の領域中に〔i〕を

伴って見られる場合が多い。また，ッキのキ部分がCI

の語形（それらには極小の円形を伴う符号を与えた）は，

OZUCISANとOZUCISAMAが宮城に，　CICIが琉

球の沖縄本島付近と宮古に，TUCIが喜界0249．17に

それぞれ見られる。CIは〔t∫i〕〔t§i〕〔ts1〕をまとめた。

ツキのキ部分の母音がUの語形（これらには水滴形の符

号を与えた）は，CUKUが福岡7331．27と長崎7380．26に，

0CUKUSANが長崎（対馬）6267．84と熊本7354．23

に，OCUKUSARIAが長崎の対馬6286．68，五島

7246．45，平戸7247．86，鹿児島8322．43に，CIKUが

琉球の宮古2151．64に，CUHUが鹿児島8320．59にそ

れぞれ見られる。これらのうち，6267．84の内容は

〔〇七suksaN〕，6286．68，7246。45，8322．43のものは

〔otsuk餓m＆〕，7247．86のものは〔otsuk（u）sama〕で

あった。そのほか，茶の類の中にもツク～の語形として，

CUKUNENSAMA，　CUKIUNONSAMAがいずれ
も天草に見られる。これらのCUKU（～）の語形と，上

代の文献などにあらわれるツキの交替形ツクとの関係に

ついては，ツキ〉ツクの変化が広く母音〔i〕と〔U〕との

交替現象とも関係しつつ各地で個別に起こりうることも

考えられるから，両者をただちに結びつけることは避け

るべきであろう。なお，凡例のCUTからTITまでの

促音形（ツキのキの母音が無声化ないし脱落したもの）は

主として鹿児島に集中するほか五島にもやや多く見られ

るが，これらの中にもツクからの変化形が含まれている

．可能性がある。

　OCCUKISAN，　OCCUKISAMA，　OCCUHISA－

MA，　OCCUGISAMAのような，オとツキの間が促

音の語形（これらには中に点のある符号を与えた）は，岐

阜南部から愛知にかけて集中するほか，兵庫北部，広島

にもまとまりが見られ，そのほかの全国各地にも散在す

るが，新潟，千葉などにも比較的多い。

　次に，敬称接頭辞のオにあたる部分がUの語形（これ

らには極小の三角形を伴う符号を与えた）としては，U－

CUKISANが新潟5612．39に，　UZUKISAMAが奄

美0247．31に，UCIKIIが沖縄本島1251．04に，　UZI－

KISAMAが奄美0247．31にそれぞれ見られる。この

うち，琉球各地のUは本土の0との規則的な対応とし
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てあらわれるものである。

　6482．04，6504．01には00CUKISAN，5585．09には

00TUKISANが見られるが，　この00～は，〔o：～〕

6504．01と〔o・～〕5585．09，6482．04とをまとめたもので

ある。これらの00～は，敬称接頭辞のオが何らかの事

情（話者の意識にのぼらない臨時的なものなどとして）で

長めに発音されたもので，「大月」の意味ではなかろう

が，6504．01の場合，〔otsukisaN〕と〔o：tsukisaN〕の

併用であって，これは話者自身がこの2つの表現の違い

を意識しているのかもしれない（ただし両者の区別に関

する注記はなかった）。

　茶の類は，最初に述べたように，ツキヨおよびその変

化形と判断した形を要素にもつ語形をまとめたものであ

る。これらは琉球に集中するほか，本土でも，長野北部

のOCUK：IYOSANなど，山梨のOCUKYOOSA－
MAなど，九州中西部のCUK：INOISAN，　CUKIN－

OESAMA，　CUKINOYOSANなどにもまとまった

領域が見られ，また，伊豆大島にCUKIYOSAMA，

淡路島にCUKKYOSANが見られ，隠岐にもCU－

KIYOSANが見られる。ただし，．琉球に分布する

ものは，茶を与えた語形のすべてがツキヨの変化形であ

るかどうかについて疑問もあり，今後の検討が望まれ

る。とくに，宮古に見られるCIKISUおよびCIK：1－

SYUのSU，　SYUは，あるいは敬称語尾などであっ

てツキヨ類とは無関係であるかもしれないので，凡例に

おける見出しの位置を榿類の中に置いた。ただし確証が

ないので，257図「敬称語尾の総合図」では，SU，　SYU

を敬称語尾として扱わなかった。

　これらの茶の類の語形は，『万葉集』など上代の文献に

見られる「月」あるいは「月の光」の意味の「つくよ」「月夜」

の残存（さらに，「月の神」「月」を意味する「月読」との関

係も考えられる）であると考えられ，一昔前には，榿の

類と茶の類とは現在よりも広い地域で，両者に何らかの

用法差を伴いつつ共存していたのではないかと思われ

る。ただし，この図で茶の類が見られる地点で，その意

味・用法に関する注記があるものは少なく，6603．52の0－

TUK：YOOSAMAに「子どもに対して言うことば？」，

6560．40のCUKKYOSANに「古」，7391．94のCUK－

INOESAMAに「月夜のことにも言う」，8302．19の

CUKIYOSANに「希。老」，0246．97のTIKKYOに

「古」，2076．98のCIKINUYUUに「月の意にも，月夜

の意にも」，2151．51のCIKIYU（内容は〔ts了殖ju〕）に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　252
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「月の夜のことは〔tsikhuj　u＝〕」とある程度で，両類の

意味差，敬意差などに触れた注記は見られなかった。な

お，6603．52の注記内容には疑問符が付いているので，

これには「こどもに対して使う」の補助符号を付けなかっ

た。

　紺を与えたNONOSAN以下の語形は「こどもに対

して使う」の注記のあるものが多く，また，その中でノ

ノサン，ノンノサン，マンマサンなどの類，アトオサ

マ，アットサマ，アッi・オメエ，トトサマなどの類など

が大半を占める。これらの語形の由来については251図

「たいよう」の解説で考えの一端を述べておいた。これら

は琉球の先島を除いてほぼ全国に散在するが，一部の地

域にはまったくあらわれず，また分布密度にも地域差ら

しきものが見える。ただし，この点に関しては，調査者

の「児童語」に対する配慮が必ずしも全国一様ではなかっ

たかもしれないということに注意すべきであろう。な

お，紺の類の中で，アトオサマなどの類には「こどもに

対して使う」の注記のあるものが比較的少なく，また，

西口本各地に点在するガッテン～（仏語の「月天子」に由

来するものであろう）に，この注記のあるものはない。

また，現在児童語としての性格が強い語形も，古くから

そうであったとは限らず，昔は月あるいは太陽などの天

体を神格化した表現として成人の間でも用いていたもの

が，それらに対する宗教的心情が薄らぐにつれて，児童

語の世界に限定されたと見るべきかもしれない。TE－

NTOOSAMAは入丈7659．31，7659．53に見られるが，

251図「たいよう」を見ると，7659．31は同じくTENT－

00SAMA，7659．53はHINOKAMISANである。
このように太陽と月とを同一視する傾向の背景について

は，テントオの語源意識に関する入丈の特殊性も働いて

いるのかもしれないが，また，5635．48でNONOSA－

MA，6446』5でNOONOOSAMA，5687．32，6700．25

でNONNOSAMA，5576．60でNANAHAN，6494．08，

7510．18でMANMAISAN，6561。49でMANMANC－

YAN，6591．02でK：ANKASANが「太陽」と「月」の両

方の名称として使われるという現象とも並行するものと

して，考えるべきであろう。

253．あめ（雨）

　音声変種をできるだけ細かく分出しても，なおかつ非

常に．単純な地図になったので，紺1色で示した。調査を
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前期で打ち切ったため，地点数が少ない。〈併用処理の

原則〉は適用しなかった。

　凡例に示した語形は全部アメの音変種であって，別

類の語形はない。地図に載せなかった語形としては，

6566．51（三重）の，〈2～3才の時言った〉という

〔gON90〕があったのみである。

　AMEは琉球を除く全国に広く分布している。〔ame〕

のほか，〔ame〕（1859．84，山形13地点，4780．64，4792．43，

5624．85，6700。48，7417．79，7418．33），〔am6〕（5792。02），

〔？ame〕（5698．91），〔alhe〕（7335．34，7377．27），〔ame〕

（3761．74），〔3mε〕（3774．61）の変種を含んでいる。

AMEEは4733．35，6458．40，6489．27，6504。01，6530．58，

6553．47，　6563．43，　6564。51，　6572．97，　6573．17，　6574。06

に見られるものであるが，MEの部分にアクセントの下

降が見られるために長音化したもの（を含む）かもしれな

い。そうであるとすれば，同様のことはAMII　O294．93，

1211．69，1221．47，1231．88，1242．00，AAMII　1251．04，

1251．27などについても言えよう。AAME5517．24，

5548．58も，この長音化には，アクセントがかかわって

いるのかもしれない。AMIは〔ami〕が主として先島に

分布しているほか，奄美。沖縄本島およびその周辺にわ

ずかずつ見られ，〔？ami〕が沖縄本島のみに分布してい

る。AAMIは2076．25，2076．96，2076．97，2076。98の

4地点である。AM！は奄美にまとまって分布し，　A術i

も奄美に2地点（0228．96，0256．76）見られるものであ

る。AMA　6657．96については，もともと単独語形では

なく，たとえば，アマダレなどの複合語形前部分が独立

したものとも，あるいは，助詞ガを伴うアメガが約まっ

てできたものとも考えられよう。

　この項目は，「竹」，「耳」などとともに，分布の点から

も，歴史的にも，日本語の基本語彙であると言えよう。

なお，雨をめぐっては（この地図は雨の一般称を示す

が），いろいろな種類の雨についての表現（注として報告

されていてもこの図からは省いた），あるいは幼児語な

どを，本地図集に収めた254図「つゆ」，255図「ゆうだ

ち」などとともに，考える必要があろう。

254．つゆ（梅雨）

　この項目は，質問文にあるように，その時期に降る

「雨」そのものの名称を求めたものである。しかし，回答

された語形について，〈時期のことを言うが，その時期



の雨の名はない〉（6559．67），〈時期にも雨にも言う〉

（833548），〈〔pm：bai〕は季節，〔pul：baiame〕は雨〉

（6711．16），〈雨自体はやはりアメとしか言わない〉

（7308．48）などの地点が全国にかなりあったので，「時期」

と「雨」の区別を立てず，すべての語形を採った。した

がって，併用の場合，一方の語形が「時期」を指し，もう一

方の語形が「雨」を指す場合があり得るわけである。ただ

し，単独語形〔ame〕については，「無回答」扱いとした。

なお，〈併用処理の原則〉はCUYUに適用した。

　榿の符号を与えたものがツユ類である。北陸から近

畿・中国を経て九州中北部までの連続した広い地域に分

布し，また，北海道，宮古諸島にもまとまった分布が見

られる。さらに，東北・関東，四国にも散在している。

語形としてはCUYUがもっとも広い分布を示してい

る。この中には，助詞「の」もしくはその音取形を介して

アメ，ジキ，トキ，ウチなどにつづけた〔tSUIjumoame〕

（地点多数），〔ts面ulnoame〕（6423．75，6424．20），

〔七s就lj薗noame〕（3782。71），〔tsujunoame〕（7333．29，

7355．22，7355。81，7367。25），〔tujunoame〕（6583．93），

〔s七ujuName〕（7345．98），　〔tsujuName〕（7345．47，

7346．63），　　〔tsujuno5iki〕　（6430．53），　〔七sujunotoki〕

（5623．85），〔ts皿julnoult∫i〕（4672．19），〔ts曲j前noultsi〕

（4700．78）が含まれている。他の語形についても同様の

扱いをした。CUYURIからCURYUまでとCUIRI－

AME，　CUYURIDOKI，　CUIRIDOKIは，　ニュゥ

バイ類に接した岐阜・静岡。愛知に分布しているほか，

これらの地域に連続した福井，三重，和歌山南部などに

も分布しているので，ニュウバイが，「梅雨に入る」意味に

もとづいた語形だとすれば，それに意味の上で触発され

た語形と考えられる。CUYUAMEからCUIRIDOKI
までは，語形の後部分に「雨」，「降り」，「時」の意の語を

もつものである。いずれも，雨そのものやその状態・時

期を明示しようとする意識からできた語形であろう。こ

れらはほとんどまとまった地域をもたず単独語形と混在

して見られる。CUYUSITAは8342．51に，　CUISIA

は7375．30に1地点ずつ見られるものである。この語形

の後部分のSITA，　SIAについては，よくわからない。

AMASITAが鹿児島に見られ，関連がありそうに思わ

れる。『全国方言辞典』に「したけ」「したげ」が主として東

日本で「春風」「春から夏にかけて吹く東風南風」「東風」の

意味で使われるとの記載がある。地域はへだたっている

が，．「風」の意味の．SITAまたはSIAである可能性が
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ある。後述する，九州に分布しているナガシも「風」と

つながりをもつ語であるらしい。　SAZUINOCUYU

5605．70，CUYUNONAGAAME6375．08，　CUINO－

NAGAAME7323．84は，それぞれサンズイ類，ナガア

メ類とも通じる語形であるので，符号の形を合わせた。

　赤の符号はサンズイ類とズリ類に与えた。サンズイ類

は，SANZUIが富山に分布し，それ以外の語形が新潟，

長野北部にだけ分布しているので（北海道に1地点例

外），この地域独特の表現と考えられる。ツユ類の分布

に接した地域なので，「さみだれ」「さのぼり」「さつき」な

どのサとツユの話合した語とも考えられる。とすれば，

大きくはツユ類に含めるべき語形だとすることもできよ

う。

　ズリ類は，北海道南部にのみまとまって分布している

ものである。『日．本言語地図』の中で，北海道にだけ特有

の語形分布は少ない。ζとに，北海道は「梅雨」という気

象現象の顕著でない地域なので，なおさら注目される。

ズリ類を回答した被調査者の両親の出身地を見たとこ

ろ，父の出身地では，青森2人，秋田1人，新潟1人，

富山1入，石川2人となっており，母の出身地では，北

海道1人，青森3人，新潟1人，石川2人となってい

る。したがって，大ざっぱにまとめて，青森方言か北陸

方言とのつながりが考えられる。『全国方言辞典』による

と，青森で，動詞「じりける」が「小雨がながく降る」意味

に使われているので，おそらくその名詞形と関係があろ

う。ただし，北陸方言とのつながりを考えた場合，サン

ズイ類の中に，SAZURI　5624．85という語形もあるの

だから，この地域の方言とかならずしも無縁とは言い切

れないだろう。

　空の符号を与えたニュウバイ類は，北海道から関東・

中部にいたる東日本に広く分布し，西日本のツユ類に対

立する大勢卑語である。西日本では，淡路島，島根・山

口，香川，熊本・大分などにも少数地点点在している程

度できわめてわずかである。NYUUBAIの中に，原

カードの注記にあった漢字表記の「入梅」も採用して含め

てある。次の地点がそれである。4689。10，4698．21，

4699．07，　4761．93，　4780．26，　4783．38，　4791．12，　5607．17，

5608．16，　5617．28，　5701173，　5703．03，　5712．17，　5721。26，

5723．02。また〔pjUI＝bae〕などのように，語末子音がeと

なるものもこれに入れた。ニュウバイ類の最後に示した

見出し語形HAEは，ニュウ．バイ類の分布に連続した

地点（6577．86，6586．27）に見られるし」ニュウバイのバ
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イと通じる語形ということで空の符号を与えたが，『全国

方言辞典』によると，「南風」の意味として島根，大分，

佐賀，長崎，熊本，鹿児島で，「西南風」の意味として静

岡，隠岐，大分などで使われているし，『沖縄語辞典』に

もフェーが「南」あるいは「南から吹く風」とあり，『入重

山語彙』には，パイ，フェー，ペーが「南風」としてある

ので，これらとつながりがあるとすれば，そしてニュウ

バイが入梅であれぼ，世語類となりそうである。

　茶を与えたNAGAAMEからNAGACUZUKIま
でのものは，分布の仕方から見ると，東日本に広く分布

しているNAGAAME，　NAGABURI，東北中北部

に分布しているNAGAARE，琉球に広く分布してい

るNAGAAMI，奄美・沖縄本島に分布しているNA－

GAMIと大別することができる。それ以外の語形やそ

のほかの地域に分布しているものもあるが，ごくわずか

である。分布を一見すると，かつての国の中央から遠隔

の地域に分かれて見られることから，歴史的に古い語の

残存であって，かつては連続していたもののようにも考

えられるが，茶で示した諸語形はいずれも，地域ごとに

独自発生してもいいようなごく普通の発想による語形で

あること，また，「季節に関係のない長雨」とする地点

が，青森2地点，岩手12地点，宮城1地点，秋田1地

点，山形3地点，福島1地点，長野2地点，岐阜1地

点，三重1地点とあり，『沖縄語辞典』でナガアミは単な

る「長雨」であり，『入重山語彙』でも，ナガアミが梅雨・

長雨・森雨」となっているように，もともと「梅雨」その

ものを意味する語ではなかったらしいこと，などから，

「梅雨」の意味の語としては，古い連続分布ではなかった

ろうと考えられる。

　緑を与えたナガシ類は，四国・九州・奄美に分布して

いる。語形としては，NAGASI，　NAASI，　NAGAZI

のように，語末部分の母音が1となるものが高知中部，

長崎・熊本，宮崎中南部，鹿児島・・奄美などに，NAG－

ASEのように語末部分の母音がEとなるものが香川・

徳島，高知東部・南部，愛媛，福岡・佐賀。大分，宮

崎北部などにそれぞれ分布している。混在地域はある

が，分布地域の違いが見られる。この語類について，他

州形一主としてツユ類　　と併用されている地点で，

「季節に関係のない長雨」（大分2地点，長崎2地点），

「夏時分に長く降る雨」（香川1地点）として「梅雨」そのも

のを意味する他語形と区別している場合があった。『全

国方言辞典』でも，ナガシ・ナガセについて，「梅雨」の

254・ 9

意味のほかに，愛知県大野町，鳥取の「晩夏初秋の頃に

降りつづく雨」の意味を載せている。と．すると，，「梅雨」

そのものを指すツユ，ニュウバイ，サズイなどとはやや

性格が違うようにも思われる。『増補風位考資料』には，

ナガシ・ナガセが「風」の意味に使われる地域がかなり多

く載せてある。「風」と「雨」とは相伴うことの多い現象な

ので，密接な関連があるのも当然であろう。なお，『日

　　　　　　　しも
葡辞書』には，「下の地方」の「梅雨」を意味する語として

採録してある。

　草を与えたシケ類は，ほとんど東日本にだけ分布して

いるものであるが，九州の3地点（7257．94，7258．82，

7352．14）にも見られる。他虫類一主としてツユ。ニュウ

バイ類一との併用地点で，シケについて，山形，埼玉，

神奈川，長野・愛知などで「季節に関係のない長雨」とし

ている。『全国方言辞典』ではナガシケ，ナガジケに「梅

雨」の意味はなく，「長雨，森雨」の地域として宮城，山形

県米沢，茨城，千葉，江戸，兵庫，熊本県玉名郡を挙げ

てある。文献では，『日本書紀』に「天陰（ひしけ）て雨氷

（ひさめ）ふる」（北野本室町時代訓）とあり，『日葡辞典』に

は「てんきがしけた」とあるが，いずれも「梅雨」とは直接

関係はなさそうである。名詞形シケはいまのところ江戸

時代のものからしか見つけることができないが，やはり

「梅雨」そのものの意味では使われてはいない。このよう

にシケは，単なる「長雨」の意から「梅雨」をもさすように

なったものと思われる。

　紺を与えたものは，さまざまの尊墨・語形を含んで

いる。8AIU，　BAIUZIKI，　BAIUKI，　BAIKIは，

「梅雨」または「風雨」の字音語バイウを語源にしていると

考えたものである。「梅の実の熱する頃に降る雨」とか，

「徽が生える頃の雨」の意味の語とかの説がある。これは

まとまった分布をもたないが，比較的東日本に多く見ら

れるので，ニュウバイの分布と関連がありそうにも見え

る。「新しい語」，「共通語」という注記もかなりあった。

　SECU，　SECUAMEは，　i≡重に小さくまとまって

いるほか和歌山にも1地点見える。「節」であろうか。

『綜合日本民俗語彙』によると，三軒置「セツの西風雨で

そろ。」という諺があって，田植えの季節の西風は雨をも

たらすものとして喜ばれているという。田植え時期とい

．うことで関連がありそうである。

　SAMIDARE，　SAMEDARI，　SAMIDAREDO－
K：1に，全国に20数地点点在しており，そのほとんど

が，他語形との併用になっている。「被調査者は俳人であ



る」という注記が5686．31，7401．11にあり，それ以外の地

点のいくつかでも，〈希〉・〈上品〉の注記があった。

とすれば，古来の語の残存というより文章語的，雅語的

性格の語の可能性がある。

　ZIAME7393．62，8303．70，　ZISAME6630．82，　ZI－

BURI　5652．37については，ジサメに〈雷を伴わない

雨〉，ジブリに〈ツユどきでなくとも長く降る雨〉の注

記があり，r全国方言辞典』でも，ジアメについて「①主

として夕立に対して長続きする雨。岡山市。②長雨。森

雨。京都府竹野郡」としているので，それぞれ本来は「梅

雨」そのものの語ではなかったのであろう。

　SACUKIIAME4760．98，5793．74，7323．02，　GOG－

ACUSAME5567．46，　GOGACUDON　7391．94，　HA－

RUAME7373．23，1｛ARUSAME6634．32は，降る時

期に注目した語形である。KIRISAAME，　KIRIS－

ABURUについて，〈特に霧が多くて小雨がまじっ

て降るような時期を言う〉（6626．71）や，〈梅雨時以

外でも細雨の時は言う〉（6655．87）の注記があった。

SIGURE，　SIGUREDOKIは，宮城，入丈島，宮崎

に1，2地点ずつしか見られない語形である。ところが

このシグレは255図「ゆうだち」では，茨城・栃木・千葉

などにまとまって分布している。注記には，〈季節を

特に限定しないがその時に降る雨はすべてこのように呼

んでいる〉（4713．60），〈雨自体ならぼこうしか言わな

い。ただし，この語は必ずしも梅雨だけではなく一年中

使う〉（4734．20）というものがある。『綜合日本民俗語彙』

には，「田植終りの日の祝いを，茨城県の稲敷郡，北相

馬郡でシグレまたはシグレ祝……という。」とある。『全国

方言辞典』によれば，茨城県鹿島郡で「雷」として，島根

県大原郡で「吹雪」として，鹿児島県肝属郡ではウメシグ

レを「梅雨」として使っているという。いずれも参考にな

ろう。TOROAME4714．22については，〈必ずしも

季節に関係しない。toroは「長い∫始終」の意の接頭辞

か〉の注があった。KIMUYAAMI　2074．69のキムヤ

については，『入重山語彙』には「細雨・煙るものの義」と

あった。そのものであろう。YUSYU2095．60につい

ては，『八重山語彙』に「ユー・スー　露・よつゆの義」と

あり，YUDUN　2086．03，　YUDUN，AMI　2085．69につ

いては，『入重山語彙』に「ユドゥン　道草を食ふこと。

渋滞の義」とある。それぞれ関連があろうか。HASSE－

N5641．73，　HASSENBURI　5652．81には，いずれも，

〈暦にある〉と言う注記があった。陰暦壬子（みずのえ

ね）の日から癸亥（みずのとい）の日までの12日間を指
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す「入専」であろう。

　「その他語形」としたものは次のとおりである。アレァ

ツツグ（3745．62）ラウッ1・オシイアメ（6604．15），ヨヨオ

ワリイ（3797．32），アメフイチジギ（4659．50），シケ

ル（5697．86），アレル（3724．96，3754．13），ナガグフル

（3727．81）o

　以上，大観した分布のうち，西日本と東日本にそれぞ

れ分かれて広い領域をもつツユ類とニュウバイ類の歴史

関係にふれてみる。ツユについては，もともと西日本の

方言であったものが，ニュウバイの地域である東日本に

輸入され，共通語という力を背景に広がり始めたものだ

と考えられる。東日本のうちツユとニュウバイの併用地

点で，ツユをく新〉。〈共〉と意識し，ニュウバイを

く古〉と意識している地点が多いことでも裏付けられ

る。国立国語研究所では，昭和41年1月から同年12月

までの朝日・毎日・読売の3新聞を，60分の1サンプリ

ング調査したが，その結果で見ても，ツユが圧倒的に多く

使われていて，それにバイウが多少あって，ニェウバイは

まったく使われていない。現代語としてのツユとニュウ

バイの勢力の消長を示していると言えよう。古い文献と

しては，『源氏物語』などには「露」以外のツユは見あたら

ないが，『添田色葉集』に「森ツユ」とあり，『日葡辞書』に

もツユが「夏の，ある時期に降る長雨」と訳されている。

これに対してニュウバイは，『日本歳時記』（1688年）に，

「梅雨出入の説，紛々として一決し難し。増雅にいはく，

閾人立夏の後，庚にあふ日を入梅とし，芒種の後，壬に当

る日を出梅とす。」とあって，ニュウバイを「出梅」に対す

る語として使っている。江戸時代のほかの文献でも同じ

意味に使っている。『南部めくらごよみ』も，絵によって

ニュウバイと読ませ「梅雨入り」の月日を記している。た

だし，『和英語林集成』（初版本）ではニュウバイをrThe

聡iny　season（in　the　5　th　month）」と訳している。

とすれぼ，あるいは暦で「梅雨入りの日」の意味として用

いられていたニュウバイが，しだいに一般語として広が

り，意味としても「梅雨」そのもの，あるいはその時期に

用いられるようになったのではないか，という推測が出

てくる。文献との詳細な照合が，今後の課題であろう。

それとともに，「梅雨の季節」の名称についての調査およ

びその地図化も必要であろう。

255．ゆうだち（夕立雨）

地図下欄に示した質問文によって語形を求めたもので

254。255
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あるが，「夏に限らない」「季節に関係ない」「通り雨」「日

照雨」「一時的に降る雨」「俄雨のことで夕立とは違う」「昼

の俄雨」「晩に降る場合」「風の変りめに降る雨」「雷の有無

に関係なく使う」など，降雨時期や降雨状態に関する注

記が非常に多く，採否の範囲を決めかねる場合もあっ

た。そこで，上の例のような「夏（頃，初秋も含む）を含

み，急に降り出す雨」の条件に反しない（その条件に触れ

ていないものも含む）注のある語形はすべて採用するこ

とにした。したがって，本図に登載した語形の中には，

夏の午後から夕方にかけて雷を伴って降ることの多い，

いわゆる，夕立の特称とは限らない比較的広い意味分野

のものや，夕立とは意味分野がやや異なる通り雨的なも

のなども含まれることになり，注意を要する。特殊な注

については，解説中に記すことにする。

　なお，本図は256図「かみなり」と関係する部分が大き

く，両図に共通に現われる語形，語類については，符号

の色や形を統一してある。また，一部の語形について

は，254図「つゆ」，258図「いなずま」などともかかわり

をもつ。

　〈併用処理の原則〉はYUUDACIの語形について

行ったが，これによって本図から削除されたYUUD－

ACIは計94個であった。

　全国を見渡すと，見出し語形の数が多いわりに，分布

はそれほど複雑ではない。比較的目立つ分布を示すもの

は，茶を与えたユウダチ類，赤を与えたサダチ類，榿を

与えたカンダチ類，緑を与えたライアメ類，さらに，紺

を与えたもののうちのニワカアメ類などであり，そのほ

か，関東東部付近と宮城北部付近などにシグレ類，青

森・秋田，千葉，石川，島根などにムラサメ類，瀬戸内

海沿岸地域などにソバエ類，和歌山などにザブリ類，伊

勢湾沿岸地域などにハヤテ類が，それぞれややまとまっ

て分布する。琉球では種々の語形が，ある程度の領域を

もちつつ分布する。そのほかの語形には，少数の地点に

のみ現われる孤例的なものが多い。

　全国の大部分を占めるものは，ユウダチ，サダチ，カ

ンダチのような～タチの語形であるが，この中ではユウ

ダチ類が近畿を中心に東西に勢力を伸ばし，もっとも広

い領域を占めている。柳田国男はユウダチ，カンダチな

どのタチは，天から降ること，神が降臨することの意で

あると述べている（『雷神信仰の変遷』など）が，さらに，

「雲たつ」「霧たつ」などと関連させ，自然現象が現われる

意としてとらえることもできよう。カンダチは「神だち」

255

であろうが，この「神（が）たつ」に対して，ユウダチは「夕

（に）たつ」であるとすれぼ，両者は語構成を異にしてい

ることになる。サダチのサは未詳であるが，これについ

ては，「さつき」「さなえ」「さぎり」などのサ，あるいは，

281図「こんぽん」に見られるコイサ（〈コヨサリ）のサな

どとの関連の有無について検討すべきであろう。

　ユウダチ類の変種については，YOODACI，　YOD－

ACIなどのYO～の語形（これらには大符号を与えた）

や，YUDACI，　YODACIなど，「夕」の部分が短音化

している語形（これらにはべた符号を与えた）に，ある

程度地域性が認められるようである。279図「さくぼん」

を見ると，近畿から北陸，中国・四国・九州にかけて

YONBEが分布しており，両図のYO～の分布は，近畿，

中国の一部，四国などでは一致する部分が多いが，本図

では九州や岐阜・富山などにYO～がほとんど見られ

ないこと，279図で岡山・広島にYO～がほとんどない

ことなど，相違も見られる。なお，本図にYO～の形

が多く現われる背景には「夜」への類推も働いているのか

もしれない。

　ユウダチ類，カンダチ類，ライ～類は256図「かみな

り」にも広く現われるものである。ユのうち，ユウダチ

類とカンダチ類は本図に，ライ～類は256図により多く

見られる。カンダチ類は関東をとりまく形で分布してい

るが，これらは，かつては関東を含めた地域に連続した

領域があり，その後，ユウダチ類やライ～類によって分

断され，現在の形になったのではないかと思われる。な

お，ユウダチ類とカンダチ類が両図に現われる事情，そ

の歴史的背景については，256図の解説にいくつかの考

えかたを述べておいた。ライ～類は，「雷」の意味のラ

イ～が広がった後，あるいはその時期と並行して，その

一部が，～アメの形で「夕立」の意味にも用いられるよう

になったものであろう。

　サダチの類は，ユウダチやカンダチと違って「雷」の図

にはまったく現われないが，『日本国早大辞典』によれ

ぽ，「ゆうだち」のほかに「にわか雨」や「しぐれ」の意味で

サダチを用いる地域（それらは，ほぼ本図のサダチの領

域内にある）があり，本図の7395．09のSADACIでも

「二，三日そのような状態が続いた時に言うようであ

る。したがってこの項目の回答としては少し外れている

ように思う」との注があった。また，7382．93では「朝昼

をかまわず突風を伴って降る雨」，7368．32では「海上用

語。船乗り，漁師が主に使う」とあり，サダチ類とユウ
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ダチ類が併用の地点のうち，6497．41，6498．61，7258．82，

7407．24，8315．42では，サダチ類に「朝（あるいは昼）の

雨1，ユウダチ類に「夕（あるいは晩）の雨」の注記（ただし，

7258．82では「この区別は被調査者のみのもので，一般に

は夕方降ってもサダチと言う」とあった），7386．55では

SADACI一「雷を伴わない烈しい降雨」，　YUDA－

CI一一一一一「雷を伴う烈しい降雨」とあり，7411．61ではH－

ADACIに「雷が鳴ることはない」とあった。以上の注

記などから，サダチは「夏の夕立」とはやや意味分野が異

なるかとも思われるが，大部分の地点では，特に注記も

なく，質問文にあたる語形としてサダチを答えている

ことから，サダチは「夏の夕立」を中心とする「にわか雨

一般」を意味する地域が多いとみるべきであろう。サダ

チー一…朝・昼，ユウダチータの区別は，ユウダチ類が

進出した後に生じたものかもしれない。なお，サダチが

「夏の夕立」とは違うとする注記のある地点は，サダチの

領域の外側付近に多いことにも注意すべきである。

　ニワカアメ類は北海道西部，東北・関東の一部に比較

的多く，そのほか全国各地に点在する。ただし琉球には

まったく見られない。この語形は「にわか雨一般」の意味

では，おそらく全国的に存在するもので，「夕立」の特称

が存在する地域では，それが現われにくいということな

のであろう。青森から秋田北部にかけては，ほぼこの語

形の占有地域と言えそうである。ニワカアメと他の語形

とが併用の地点では，ニワカアメに「季節にかかわらず」

「雷を伴わない雨に対して」の注，その相手の語（ユウダ

チ類・カンダチ類・ライ～類）に「雷を伴う雨」の注のあ

るものが多かった。

　シグレは標準的には「晩秋から初冬にかけて降ったり

やんだりする小雨」の意味であり，上代の文献例もその

意味であるとされ，それが地域的に意味変化を起こして

本図に現われているという見方もあろうが，シグレの本

来の意味，あるいはその後の意味変化については，なお

検討の余地があろう。『全国方言辞典』や『日本国語大辞

典』によれば，「雷」「吹雪」「小雪」「みぞれ」の意味のシグ

レが全国各地に見られ，たま，鹿児島県肝属郡では「梅

雨」をウメシグレと言うとある。『日本言語地図』でも

254図「つゆ」にシグレが宮城，入丈，宮崎に点在し，

256図「かみなり」にも茨城5782．79にオシグレとシグレ

サマが見られる（この地点は本図ではシグレアメであ

る）。なお，本図では，北海道0789695（この被調査者の

両親は福島県信夫郡の出身である）と愛媛7403．86に‘も

SIGUREが見られる。

　ムラサメ類はいくつかの地域に分かれて分布するが，

日常の話しことばとは別の文体の中では，より多くの地

域に存在する可能性があろう。東北にはMURASAME

のほかにMURAAME，　MURASIAMEが，　YUU－

DACIとの混交形としてMURADACIが見られる。

島根のものはMURASA，　MIRASAであるが，これ

はムラサメの下略形と考えてムラサメ類の符号を与えて

おいた。

　なお～サメの語形にはムラサメのほか，YUUDACI－

SAME，YUUDASSAME，　YODACISAMEが，岐
阜南部に集中するほか新潟4675．45に，YOODACIS－

AMEが愛知6630．43に，　K：AMINARISAMEが佐

渡4663．92と福井5574・42に，NIWAKASAMEが山

形4609．54，4609．68，4619．63，4628．28，佐渡4663。92，

石川4597．72，福井5584．37に，HIRAKISAMEが秋田

3699．25に，TOKISAMEが長野5671．94に，　ARASA－

MEが北海道2800．52，石川4598。33，5507。20セこ，00SA－

MEが山形4618．87にそれぞれ見られる。青森，千葉，

利島のムラサメや，岐阜南部のものなどを除けば，概し

て石川以東の日本海蛍の地域に多いと言えよう。

　ソバエ類は瀬戸内海沿岸に集中するほか，壱岐7208．97

にも見られる。これらの中には，「季節にかかわらない

にわか雨のこと。ユキソバエということばもある」

6484．43，「にわか雨の小粒で短く降るもの」6486．50，「夏

に限らぬにわか雨」6488．48，「風を伴うもの」6560．22，

「通り雨または日照り雨程度の短時間のもの」7400。15の

ような注のあるものがあった。この語の意味分野の一端

を示すものと言えよう。『全国方言辞典』によれぽ，「む

らしぐれ」「夕立」の意のソバエが，本図の分布地域のほ

か，和歌山県海草郡や島根県鹿足郡にも，「小雨」の意で

は福岡や対馬にも，また，動詞ソバエルは「雨が少し降

りはじめる」の意で対馬にもあるという。『中国地方五県

言語地図』の「にわか雨」の図に見られるソィミエ類の領域

は本図とほぼ一致する（一部の語形については，かなり

分布が異なるが，これは質問内容の違いによるものと思

われる。切図の解説によれば，「急に降ってくる雨とい

うことで聞いたが種々な雨があって統一できなかったう

らみがある」という）。古い文献では，『万代和歌集』

一周一1248年に「嵐吹く時雨の雨のそばへには」とあり，

『浬言集覧』には「船頭詞に日，日和にて小々雨のハラツ

ク．をそぼへると云」とある。
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　ザブリ類（凡例のZAABURIからDABURIまで）は

和歌山南部付近に集中するほか，高知7442．39，7446．26，

岡山6475。27，さらに鹿児島8352．40，奄美0238．55，静

岡6645．62，埼玉5677．28，千葉5792．18，茨城5793．20に

も見られる。『日本国語大辞典』によれば，「短時間の大

雨」「にわか雨」として，京都府竹野郡，岡山県邑久郡，

宮崎県東諸県郡，「日に何回となく繰り返して降る大雨」

として，淡路島，鹿児島県肝属郡で使われるという。

『中国地方五平言語地図』の「にわか雨」の図では，岡山・

広島の県境地域に多数分布し，本図と相違する。

　・・ヤテ類は伊勢湾沿岸のほか，岐阜・滋賀，千葉，広

島，高知にも見られる。このうち，広島のものには「雨

と風が同時のとき」，高知のものには「海上のにわか雨。

風も伴う」との注があった。この語は風の名称としては

全国各地に分布するものであり，本図の分布もそれと関

係があろう。なお，『中国地方五県言語地図』の「にわか

雨」の図にこの語は現われていない。

　以上，比較的まとまった分布を示す語類について説明

した。以下，そのほかの語形，無類について，その分布

地点・地域と，雨の状態などに関して注のあるものはそ

の内容，さらに，気づいたことの若干を記しておく。

　KAMINARIAME　2781．34，4750．32，6411．66，’

　7659．31，KAMINARISAME　4663．92，　5574．42，

　KAMINARIGOCI　4629．43

　KAMINARIZIKI　6677．70，　K：AMINARIZIKIEA－

　ME　6686．75（この～ZIKI，～ZIKEは「海が荒れる

　こと」の「しけ（時化）」と同源であろう。　この語は254

　図「つゆ」にSII（E，　NAGAZIKEその他の形で主

　として東日本に多数現われる。そのほか「長雨」の意

　味で，シケ・ナガシケを使う地域も多いが，これにつ

　いては254図の解説を見てほしい。）

　K：AMINAR16408．15，6408．88（256図「かみなり」と

　対照するとわかるように，この地域は「雷」と「夕立」を

　区別せずYOODACI，　YODACIと言っている。両

　地点のKAMINARIには「共」の注記があるから，

　従来の方言形YOODACI，　YODACIの意味のま

　ま共通語形K：AMINARIをとりいれたことになる。

　なお，256図では両地点ともK：AMINARIはない

　が，このうち6408．15ではカミナリ「共」とあったもの

　を〈併用処理の原則〉によって削除してある。この地

　域で雷を伴わない夕立の時にも「カミナリ（ダ）」と言う

　のか，あるいは「カミナリが降ッタ」のような表現も可

255

能なのか，その辺の事情は不明である。）

GOROGOROSAMA　4703．88，4742．37（両地点とも

「子」の注記。256図「かみなり」のこの地点にはこの語

形がない。）

TOTOAME　3704．42（256図でこの地域にTOTOS－

AMAなどが分布。）

NAGASI　1156．89，1232．29，1250．59，1260．78，　NA－

GASIA］M：11223。91，　NAGASII　1211．69，　NAGA－

ASII　1231．88（この類は254図「つゆ」で四図。九州に

大量に分布し，奄美まで伸びている。本図とは領域が

重ならない。）

NAARIAMI　1231．72

NACYAMI　2140．96，2150．06（「夏蝉」か。）

NACIGURI，　NACUGURI，　NACIGURE，　NA－

CIGURUAMI一以上は奄美から沖縄にかけて分

布，　NACIAAMOOREE　2076．25，　AMIGURI

1242．72，AMAGURI　2086。03，2140．49，2150。06，

2150．07，2150．17，2151．20，AMORE　2067。52，2076。97g

AAMORE　2067．52，　AMOREE　2076．96，　AMOO－

REE　2076．98，2076．99，　AMORI　2085．69（これらの

うち，NACU～，　NACI～は「夏」，　AMOREから

AMORIまでは「アマオリ（天《雨》降）に由来するかσ

「天から地上に降りる」意のアモルは『万葉集』などに

も見られる語形である。～GURI，～GURE，～G－

URUは，あるいはシグレのグレと関係があろう。）

KATAGURI　1221．47，　KATABUI　1148．59，

1251．04（r沖縄語辞典』にkatabuiの見出しで「片方

は晴れていながら片方で降る夏の雨」とある。）

KURIGAKI　1167．01（「老人が用いる」と注記。）

ATAAMI　O340．00，　2068．08，　2151．64，2151．67，

ATTAAMI　1167．01，1261．01，1261．32，2075．22，

ATADAAMI　O249．17，　ATABUI　1242。00，1270．29，

ATTA8UI　1241．49，1242．26，1251．27，1251．73，

1261．70，ATTABUIAMI　1270．26（ATA～は「急

な」の意。　『沖縄語辞典』に？atagahuu　r突然の果

報」とあり，『入重山語彙』にアタ・キシ《断崖・乱切

の義》《石垣・鳩間力，アタ・ヤン〔急病Dなどの例が見

られる。急病の意のアタユマヒは『万葉集』4382にも

見られるものである。なお，この類には「にわか雨の

意で夕立とは違うらしい」の注がいくつかあった。）

SITAKI，　SITAKIAM；E，　SITAKE，　HITAKI，
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HITAKE】　以上は北海道の海岸沿いに5地点と．秋

田の男鹿半島付近に。（いずれも海岸沿いに分布するこ

とが注目される。「秋口に」1942．03，「特に秋に多、・」

2649．79，「にわか雨の意。秋に多い」3639．49，「夏から

秋にかけて」3649．16，「秋に西から風が吹く時」3740．82，

「風の変り目に急に降る雨」3648．28の注記に見られる

ように，「夕立」とも趣の異なる雨を指すようである。

『全国方言辞典』によると，「春風」「東風」「南風」など風

の名称としての「したけ」が各地にあり，これと関係が

あろう。）

HIRAKI，　HIRAKISAME－3699．25に併用で。

（分布および語形の類似からシタキ類との関係を考え

て符号を与えた。）

SIMAK：E6459．87，　SIKAKE　6402．94（『中国地方五

三言語地図』の「にわか雨」の図では，兵庫・岡山の県

境付近にもシマケ・シマキが数地点に見られ，ま

た，シカケブリ・シカケなどが出雲全域と鳥取の大部

分に広がっている。したがって本図には，「にわか雨」

の意のシカケの一部がにじみ出していると言える。同

書の解説によれば，出雲を中心とするシカケブリは

「シカケて来る雨」の意で，年中言い，朝夕を問わない

という。また，SIMAKI，　SIMAKEは264図「つ

むじかぜ」で北海道・青森，宮崎，その他の地域に多

数分布する。シマケ，シカケのシを含め，シタキ，シ

グレ，シケ，アラシ，ツムジなど，雨や風の名称に共

通に現われるシについては，方角名のニシ・ヒガシの

シとともにさらに考えたいところである。なお，『中

国地方五二言語地図』の「にわか雨」には，キタケが岡

山・広島に大量に分布するが，本図にはまったく現わ

れていない。『全国方言辞典』ではこの語は「時雨」の意

で登載してあり，「夏の雨」について調査した本図に見

られないのは，そのためかと思われる。）

KAKEBURI，　KAKE8UR，　KAKEBUI一いず
れも対馬に分布。（「通り雨のことで夕立に限らない」

6287．71の注記。）

HUKKAKE，　HUKKAKEAME，　OHUKAKE一
茨城から埼玉・千葉にかけて集中。（「台風のくる一日

前くらいに降る雨。通り雨らしい」5688．01，「土用の

頃，南から東に向けて降る通り雨」5699．89の注記。）

IK：KAK：E　8345．18，　ITTATEAME2773。13

SANZOK：U（AME）1754．16・5665．46（これは「サン

ゾク」1754．16と「ヤツカヤマノサンゾクアメ」5665．46

の回答をまとめたものである。このうち，5665．46の

注に被調査者が「ムギサンゾクマルクウチニフル」と説

明したとあった。かな書きなので意味はよくわからな

いが「麦を三束たばねるうちに降る」であろうか。とす

れば，サンゾクは「山賊」ではないことになるが，両方

の意味あいを含めていると見るべきかもしれない。

「突然の雨」ないし「通り雨」のたぐいであろう。）

ODOSIAME　4687．37，7659．62（「突然の雨」4687．37，

「夏に限らず三三一般」7659．62の注記。），ODOKASI－

AME　6653．30（「夏に限らない」の注。），MAZIMUN－

UNUAMI　2141．71〔「子どもが言う」とあったが，特に

採用したもめ。「魔物の雨」の意という。），OKKAK－

EAME　2750．43，　DAMASIAME　2741．46（「子ども

に対して使う」の注記。），HASIRIAME　7218．09，

7266．60，BOOZUHASIRAKASI　7471．38，　HAR－

YAAMI　O256．89（「走り雨の義」の注記。），　ITAZUR－

AAME3700・19，　TQoRIAME　4736・63，5793・74・

PEESYUGA　2095．60（『入重山語彙』に，　「ペー・

シュラ」の見出しで「二三。夕立。早く過ぎゆくものの

義《波照羽とある。），HAKOBIAME　6649．55（「夏，

降っては止み，降っては止みする」と注記。），TANP－

ARAAME　3702．24（「短腹雨の意」と注記。），　TOKI－

SAME　5671．94，　URINUAMI10247．31（「折々の雨

の義であろう」と注記。なお，この内容は〔wurinua－

m董〕であった。），UNNYUAMI　O237．84（内容は

〔w町ljmam了〕。「折々の雨の義」の注記。），　YUNU－

RYAAMI　2074．69（「夏の頃，ほぼ同じ時間にふる雨

と注記。なお，URINUAMI，　UNNYUAMI，

YUNURYAAMIなどはスコール的なものを指すの

かもしれない。），BARA　6446．43

YOOZU　7367。49，7368．32，　YOZU　7352．14（「晩の夕

立」7352．14の注記。『全国方言辞典』によれば「春の南

風」の意の「よ一ず」が西日本各地で使われ，また，143

図「たこ」では，中国西部にYOOZUがある。風の名

称とかかわり，本図にも現われるものであろう。な

お，259図「にじ」では，熊本南部にYUUZI，沖縄本

島にYOOZIが見られる。）

DASIARE　4694．95（「季節を問わず，突然に降る大雨」

の注記。「夕立」とはかなり性格の違うものか。なお，

『全国方言辞典』に「だしあれ一三か雨。長野県上水内

郡」とある。），OCIARE　4663．06，4675．45（『全国方言

辞典』にも「時ならぬ風雨。燦雨。佐渡」とある。），
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ARATEAME　3725．72，　ARASAME　2800。52，

4598．33，5507．20，ARASIAME　5612．22，　KASA－

YARI　O275．97（「傘を破るような雨の義」と注記。），

DOOCUK：IAME　6410．77（「胴突雨」の注。），　ZAR－

AK：U　4618．8700ZARAKU　4618．87（『全国方言辞

典』に「ざらく①大雨。暴風雨。新潟県蒲原地方。②夏

季の燦雨。千葉県東葛飾郡」とある。なお，同書「ざら

くく副〉①濫費のさま。rザラクに使う』常陸《常陸補

謝。②霧多のさま。rザラクにある』。同」なども関係

あるか。）

TENKIAME　4752。11，　HIDERIAME　3619．58（い

ずれも注記がなく，質問内容にあたる回答として報告

されたものである。TIDAAMI　1261．01，1261．16，

TIDAN’AMI　2072．20（いずれも前部分は「太陽」の意

である。251図「たいよう」を参照。），ITATNOSYU－

UGEN　7275．24，　AG正】AME　5657．73，　GAPPAA－

ME　7275．07（「河童雨の意」の注。），　HOKORIZI－

MESI　6649．13，　KIAWASIAM10257．12（「逆かわし

雨の意」の注。），KAZEGAASI　6649．55，　HEECI

6286．68，YAMA　8343．06，　CYUUCYAN，AMI－

HUI　1260．87，　MIAMI　O237．84（「新雨の義。新雨と

は梅雨が終ってから次にひでりが来て雨が降るので言

う」の注。），SYUUU　6479。95

00AME　3720．71，4637．20，4720．17，5626．99，

OAME　3609．47，00SAM：E　4618．87（これらは「夕

立」にあたる語ではないから採らないと注記した地点

もあるが，無注記のまま報告したものもあるので統一

的に一応全部採用しておいた。）

AMEKAZE　6481．15（「昔はヒドイ『雨風』ジャといっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　アメカゼ
て夕立とは言わなんだ」とあったものを，オオアメ，

アメなどと統一的に採用したもの。），AME　2782．16，

4644．10（「無回答」に含めてもよかったが，オオアメな

どに準ずる扱いをしておいた。）

無回答　青森に6地点，琉球に11地点と多く，そ

のほか，入丈，福岡7322．81にも。（琉球に特に多い

が，この地では「夕立」にぴったりする現象が少ないこ

とによるのかもしれない。青森西部の場合はどうなの

であろうか。なお，質問内容をより限定した調査，あ

るいは，今回の質問のままでも，その採用基準を厳し

くするならば，「無回答」の地点はかなり増えるであろ

う。）

以上のように，この図に現われる語形には，雨の種類に

255・256

関する種々の性格のものを含んでおり，それが，この図

の見出しの数が多くなった理由の一つである。『中国地

方五県言語地図』の「にわか雨」の解説でも述べられてい

るように，この種の語彙の調査が困難な所似でもある

が，一方，降雨時期，降雨状態などに関する各種の雨の

名称や，さらに，風，雪，嵐，雷，四四など種々の気

象現象の名称に関する綿密な調査をそれぞれの地域の地

勢・気象との関連に注意しつつ各地で行うことによっ

て，本図に現われる語種の性格がしだいに明らかになる

ことが期待される。

256．かみなり（雷）

　この図のサマ・サンなどの敬称語尾，および「こども

に対して使う」という注記のある場合に与えた補助符号

の扱いに関して，251図「たいよう」，252図「つき」と統

一的な処理が施してあり，その内容については，251図

および257図「敬称語尾の総合図」の解説を見てほしい。

また，この図は255図「ゆうだち」と密接な関係があり，

さらに一部には251図「たいよう」，252図「つき」とも共

通の語形が見られるが，それらの語形に関して，語形の

分類のしかた，符号の色・形を統一してある。

　この図は，地図下欄に示した質問文のように「雷が

鳴っている」という文脈での「雷」部分の名称を求めたも

のであり，ほかに，この図に関係をもつものとして，「雷

が落ちる」（項目番号123。その動詞部分については95図

が，助詞部分については98図が刊行ずみである）の項目

があるが，両項目を対照すると，「雷」部分の語形が一致

しない地点が多数見られたので，その場合には原則とし

て123の項目の回答もこの図に採用した。たとえば，

3733．88では，項目番号120の回答が〔kaminari〕，123

が〔orεsama　ot∫ida〕と〔raiwa　togeda〕との併用で

あったが，この図ではこれらをK：AMINARI，　ORE一、

SAMA，　RAIの3者併用として登載してあり，3765．74

では120が〔raisama〕，123が〔rεsama　odogεta〕．で

あったが，このような変種の違いについても，RAISA－

MA，　RESAMAの併用として両者を採用してある。

ただし1744．60などの120一〔kaminarisama〕，123一

〔kaminari　od5irul〕のように，123の項目にのみカミ

ナリの語形が見られる場合（両項目の差がこの種のもの

である地点はかなりあった）には，このカミナリを採用

しないことにした。これは，123が動詞部分に着目した
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調査項目であるため，この項目にのみ現われるカミナリ

の語形の中には，日常の話しことばの中で使うことがま

れである，すなわち120の項目で要求したものとは使用

場面・文体の異なるものが含まれている可能性が強いと

判断したためである。もっともこの原則を適用したのは

K：AMINARI（〔kaminari〕のほか〔kaminari〕〔kamい

narし〕などの音声変種を含む）の語形だけであって，

1（AMINARISAMA，　KAMINARISAN，　KANN－

ARIなどの語形はそれが123の項目にのみ現われた場

合にも，これを本図に採用してある。また，0789．95で

は，123の項目に〔kamillarh〕a　ot∫iru〕のほかに〔rai－

d5u・ni　sakareru〕という表現が見られ，同じ項目で，

5750．84では〔raisama1〕a　ot∫iru〕と〔raid5insamaηa

ira∫∫aru〕，5733．02では〔rε：samaηa　okkot∫iru〕と

〔rε嗜u司agikkε：te聡u〕であったが，これらの〔raid3w〕

〔rεΣ署u＝〕〔raid5in鰍ma〕をよ，文脈などから見て，雷の一

般称とはやや性格が異なると思われたので，これを本図

に採用しなかった。

　このように，作図にあたって，質問文の異なる123の

項目の回答をも採用した主な理由は，120と123との回

答の差の大部分は，音声や語形がゆれている場合に，そ

の一部分がたまたま120あるいは123の回答となって現

われているとみるべき地点が多いと判断したためである

が，しかし，中には，両項目間で「雷」部分の名称を意識

的に使い分けているケースもないわけではない。たとえ

ば6464．90では，120が〔kaminari〕と〔dondoro〕，123

が〔dondorogamiga　ot∫iru〕と〔dondorogalnega　o－

t∫iru〕であって，123の項目の注記に「落ちる時は〔do－

ndorogami，　dondorogame〕，落ちない時は〔dondo－

ro〕」とあった（本図ではKAMINARI，　DONDORO，

DONDOROGAMI，　DONDOROGAMEの4者併用
としてある）。これは，雷に強い畏怖．の念をおぼえた時に

は～カミと言うとの意味にも受け取れるが，このように，

120と123とを意識的・無意識的に言い換えるという地

点は（具体的な注記はなくとも）ほかにもありえよう。

　本図ではKAMINARIに対して〈併用処理の原則〉

を適用したが，この原則によって削除したものは全部で

94あった。なお，この原則を適用するにあたっては，

120の項目の注記（新・上・共・希）のみを対象とし，123の

注記は無視した。

　さて，本図の語形は，空を与えたカミナリ・ナルカミ

などの類，緑を与えたライの類，茶を与えたユウダチ類，

燈を与えたカンダチ類，赤を与えたドンドロ・ゴロゴロ

などの類，その他に大別できる。

　空の類は，動詞「鳴る」r鳴らす」およびそれと意味的に

関連のある「とよむ」にもとつく形を要素にもつ語形をま

とめた。その大半はカミナリ・ナルカミのようなカミ

（神）との複合形である。これらは北海道から琉球南端ま

での広い地域に分布するが，東北東半から関東にかけて

など，他の類が領域を占める地域では概して分布がまば

らである。この類の中ではKAMINARIの語形がもっ

とも多く，近畿から中国東部，四国，九州北部にかけて集

中し，東北ではカミナリにサマ・サンなどの敬称語尾が

付いた語形が比較的多いが，北海道はほぼKAMINA－

RIの占有地域と言える。「太陽」や「月」の項目に比べて

この項目では敬称語尾の付かないKAMINARIの語形

が多く，これはひとつには，これらの天体・自然現象に対

する敬意の差によるのかもしれないが，あるいは，．ヒ・

ツキのような音節数の少ない語形は敬称語尾などを付け

ることによって安定した表現とすることが多いという事

情があるかもしれない。あるいは，カミということば自

体が敬称であるためという見方もできようか。以下，ある

程度の分布領域をもつ語形（群）について見ると，KAN一

～・K：AM～・HAN～・HAM～のようにカミナリの

ミの部分の母音が脱落したもの（これらには，べた符号，

もしくはそれに準ずる符号を与えた）は全国各地に小領

域をもつが，とくに鹿児島から琉球にかけてはこの種の

語形で占められている。この，～N～，～M～の語形の

中には，榿を与えた類の中のKAN～の語形（この分布

については255図「ゆうだち」も見るべきである）や，後

に述べるカムナリなどを含めて，上代の文献に見られる

カミ（神）の交替形カム（神）と関係のあるものが含まれて

いる可能性もあるが，一方，中央から伝播したカム・カ

ンとは無関係に，各地で独自にカミナリ〉カンナリの変

化が起こる場合もあろう。

　なお，KAMNALI（〔kamnazi〕2150．07・2150．17，

〔kamnaもi〕2150．06，〔kamnaf〕2068．08をまとめたも

の），K：AMNYARI（内容は〔kam］1ari〕0256．76，　KAM－

NARESAA（内容は〔kamnaresa：〕8353．68）のような

～M～の語形は～N～の見出しに含めてもよかったが，

KAM（U）NA（A）RI（〔kamunari〕6591．57，659330，

7381，97，〔kamnari〕6296．27，7266．60，0256．08，0256．89，

〔kamna・ri〕0246．97，0257．43をまとめたもの），　KAM一

（U）NAR工SAN（〔kamunarisaN〕7372．03，7381．97，
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7382．58，7390．70，7392．33，8303．84，〔kamnarisaN〕

7371．93をまとめたもの），KAM（U）NA（A）R（U）

（〔kamuna℃u〕6286．68，〔kamllar〕6267．84，〔kamn・r〕

0257．12をまとめたもの），KAMUNARUSAN　7391．44

の中のカム～の語形との関連も考慮して，この～M～を

分出しておいた。

　KAMINAI（～），KANNAI（～），　H（W）ANNAI，

HANNYA（A）1，　HANMYAIのようにカミナリの

リ部分の子音が脱落している語形（それらには二等辺三

角形の符号を一与えた）は，九州南部から琉球にかけて集

中するほか，佐賀と長崎の五島さらに，京都6511．85，

新潟4678．71，山形4659．50にも見られる。このうち，

8333．03，9312．42のKIANNAIの内容は〔kannae〕で

あるが，これは付近に分布するKANNARE（～）の変

化形であろう。また，〔kaminaji〕6511．85，〔kamina－

ji蹴ma〕4678。71，　〔haj1」1aji〕〔haJユ31a＝ji〕いずれも

1213．76の〔ji〕も1に含めてあるが，この〔ji〕は〔ri〕と

〔i〕の中間的な発音であるかもしれない。

　正【ANNARI，且ANNAR（U），　H：AMMYAARI．

H（W）ANNAI，　HANNYA（A）1，　HAMMYAI，

HANNAMI（1），正【ANNAMMII，　HANNUMIの
ようなH～の語形（これらには半ぬきの符号を与えた）

はいずれも琉球に分布し，とくに沖縄本島の北部付近に

多い。KANNA（A）MI（1），GANNAMI，　HANNA－

MI（1），HANNAMMII，正【ANNUMIのような～MI一

（1）の語形も沖縄本島に集中する。

　そのほか，凡例の1（AMINARIからHANNUMI
までの語形の中で，多少ともまとまった領域をもつ語形

を記しておこう。

　OKAMINARI（～），　OK：ANNARI（～）　山形南部

　と山梨などにまとまりが見られる。

　KAMINARE，　K：ANNARE（～），KAMNARE～，

　KANDARE富山から石川にかけてと宮崎南部から

　鹿児島にかけて多く，そのほか，兵庫6449．19と宮崎

　北部7375．96にも。なおKANDAREは鹿児島の
　8312675，　8351．65存こ。

　KANNAT，　KANNASSAN，　KANNADDON
　のような促音形は長崎の五島に集中。なお，KAMI－

　NATは熊本7362。67，7383．83に，　KAMINASSA－

　Nは長崎7289。31にゴKAMINASSAMAは茨城
　5732．73，5742．32，長崎7259．98，宮崎8325．03に見ら

　れる。　　　　　　　　　　　　　、
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　KANNAN（～）熊本の天草に集中するほか長崎の

　五島，沖縄本島南部にも野地点ずつ見られ，さらに，

　熊本北部7361．17にも。これと近い関係にある語形

　としてはKANRANSAMA　7347．93，　GANNAN

　1251．98，KANNONSAMA　8300．80がある。

　KANNASAMA　千葉北部の3地点に。　KANN－

　ASAA　鹿児島8331．12に。これらのKANNAは

　いずれ．も隣接するKANNARIまたはKANNAI
　の末尾音節が脱落したものであろう。

　凡例のNARIKAMIからNAIKANGANASIま
では要素の結合順序が「神門」の逆「鳴神」の語形である

（これらには大符号を与えた）。これらは興国西部から四

国の一部にかけて集中するほか青森の下北半島，秋田北

部，佐賀，宮崎北部付近にもまとまりがあり，さらに，

石川4588．98，5555．09，長崎の五島7246．45，奄美の徳

之島0265．96にも見られる。これらは分布から見て上代

の文献に見られるナルカミの残存である蓋然性が高く，

カミナリ類が広がる以前にナルカミ類がほぼ全国を覆っ

ていた時代があるのではないかと思われるが，カ．ミナリ

の語形もかなり古い時代からナルカミと共存しつつ全国

に広がり，しだいにカミナリの方が優性になってナルカ

ミが衰退していったと考えたほうがよいかもしれない。

ナリカミという語形については各地で独自にカミナリの

転倒によって生ずる可能性もあるが，しかし，この図で

NARIKAMI（～）が分布する地域の周辺には概して

NARUKAMI（～）の語形が見られるから，　NARII（A－

MI（～）はNARUKAMI（～）からの変化形と考えたほ

うがよさそうである。その場合ナルカミ〉ナリカミ〉カ

ミナリという変化と，「神鳴る」などの表現からカミナリ

が生まれ，そのカミナリに牽かれてナルカミがナリカミ

に変化するケースの両方の可能性が考えられる。なお

r時代別国語大門典上代編』によれば，万葉集などに見ら

れるナルカミは「ナルという語が上の語句を叙述する役

を持っていて，ナルとカミが十分習合していない例も多

い」という。カミナリの古い例としてはr和名抄』に「加美

奈三門豆保」（雷の壼），『枕草子』に「神のいたう鳴るをり

に，雷なりのちん（陣）こそいみじうおそろしけれ」，

『狭衣物語』に「神なり」の例が見られる（『日本国語大辞

典』による）。

　NARAK：AMI（～）およびその変化形とも考えられる

NAAKAMIは，佐賀に集中するほか，中国のナルカ

ミ類の領域内6348．63，6413．29，6423．23，6452．83にも
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点在する。ナラカミは，一見四段動詞の未然形に名詞が　　出藍辞典』によれば，「しんどうらいでん（震動雷電）」と

付いた形であるかのごとく見える点に特色があるが，こ　　いう語（これは「地震と地鳴りと雷と稲妻とが同時に起つ

のような語構成の背景については，他動詞r鳴らす」や四　　たような騒々しさになること」であるという）が浄瑠璃に

段動詞ハル（墾）と同源と言われるバラ（原・腹）の存在（類　　　あり，興味深い。

例として，もぐる一もぐら〔土龍D，つく傑》一一一つか　　　緑の類のうち，本州の東部に分布するものはRAI一

《繍，なう《翻　　なわ〔縄》などが思いあたる）などと　　SAMA，　RESAMA，　ORESAMA，　REESAMA，

の関連について考慮すべきであろう。ほかにナラカミと　　OREESAMAなどのように敬称語尾を伴った語形が

の関連が考えられる語形には，6423。23にKAMINAA　　多く，RAIなどは西日本に分布するものを含めて大部分

がNAAKAMIとの併用で，また，隠岐5471．59に　　が併用として現われる。このことは本州東部のライ類は

KANNARAがある。なお，　NAAKAMIとK：AM一　大部分が話しことばとして定着しているが，西日本のも

INAAについては，それぞれNARIKAMI，　KAMI一　　のは（東日本のRAIも含めて）文章語的性格が強いこと

NARIのRが脱落した形から生じたものである可能　　を意味するものかもしれない。現在ライ類が占めている

性もある（AIがAAになる地域については37図「あま　　本州東部にも，かつては空のカミナリ・ナルカミ類が済

い」などが参考になる）。　　　　　　　　　　　　　　　　卸していたかもしれないが，あるいは255図「ゆうだち」

　NARIKAME，　NARUKAMEのように～KAME　　の解説や本図の解説の後の方でも述べてあるように，こ

の語形は，島根西部，広島西部から山口にかけて見ら　　の地域にはかつて「雷雨」ないし「雷鳴」を意味するカンダ

れ，また，K：AMENARIは香川6485．30と同小豆島　　チ類が広く分布しており，「雷鳴」ないし「雷」の特称とし

6476・17にある。そのほか，赤の類の中でDONDORO一　　て，より限定された意味をもつナルカミ・カミナリ類は

GAMEが岡山6464．90と広島6462．59に見られ，紺の　　この地域に及んでいなかったために，ライ類が広がりや

類の中でHATAGAMEが京都北部から福井西部にか　　すかったとも考えられるが，あるいは現在ライ類が分布

けて集中する。カミがカメとなる理由はよくわからない　　する地域にかつてはカミナリ類があって，カンダチ

が，『綜合日本民俗語彙』によると神の乗用の亀が石と化　　夕立，カミナリー雷であったが，夕立と雷とをより明

したという亀石の伝説が各地にあり，また落雷した大石　　瞭な形で区別するために雷はライ類にとりかえたのかも

を山石と呼ぶ例も多いので，このカメは，あるいは亀と　　しれない。

関係があるかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　　緑の類のうち，東北から関東の茨城にかけてのものに

　NARIは兵庫6408．15（注によれば「ナリガナル」のよ　　はRESAMA，　ORESAMA，　REESAMA，　ORE一

うに用いるという）に，ONARIは高知の6地点に，　　ESAMAなど（～）RE（E）～の語形が多いが，この分

NARASIは秋田3639・49・3732・73・NARASARIは　　布は・28図「あかい」における～E（E）の分布とほげ一致

青森2772・74に見られる。NARASARIは尊敬表現ナ　　する。なお，見出しのRE（E）部分の内容は大部分が

ラサル（〈ナラシアル）の名詞化したものであろう。　　　　〔rε（：）〕または〔r乙e（＝）〕であるが，ほかに少数の〔re（：）〕

　KANTUMEEからKANTUYANまでは後部分　　　〔r曾＝〕を含み，また，〔rε紀〕〔raea〕などもREEに含め

が動詞トヨムに由来すると考えられる語形である。これ　　た。またRAIには，〔rai〕のほか，〔rai〕〔raし〕〔rae〕

らは琉球の宮古に集中するほか入重山の波照間2095．60　　〔rae〕〔r記e〕などを含めた。

にもKIANTUMEEが見られる。この～MEEは沖　　　DAIお‡ぴHIKODAIはDAIをRAIの変化形と
縄本島に分布する敬称語尾のMEEとは無関係と認め　　考えて緑の類に含めたが，　IIIKODAIの場合は付近に

て257図「敬称語尾の総合図」では扱わなかった。　　　　　緑の類が分布しない点に難がある。このHIKODAIに

　緑の類は漢語「雷」に由来すると判断した語形をまとめ　　ついては，太陽を意味するピコ（「日子」→「彦」に由来する

た。これらは関東から東北にかけての主として太平洋側　　といわれ，251図「たいよう」にはこの種の語形は現われ

寄りの地域に集中し，ほかに北海道にRAISAMA，岐　　ていないが，『全国方言辞典』によれば伊豆大島にヒゴー

阜，福岡・熊本にRAI，熊本7373．56にDAI，大阪　　サマがあり，『近世上方言語辞典』によれぽ『鬼一法眼三

6571・15にHIK：ODAI，伊豆の三宅島にSINDOORAI　　略』享保16軒こ見られるヒコサもこの意味の語かという），

とKAMINARISINDOORAIカミ見られる。　r日本国　　夏雲を意味するヒコタロオ（r物類称呼』所載。．九州で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　256
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用い，当地の彦山に由来するという），甑の一種であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こしき
るヒコまたはヒコダイ（『綜合日本民俗語彙』によれば新

潟で用いられる），「彦山」「南島」「彦根」などの地名は「甑」

と由来するとの説（鏡味完二『日本の地名』），あるいは，

「光る」のヒカなどとの関連について検討したい。

　秋田北部の4地点に見られるRANPUは外来語のラ

ンプ（洋澄）との関連も考えられるが，一方，分布および

語頭音の類似からライ類とのつながりも考慮して，紺を

与えたまま，見出しの位置を緑の類の次に置いた。なお

3722．90の注によれぽ〔rampua　odo9記r醐（雷カミ落ち

る）のよう・に用いるという。

　茶の類は「夕立」にもとつく語形を，榿の類は「神立」に

由来する語形をまとめた。これらは255図「ゆうだち」の

方により多く見られる語形であり，いわば255図に分布

するものの一部が本図に現われているとも言える。これ

については，本来は雷雨の名称であったユウダチ・カン

ダチが一部の地域で意味・用法を広げたために現在の分

布を示すに至ったという見方も可能であるが，あるいは，

ユウダチ・カンダチは雷雨から雷鳴（ないし電光）までを

含む比較的広い意味・用法を有していたもので，後に雷

鳴（ないし電光）の特称としてのナルカミ・カミナリ類あ

るいはライ類が進出してくるにつれて多くの地域では雷

雨と雷鳴とを区別して呼ぶようになったが，一部の地域

では両者を区別しない古来の用法を保存しているとみた

ほうがよいかもしれない。そのほか，ユウダチ・カンダ

チは本来は雷鳴（ないし電光）現象をもっぱら指したもの

（すなわち，ナルカミ・カミナリ類などと同じ性格のも

の）であって，その後夕立（雷雨）の方に意味がずれていっ

たという見方についても検討してみる必要はあろう。な

お，255図と本図とを対照すればわかるように，夕立と

雷とをまったく区別しない地点はそれほど多くはなく，

実際には，カンダチアメ（夕立）一カンダチ（雷），ユウダ

チサメ（夕立）一ユウダチ（雷），ユウダチ（夕立）一ユウダ

チサマ・ユウダッツァマ（雷），ユウダチサメ（夕立）一ユ

ウダッツァマ（雷）などのように夕立にアメ（サメ）を，雷

に敬称語尾を付けるなどして両者を区別する地点が多

い。ただし兵庫一帯では両者を区別せずYOODACI，

YODACIと呼ぶ地点が多く，具体的には「雷」（あるい

は「雷が落ちる」）の項目で「ヨオダチガナル」「ヨオダチガ

オチル」のように表現すると答えたものが多い。

　なお，見出しのKANDACI部分の内容には，〔k訊n－

dat∫i〕などのほか，〔kadatsi〕〔kadadz℃〔kalldadガ〕
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など鼻音化，有声化のあるものを含む。OKANDACI，

OK：ADACI部分にも〔ogadadz薗〕〔ogadad瑚のよう

なK：A部分が有声化したものを含めてある。

　OSIGURE，　SIGURESAMAはともに茨城南端
5782．79にある。これは225図「ゆうだち」の一部が本図

に現われているという点で茶や榿の類と性格が似ている

ので凡例の位置を榿の類の次に置いた。この語形が本図

に現われるのは1地点だけであり，たまたまこの地点の

話者がシグレの意味を拡大しているという，いわば孤例

的なものかもしれない。しかし，その背景には隣接地域

に分布するカンダチ（この語形の分布領域はかつては

もっと広かったであろう）が雷雨から雷鳴までの広い意

味を有する（あるいは有した）という事情があろう。

　赤の類はドロドロ・ゴロゴロなど擬音語にもとつく語

形をまとめた。』これらは北海道から奄美までの広い地域

に分布するが，東北の日本海岸，関東の中・北西部，中

国の中央部，九州の北西部などに比較的多く，逆に，こ

の類がまったく分布しない地域もある。この類はドンド

ロなどD～の語形（それらには原則としてくさび形の符

号を与えた）とゴロゴロなどG～の語形（それらには原

則としていちょう形の符号を与えた）とに大別されるが，

前者は大部分が中国中央部に集中し後者は東日本全域と

西日本の岡山以東の地域および九州などに分布するとい

うふうに，比較的明瞭な地域性が認められる。また，

G～の語形の多くは併用として現われ，しかも「こども

に対して使う」の注記のあるものが多いが，これに対し

てD～の語形は単用の地点も多く，「こどもに対して使

う」の注記のあるものは少ない。すなわちゴロゴロ類と

ドンドロ類とは使用場面・使用対象が異なり，前者は幼

児語的であり後者は雷の一般称としての性格を有すると

いえる。D～の語形のうち鳥取付近に分布するものはド

ンドロケが中心である。鹿児島8330。58のDOROMET，

DOROMEDDONの～METの部分は258図「いな
ずま」で九州南部に点在するHIKAMEKIなどの

～MEKIと関係があると思われるが，これについては

258図の解説を見てほしい。なお，北海道1719・38にも

DONDOROSANが見られるが，この地点の被調査者

の両親は愛媛県宇摩郡の出身である。

　この図に関連する項目として項目番号121「〔カミナ

リ〕の音をまねて言うとき，どう言い表わしますか」があ

るが，結果は全国の大部分がゴロゴロであったので，こ

の項目の地図化は割愛した。121の回答がド官ドロなど



〔d～〕の地点は，主として本図でD～の語形が分布する

地域のごく一部に見られるにすぎない。

　紺を与えた語形のうち凡例のKAMIからK：AMS－

AMAまでは「神」を単独で，あるいはそれに敬称語尾

を付けて雷の名称とするものである。KAMIは富山か

ら石川・福井にかけての4地点5557．42，5566．35，5566，95，

5576・96と大分7368．32に，KAMISANは大分7368．32

に，KAMISAMAは青森2791．80，3609。47，宮崎

7394．14，熊本8303．13に，K：AMIDONは宮崎7394．85

に，KAMUは富山5557．42に，　KAMSAMA（内容は

〔ka甲sama〕は大分7356・98に，それぞれ見られる。こ

れらは具体的表現としては文献に例があるように「カミ

（ガ）ナル」のように用いるものと思われ，ナルカミ・カ

ミナリなどの語形を生む母体とも言うべきものである

が，現在各地に分布するこの種の語形のすべてがそのよ

うな古形の残存とは必ずしも言えないであろう。ナルカ

ミ・カミナリのカミを「神」と意識するならば，それらの

語形を母体としてカミ（が鳴る）という表現が生まれうる

からである。

　HATAGAMIからHATAME　までの語形は京都

北部から福井にかけて集中し，またNARIHATAが

愛媛7400．11にある。柳田国男は『方言覚書』の中で「丹

波にはたしかハタガメの方言がある。ハタタ神の名残り

であって古いと思ふ。秋田の海濱地方で層層の鳴る頃に

捕られる魚をハタハタといふのも雷から出て居ると思は

れる」と記している。

　NONOSAMAからTO（0）TOKOSAMAまでは
主として251図「たいよう」や252図「づき」に現われる語

形である。ただしTO（0）TOSAMA，　TO（0）TOK：0－

SAMAはこの図に最も多く，青森南西部から岩手北部

にかけて集中する。これらの語形については251図の解

説も見てほしい。なお，TO（0）TOSAMAは〔todo－

sama〕と〔to：dosama〕を，　TO（0）TOK：OSAMAは

〔to：tokosama〕〔tαdokosama〕〔todogosama〕をまと

めたものである。

　INAZUMAは北海道2734．05に，　INAZUMASA－

MAは岩手3753．88にJNABII（AHは岐阜6517．70，

6610・00に，HIKARIMONは福岡7352．14に見られ

る。258図「いなずま」と対照するとわかるようにこれら

の地点では「稲妻」と「雷」とを同一表現で呼ぶ場合があ

り，これは258図にKAMINARI，　RAIなどの語形

が見られることと並行する現象である。6517．70では258

図がYUUDACIであり，この地域では「夕立」「雷」

「稲妻」の表現をめぐる特別の事情があるらしい。なお

3753．88は本図がINAZUMASAMA，258図がENA－

ZUMASAMA他であるが，本図の具体的内容は〔ena－

dzumasama〕であり，これは両目の分類の差によるも

のである。　　　1

　以上に触れたもののほか，紺を与えた語形としては

K：AMBARA　5566．51，　NEKO　6349．09，　TENGORO－

OZYA　O247．31，　HESONUKI　4710．18（これの具体的

内容は〔Φ僻sonugし〕である），　ERIKI　4771．92，5559．51

（このうち，4771．92の内容は〔er1gi〕）がある。このうち

NEKOには〈今は言わない〉，　TENGOROOZYA
ひこはく古〉の注記があった。ERIK：1は2地点とも123

の項目（雷が落ちる）から採ったものであり，具体的には

123の項目で4771．92は〔grigi　kagar菰〕，5559．51き象

〔erikiηa　ot∫iru〕と報告されたものである。

257・敬称語尾（さん・さまなど）一思

　　　251（太陽）・252（月）・256（雷）

　　　図の総合図

　　　251図「たいよう（太陽）」，252図「つき（月）」，256図

　　「かみなり（雷）」の二目に多く現われる「サマ」「サン」など

　　の敬称語尾をとり出して，その分布を総合図として示し

　　たものである。「オ」などの敬称接頭辞や「ノンノンサマ」

　　「アアトオサマ」などの敬意表現を含め，これらの項目に

　　敬意要素が多く見られるのは，天体，自然現象を崇拝，

　　畏敬の対象とする伝統的意識にも．とつくものと思われ

　　る。なお，本図の分布は，あくまでも上記の3図に現わ

　　れる敬称語尾の分布であって，たとえぼ人名や人称代名

　　詞に付いた場合などを含めた，敬称語尾全般の分布と一

　　致するとは限らないという点に注意しなければならな

　　い。

　　　本図に見られる見出し語形のうち，特殊な内容を含む

　　ものについて説明しておこう。なお，見出し語形のまと

　　めかたは，251図・252図・256図および本図を通じ：て

　　統一してある。

　　　SAMAには〔sama〕のほか，〔∫ama〕と〔sa・ma〕とを

　　含めた。〔∫ama〕は「太陽」の項目にのみ現われ，岩手東

　　部の計18地点（3724．96，3725。77，3726．25，3736．03，

　　3767。18，　3775。11，　3776。97，　3777．32，　3P777．48，　3777．86，

　　3785．68，　3787．50，　3795．19，　3795．86，　3796．06，　3796護8，
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3796．95，4704．96）に集中的に分布し，〔sa・ma〕は3747．91

に見られる。以下特殊な内容を含むものは次のとおり。

　CAM：A　　〔七s煎ma〕4721。36を含む。

　SAN　　　〔∫aN〕7381。38（具体的には〔mama∫aN〕

　　　　　　　〈月〉）を含む。

　SAA　　　〔sa1〕のほか，〔sa鳶a〕7248．15を含む。

　SAA　　　内容はすべて〔sa＝〕。

　RA　　　　内容は〔ha〕。

　GANASI　〔gana∫i〕のほか，　〔gaRasi〕0276．50，

　　　　　　　2067．52，　2068．08，　　〔gana七∫i〕2072．20，

　　　　　　　〔ηanat∫i〕2072．20を含む。

　MEE　　　〔mel〕のほか〔mε：〕1271．20，〔m3：〕

　　　　　　　1260．87を含む。

　なお，251図・252図・256図で琉球に分布する語の

中には，本図で採りあげたもののほかにも，敬称語尾を

含むのではないかと疑われるものもあるが，確実でない

ものは，本図で扱わないことにした。この点については

各図の解説を参照されたい。

　次に，符号の与えかたについて説明しよう。本図は，

それぞれの地点で，どの見出し語形がどの図に現われる

かを示したものであり，その見出し語形の前部分がどん

な語形であるかを知るためには，251・252・256の各回

と対照しなけれぼならない。たとえば，6446．69では251

図がOHIISAMAとTAIYOOの併用，252図が
OCUKISANφ256図がKAMINARISANとYUU－
DACIの併用であるが，この場合，本図では，　SAMA

（251）・SAN（252・256）・敬称語尾なし（251・256）の3

者併用として示してある。

　符号を与えるにあたって，それぞれの地域にどの敬称

語尾（「敬称語尾なし」を含む）が現われるかという点がま

ず読みとれるよう配慮し，その敬称語尾がどの図のもの

であるかという点については二次的に扱った。そのた

め，まず，それぞれの見出し語形に類似の形の符号を与

え，それがどの図に現われるかという点については，符

号の濃度（半ぬき・ぬき・べた）や符号の向きなどで区別

して示すことにした。

　次に，それぞれの見出し語形についてその分布の概略

を述べ，少数地点にしか見られない語形については，そ

の地点を記しておこう。

　全国を見渡して最も目だつのは，SAMAとSAN

との地域差であろう。大ざっぱに言えば，SAMAは本

州の東半のほか中国西部から九州北部にかけて多く見ら

　257　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21一

れ，SANは近畿から中国・四国にかけての地域と九州

中央部に独自の領域をもつほか，山梨，静岡東部などに

も，ややまとまった領域が見られる。西日本のSAN

は，岡山，愛媛西部，高知の一部，山口西部から福岡北

部にかけて，島根・広島・山口の県境付近，近畿と中

部・北陸の県境付近などでSAMAと併存しているほ

かは，おおむねその地域を独占しており，これに対し

て，東日本では，SAMAとSANとの併存地域が比

較的多いものの，青森，山形・福島。茨城・埼玉・千

葉・東京などでは，大部分がSAMAであり，　SAN

はまったくないか，あっても少数である。

　SANはSAMAの変化形で，　SAMAより後に生

まれた語形であろうから，SANが国の中央に分布し，

SAMAがその両側に見られるという本図の分布傾向

は，SAMAとSANとの歴史的関係を裏付けるもの

とも言える。ただし，先に述べたように，入名などに付

くSAMA，　SANの分布が，本図の分布と一致すると

は限らないし（おそらく，敬意度の違いや場面差・用法

差などを伴いつつ，SAMAもSANもほぼ全国で使

用されているのではないか），また，敬称めサマと語源

が同じと言われる，方向をあらわす格助詞のサンやサの

分布との関連も考慮する必要があろうから，本図の分布

だけからSAMAとSANとの歴史的関係を判断する

ことは危険である。もし，SAMAとSANとの分布

に関して他に十分な資料が得られるなら，た：とえぼ，

SAMAの後を追ってSANも全国に広がったが，東

北の大部分や九州の一部などではSANが別の意味・

用法に分化し，本図には現われないという見方も可能に

なるかもしれない。また，中央から伝播したSANと

は直接関係をもたず，地方で独自にSAMAがSAN

に変化することもありうる。

　HAMA，　HAN，　HAのようなH～の語形は，西

日本の一部にややまとまりが見られるほか，各地に点在

する。このうちではHANが多く，　HAMAは岩手

4705．53に，HAは福島4773．26に1地点ずつ見られる

だけである。HANは兵庫と香川に比較的多く，その

ほか，山形4619．63，福島4773．15，富山5538．49，5539．43，

5547．96，福井5576．60，奈良6563．84，6572．29，和歌山

7500．66，愛媛7402．47，熊本7372．96の各地に点在す

る。このうち，兵庫のものはTENTO且ANまたは

OTENTOHAN（いずれも太陽）であり，香川のものは

大部分がDONDOROHAN（雷）であった。ハンの本場



と思われる京都・大阪にまったく見られないのは意外で

あるが，これは，文体差・用法差によるものであろう。

なお，東北のものは「ソーダ（然りの意）」をホダ・ホンダ

と言うようなs＞hの現象のひとつとして現われるも

のであろう。

　次に，CAMA，　CAN，　TANの3語形について述

べる。CAMAは本州中央部の長野。岐阜付近（隣接す

る新潟・群馬，愛知にも）に集中するほか，山形の数地

点および岩手3736．58，3745．62と宮城4714．22に見られ

る。CANは兵庫に集中するほか，山形4720．17，長野

5633．45，愛知6547．09，6548．02，6548．82，島根6430．26

に見られる。TANは大阪6542．71と兵庫6449．84の計

2地点にある。CAMA，　CAN，　TANは，251図・

252図・256図の凡例を見ればわかるように，前部分と

の結合部分が，KONNICCAMA，　KONNICCAN，

KONNITTAN（以上，太陽），　ATOCCAMA（月），

YUUDACCAMA，　IDACCAMA，　YOODACCA－
N，K：ANDACCAMA，　KADACCAMA（以上，雷）

などのように，すべて促音の～CC～，～TT～である

ことが注目される。これに対して，SAMA，　SAA，

SAA，　SANについては，その結合部分が0且ISA－

MAのような非促音の場合と，　OHISSAMAのよう

に促音．の場合との両方がある。そして，～CC～，

～TT～，～SS～の3種の促音形についてその前部分の

語形が何であるかを見ると，～CC～，～TT～の場合

は，コンニチ，ユウダチ，カンダチ，アトのように，末

尾音節が「チ」または「ト」の語形であり，これに対して

～SS～の場合は，「ヒ」（OHISSAMA，　OSSAMAな

ど），；一ッキ」（OCUSSAMA，　OCUSSAA，　OSSAMA

など），「カミナリ」（KAMINASSAMA，　KAMINA－

SSAN，　K：ANNASSANなど）のように，末尾音節が

「ヒ」「キ」「リ」の語形が多いという傾向が見られる（「太

陽」のOKONNISSAMA，「雷」のYUUDASSAN，

YODASSAMAは例外）。このことから，～CC～，

～TT～の促音語尾は，その前部分の末尾音節の性質に

ひかれて現われるもので，～SS～の一種の音声変種と

も考えられよう（東京方言のオトッツァンやゴッツォオ

サンなどの〔～tts～〕も同様の事情によるものであろ

う。）

　CYAMAは5683．61に見られるのみであり，具体的

語形は256図「かみなり」のOK：ANDACCYAMAで

ある。CYANは5655．41にNONNOCYAN（月）が，

一一
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6411．33にK：ONNICCYAN（太陽），6561。49にMAN－

MANCYAN（太陽・月），7312．11にMANMANCY－

AN（月）がそれぞれ見られる。このうち，　NONNOCY－

ANとMANMANCYANには，いずれにもく子ども
に対して使う〉と注記されているが，OKANDACCY－

AMAと1（ONNICCYANには，この注記はない。後

の2者の～CCYA～は，先に述べた～CCAMA，～C－

CANの場合と同様に，前部分の末尾音節〔七∫i〕にひか

れて現われたものかもしれない。

　SAAは長崎7248．15と鹿児島8341．12に見られ，　SAA

は鹿児島に集中する。これらは，分布から見て，ASN

の転じたものではなく，SAMAからの変化形と考えた

い。

　DONOおよびDONは，九州南部，とくに鹿児島に

集中し，やや離れて長崎の五島にも見られる。ただし大

部分がDONであり，　DONOは宮崎の7395．25に見ら

れるだけである。飯島の2地点に見られるDONSAMA

は珍しい表現だが，その具体的語形はいずれもHIDO－

NSAMAであり，これは，　HIDONが多用された結

果，DONを敬意表現とする意識が薄れ，そのため新た

に敬称SAMAを付けたものであろう。

　GANASIおよびMEEは琉球に見られる。『沖縄

語辞典』には，「？aziganasii（按司様），？usjuganasii

（国王様），’Wa？UjaganaSii（わが親御様）」「？ajaamee

（奥様），’jacimee（ぼっちゃま）」などの例が引かれてい

る。ただし，本図では沖縄本島にGANASIが見られ

ない。MEEは252図「つき」のみに，　ATTOOMEE，

TOOTOOMEEとして現われる。
　「敬称語尾なし」は全国に万遍なく見られるが，東北で

は分布がまばらな地域が目だつ。これに対して，琉球で

は分布がとくに密であり，しかも，3図ともに敬称語尾

のない地点が大部分である。敬意表現が発達していると

いわれる琉球で，「太陽」「月」「雷」の敬称に関して本土と

対立する傾向を示すのは，何か特別な事情があるのかも

しれない。

　全国的に見て，「敬称語尾なし」のうち，256図「かみな

り」にだけ敬称のない地点が最も多いが，これは，256図

で広く分布するカミナリ類の中に，K：AMINARI，　KA－

NNARIなど，敬称のない語形が多いことによるとこ

ろが大きい。東北地方に「敬称語尾なし」が少ないのも，

526図で，この地域にライサマ・オライサマ・ゴロゴロ

サマなどカミナリ類以外の語形が多いことと関係があ
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る。近畿から中国にかけて，さらに四国の一部などでは，

SAN（251・252）と「敬称語尾なし」（256）との併用地

点が著しく多く，岐阜北部から富山・石川にかけての地

域や山口などでは，SAMA（251・252）と「敬称語尾なし」

（256）との併用地点が目だつ。

　以上，それぞれの見出し語形についてその分布の概略

を述べた。このほかにも，各種の敬称語尾（「敬称語尾な

し」を含む）の．ｪ布，あるいはそれらの組み合わせのパタ

ーンに一定の地域性が認められるものがあるが，この点

については，各図を対照し，敬称語尾の種類とその前部

分にあたる語形との関連を比較考察するなど，一層の検

討が必要である。なお，本図では敬称接頭辞「オ」はとり

あげていないが，これについても本図と同様の総合図を

作成してみれば，項目間，あるいは語形間の敬意表現の

違いを，さらに明らかにすることができよう。

258．いなずま（稲妻・電光）

　調査票に「雷鳴を伴わないものについても答えた場合

は注記」と指定したので，この種の注のある語形が多

かった。そこで無音電であることを明記してある語形に

はぬき符号を与えて，そのほかの語形との区別を地図に

反映させた。たとえば，凡例の最初にINAZUMAの

見出しが2度現われるが，このうち，ぬき符号を与えた

もの（見出し語形の右肩に＊のあるもの）には，この注記

があることを示す。ただし，「雷鳴の有無にかかわらず

使う」と答えたものや，無音電を指している可能性もあ

るがそれと明記していないもの（「稲の穂の出る頃に光る

もの」「秋の夜に遠方で光るもの」「秋光るもの」「夜光るも

の」「遠方のもの」「雨を伴わないもの」など）は，本図で無

音電として扱っていないので注意してほしい。言いかえ

れば，見出し語形の右肩に＊印のないものは，「注記のまっ

たくないもの」「雷鳴を伴うものと明記してあるもの」「注

記はあるが雷鳴の有無には触れていないもの」の3種類

のものを含むことになる。なお，上の例のような，無音

電に準ずる注記は，全国で計30例弱あった。その具体

的内容を知るためには『日本言語地図資料』を見なけれぼ

ならない。

　また，この項目では，ヒカル，ヒカッタ，ヒカラシタ

など動詞形のみを回答した地点がかなりあり，名詞形と

動詞形の両方を答え，「古くは動詞形しかなかった」と注

記した地点も多かった。この項目は「稲妻」にあたる名詞
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形を求めたものであり，このような動詞形は本来ならぼ

「無回答」ないし「その他」の中に含めるべきものである

が，その分布には地域性があり，また，ヒカリ，ヒカリ

モンなどの名詞形の分布とも関連するところがあるの

で，本図ではこれらの動詞形にも符号を与えて地図に登

載することにした。ただし，「イナビカリガヒカル」など

はその名詞部分イナピカリのみを採用してある。

　本図ではイナズマとイナピカリのいずれを標準語形と

認めるか決めがたいのでく併用処理〉は行っていない。

なお，「新」「上」「共」「希」の注記のあったものはイナズマ

類，イナピカリ類，ともに，それぞれ50個強ずつであっ

た。

　凡例のINAZUMAからHINABIKARIまでは，
イネ（稲）およびその変化形を要索にもつ語形，さらにイ

ナズマのイネまたはツマと意味的につながりをもつ語形

を並べた。このうち全国に広く分布するイナズマ類とイ

ナピカリ類にはそれぞれ赤と空を与え，その他のイネ～

などの類には紺を与えて，凡例の位置を赤の類と空の類

の間に置いた。

　赤のイナズマ類と空のイナピカリ類とは分布が錯綜し

ている地域も多いが，イナズマ類は国の東西に分かれて

分布する傾向があり，これに対してイナピカリ類は近畿

を中心に東西に勢力を伸ばしつつあるようにも見える。

この分布はイナズマがイナピカリよりも古いことを示す

ようにも思われるが，鹿児島や琉球の一部など赤の類の

外側にも空の類が見られること，全国的に見て両類の地

域差は必ずしも明瞭ではないこと，などから断定はでき

ない。イナズマ類，イナピカリ類が各地で独自に発生す

る可能性をふまえて，なお検討すべきであろう，イナズ

マよりもイナピカリの方が独自発生の可能性が強いので

はあるまいか。文献例としては『時代別国語大辞典上代編』

によると，r金光明最勝王経音義』に「解歴」の訓としてイ

ナピカリ，『和名抄』に「電」の訓としてイナピカリ・イナ

ツルビ・イナヅマが見られ，『和名抄』には「電之光也」と

ある。

　イナズマ（いなづま）は「稲の配偶者」の意であって，こ

の命名は農民などの間で稲妻によって稲が実る（受胎す

る）と信じられていたことによると言われる。INAO－

TOKO　556牝46，　INENTONOZO8352．40，　WASE－

NTONOZYO　8314．52，　YUMENTONOZO8342．35，

TANAGOTEDON　8300．80，　INEHARAHASE
4701．73，INACURUBI　5472．91の表現も，稲妻に対す
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るこのような観念を背景にして生まれたものと言えよ

う。TANAGOTEDONは「田の御亭主殿」の意と思わ

れる。INENOOBASAN6456．73のように電光を女性

とも見ているらしいものとしては，5651．95のINAZU－

MAの注記に「稲にチチをくれるため光ると言われる」

とあり，また，4696．82の注記には「〔enabikari〕が父，

〔enazuma〕が母で光り方もやさしいという」などがあ

る。なお，INEHARAMASEの内容は〔mehara－
maΦβe〕であって，注記に「稲孕ませの意」とあったもの

である。

　このようにイナズマ，イナピカリの表現は日本の稲作

文化の発達と密接な関係があって，稲作が普及する以前

には電光現象に対して特に注目することなく，したがっ

てそれに対する名称も発達していなかったとも考えられ

る。この項目に，ヒカリ，ヒカリモン，ホデリ，あるい

はヒカル，ホテルのような，電光の特称とは言えない漠

然とした表現が多いという事実もこのような歴史的・文

化的背景と関連させて考えるべきであろう。なお，村山

七郎はイナピカリ，イナツルビ，イナヅマのイナは「光」

を意味する南島諸語に由来するとし，「イナ・ツルビは稲

と関係があるように考えられてきたが，むしろ逆に夏の

植物であるイネは「日光」にちなんで名付けられた植物名

ではあるまいか」と述べている（国語学82「しなてる・て

るしの考」）が，仮にイネの語源を「光」を意味する語と結

びつけうるとしても，イナピカリ，イナズマ，イナツル

ビなどの語が生まれる時点では，そのような語源意識は

薄らいでいたかもしれない。

　「雷鳴を伴わない」という注記のある語形はイナズマ類

とイナピカリ類とに比較的多く見られるが，全体として

それほど多くはない。この種の注記のある語形は，併用

が多く現われる地域の中で，山形・新潟・長野・静岡，山

口，さらに九州各地などに比較的多いようである。イナ

ズマ類とイナピカリ類のいずれが「無音電」かという点に

ついて明瞭な地域性は認められないが，長野中央都，静

岡北東・部付近，佐賀から長崎北部にかけて，熊本から宮

崎にかけてなどではイナズマ類に，山形北部，山口東部，

大分北部などではイナピカリ類にこの注記のあるものが

ややまとまりを見せている。新潟，福岡南部，鹿児島な

どでは，イナズマ類の「無音電」とイナビカり類の「無音

電」とが混在するようである。

　イナズマ類，イナピカリ類の中でENAZUMA，

ENABIKARIなど語頭がEの語形（これらは〔e〕〔切
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などをまとめたものであるが）は，主として福島・茨城，

長野北部，富山・石川以北の地域に見られるほか，出雲

付近の数地点にも分布する。ただし，北海道・青森・秋

田。山形では全くないか，あっても少ない。．この分布は，

たとえば，153図「いと（糸）」におけるETO，　EDOな

どのE～の分布とほぼ一致するようである。

　イナピカリ類の中で目立つ分布を示す語形について述

べると，まず，主に鹿児島から宮崎にかけてINABI－

KAIが集中する。これは256図「かみなり」でこの地域

にKANNAIが分布することと並行するものである

が，256図ではこの地城にK：ANNAIのほかにKAN－

NAREも多数分布するのに対して，本図でイナビカレ

のような形の語形は皆無である。INABIKAIに隣接

してINABIKAR（U），　INABIKATが見られるが，

このうちINABIKAR（U）は〔inabikar〕〔inabikal〕

〔inabikar〕のほか，　〔inabkar〕6412．91，〔inabikaru〕

6286．68，〔inabikaru〕7371。54をまとめたものである。

　凡例のINAPIKARIからENAPIKAまで，およ

びNNAPIKALIからNNAPIKARAまでは～
PIKA（～）の語形であるが，これらは秋田から青森にか

けて，茨城から福島・宮城にかけておよび一膳と琉球の

宮古に多く見られるほか，北海道，岩手，新潟にも点在

する。

　また琉球の宮古に分布するものは，すべてNNA～の

語形であるが，その内容は〔nna～〕〔mna～〕〔？nna～〕

〔？mna～〕であった。〔m〕の見られる点，おもしろい。

　茶の類のうち凡例のHIKARIからSANMAPHくA－

RIまでは，ヒカリ，ヒカリモノなど，その意味範囲が

比較的広く，必ずしも稲i妻の特称とは限らないと思われ

るものを中心にまとめた。また動詞形HIKARUは茶

を与えて，見出しの位置を兀例の末尾付近に置いた。

　茶の類の中である程度まとまった領域をもつものは，

関東に勢力をもち，宮城，愛知，岡山，高知にも見られ

るOHIK：ARI（～）の類，九州北部に多く，そのほか，

神奈川以西の地域に点在するHIKARIMONO，　HL

KARIMON，　HIKAIMONなどの類，全国各地に点

在するが，新潟や九州南部などに比較的多いHIKARI

およびその変種のHIKAI，新潟や中国西部などにや

や多く，そのほか全国に点在する動詞形H亙KARUな

どである。

　全国を見渡して，茶の類には「無音電」を指す語形が非

常に少なく，また，動詞形HIKARUは「無音電」のイ
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ナズマ類またはイナピカリ類と併用である地点が多いこ

とが注目される。HIKARU以外の茶の類でもそれが

併用として現われる地点では，併用の相手が「無音電」の

イナズマ・イナピカリ類であることが多い（九州北西部，

新潟など）。これは「無音電」はイナズマまたはイナピカ

リと言い，雷鳴を伴うものはヒカル（ヒカッタ，ヒカラ

シタなど）としか言わないと回答した地点，あるいは

RIKAIRIMON，　RIKAIMON，　HIKARIなどには

注記がなく，それらと併用のINAZUMA，　INABI－

KARIなどは「無音電」と回答した地点が多いことによ

る。なお，5508．19のINAZUMA，3619．58，374（L29，

4628．28，5556．84，5792．62，6480．41，6504．01のINA－

BIKARIはいずれも無音電の語形しか回答されていな

いが，これらの地点を含め，ヒカルのような動詞形の表

現はより多くの地点に存在しうることに注意する必要が

あろう。ただし動詞形HIK：ARUがヒカリモン，ヒカ

リなどの名詞形に隣接して現われる傾向があるこ：とにも

注目すべきである。

　このような茶の類の分布や注記などから判断すると，

イナズマ，イナピカリなどの「稲」と関係する語形は，そ

の発生当初はもっぱら「秋の夜空に雷雨や雷鳴を伴わず

に光るもの」の名称として用いられ，夏に多い雷雨時の

電光に対する名称は古くは存在せず，その傾向が現在で

も一部の地域，地点に名残りをとどめているものと思わ

れるがダ先に記した上代の文献に見られる用例や本図の

分布などから考えると，そのような雷鳴の有無に関する

区別は，おそらくかなり古い時代から混乱し，また，地

域によっても事情が異なっていたであろう。

　PIKARI　2095．60，　PIKI（ARI　7380．74，　PIKARU

2067．52，PIKARAA2067．52，　PIKKARISAN6642．58，

PIKK：AIDOO7266．09のうち琉球に分布するものは別

として，本土のものは，BIKKARI　5595．89，7268．87

や，後に述べるヒカビカ，ピカピカなどの類とともに，

擬平語的な性格をもつものかもしれない。これはイナピ

カリ類の中に～P～の語形が多い事実とも関連して考

えるべき現象であろう。なお，PIK：KAIDOOのDOO

はドノ（殿）の変化形であろう。醐妾地点にHIKAID－

ONがあり，257図「敬称語尾の総合図」でもこの地域に

DONが分布することがわかる。

　琉球の伊江島1231．72のTICCYAYA（内容は〔t‘ltt’一

∫aja〕）は，本土のヒカリ類に対応するものと判断して

茶の類に含めておいた。随処睦子「琉球伊江島方言の実
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態」（r方言研究の問題点』所収）によれば，この方言では

標準語の語頭の「ヒ」に〔t‘i〕，標準語の「i」に先立たれる

「カ」に〔t’∫a〕が対応する例がある。

　且IKAMEKI　8393．69，9303．88，　HIKAMIKI　830

0．80，HUKAMIK：18300．80の後部分は，接尾辞の

「めく」に由来するものと思われる。前部分のHIKA

などは隣接地点にも見られるHIKAHIK：A　6428．91，

6437．94，6447．08，6474．50，　7269。51，　8320．98，　8372．87，

EIKAHIKASAMA　8360．39，　HIKAHIKADON
8341．12などとも関係をもつものであろう。このような額

皿語的表現としては，ほかにPIKA　7257．94，　PIKA－

PIKA　6470．59，6472．58，6586．32，7312．11，9322．52が

あるが，PIKAは，〔pikari〕〔pikai〕などからの変化

形かもしれない（PIK：Aの隣の地点はPIKKAIDOO

である）。なお，6586．32と7312．11のPIKAPIKA

にはそれぞれ「幼」および「子」の注記があった。

　TATEBIKARI　5770．11，7364．34，　TATEBIKAI

7340．74，TACIBIKARI　4750。76，5508．16，　YOKO8－

IK：ARI　4750．76は稲妻の形状を具体的に表現したもの

である。このうち5770ユ1のものには「落雷の時」の注が

あった。5741．66のKACUUPIKARI，　SANMAPI－

KARIも特殊な表現であるが，これは「雷鳴の伴わぬも

のは，季節により，鰹のとれる時は〔kaz薗＝pikari〕，

秋刀魚のとれる時は〔sammapikari〕という」とあった

ものを採用したものである。

　榿の類は動詞ホテル，ホデルおよびその名詞化したホ

デリなど，テル，テリおよびその変化形を要素としても

っと考えられるものをまとめた。ホテルの語源が「火照

る」であるとすれば，これが「稲妻」に関する表現として

使われる理由がうなずかれよう。　この類の大部分は琉

球に分布するが岩手3787．45，3797．32，宮城4726・80，

宮崎7396．16に1｛ODERIが，また動詞形ではHOT－

ERUが大阪6571．15，三重6595．90，高知7470・72に，

且ODERUが岡山6475。27に分布することが注目され

る。『全国方言辞典』によれぽ，「稲光がする」の意味のホ

テル，ホデルは三i重県志摩郡のほか淡路島にもあるとい

う。HINADERI　7239．41，7248．49のHINAは空を

与え．た　HINABIKARI　6634．32のHINA　とともに

「稲」の意であると思われる（なお，このヒナは古い文献

に現われるヒネ，シネとの関係も検討すべきか）が，あ

るいは「火」とのかかわりも考えてみるべきかもしれな

い。HOTTEN　8248．18は調査者の注に「ホテリの詑
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か」とあったので榿の類に含めておいた。入重山の黒島

2085．69に見られるMINAPUTIR（U）のMINAもあ

るいは「稲」かと思われるが，黒島における「稲」を意味

する語は『採訪南島語彙』では〔mai〕，『琉球先島方言の

総合的研究』では〔？ini〕とあるので，なお検討を要する

（先に記した村山七郎「しなてる・てるしの考」では，ミ

ナミー南一のミナとイネー稲一とを関係づけて考察して

いる）。PICCYAIPUDUI　1213．76のPICCYAIの

部分はヒカリ（光）にあたるものであろう。

　凡例のKAMIBIKARIからRAIまでは「雷」もし

くは「夕立」の名称とかかわりをもつ語形である。なお，

本図では〔kaminari〕〔kannare〕〔ka皿nari〕〔kannai〕，

あるいは〔kamillarisama〕〔kaminari阻N〕〔kaminai－

dON〕などの変種を分出せず，すべてKAMINARIの

見出しに含め，同様に，〔ju：dat∫i〕〔jo＝dat∫i〕〔jodat∫i〕

などもYUUDACIとしてまとめてあるので注意して

ほしい。DONDOROについても同様である（RAIは

その内容が〔rai〕のみであった）。このうち，　KAMI－

NARI，　YUUDACI，　DONDORO，　RAIの語形は

主に「雷」あるいは「夕立」の名称として使われるもので

あって，したがって，これらの語形が分布する地点の中

には，「雷」あるいは「夕立」と「稲妻」とを区別しない場合

があることになるが，それぞれの地点について255図

「ゆうだち」256図「かみなり」258図「いなずま」と対照す

ると，たとえば本図のRAI　5568．22，8303．70のよう

に，それが本図にだけ現われる場合がある。このような地

点でその語形がはたして「稲妻」の特称であるか，それと

も実は「雷」の名称でもありうるがなんらかの理由で256

図では回答されなかったものかどうかについては，何と

も言えない。また，これらの語形は，「カミナリガヒカ

ル」「ヨダチガヒカル」「ドンドロサンガヒカッタ」などの

ように動詞形を伴って使うと回答したものを多数含んで

おり，このような，必ずしも「稲妻」の特称とは言えない

表現は，動詞形のみを回答した地点や「無回答」の地点と

類似する性格のものであることに注意すべきである。な

お，KAMINARI，　YUUDACI，　DONDORO，　RAI

は，動詞形や無回答の地点と隣接して分布する傾向が見

られること，そして，このような「稲妻」の特称が未成熟

の地点にある程度の地域性が認められることにも注目す

べきであろう。

　HII（ARUからHIGAKAKUまでは動詞形の回答

をまとめた。HIGAKAKUは隠岐5471．59に見られ

るが『島根県方言辞典』には，「ふがかく」の見出しで「稲

光りがする。隠岐全域」とある。なお，同辞典によれば

「稲妻」の意味の「ふがかり」が隠岐で用いられるという

が，本図には現われていない。粟島4637．20のSUKA－

KIは内容が〔SUIgagi〕とあったものであるが，1図「ヵ

ガミの一G一の音」，2図「カゲの一G一の音」，4図「スイカ

のKA一の音」などに見られるこの地点の音声からこの

〔一g一〕を有声化と判断して見出しを～K～としておいた。

この語の由来は不明であるか，あるいは隠岐のヒガカリ

と通ずるものかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　あか
　AKKAN　7390。70には「〈明り〉が語源か」との注が

あった。HIBASIRA　644920，6484。78には6449。20に

「流下するもの」，6484．78に「光る中の線状の裂けめのよ

うな強い光でピカリと光ってそこらを明るくするもの，

（イナピカリ）に相当する語はなかった」との注があった。

タテビカリ，ヨコビカリなどと同様，「稲妻」の具体的形

状に対する名称と思われる。

259．にじ（虹）

　これは全地点で調査したものである。

　全国広くNIZIである。しかし，どちらかというと，

中国地方以西には広がりが遅いように見える。

　古い文献では「弩自」（万葉）とある。ヌジであろう。「弩」

という文字は，弓という意識があって使ったかどうかは

：わからないが，関係があるかもしれない。　このNUZI

は，琉球諸島にも見える（3地点）が，また，千葉に1地

点あり，あと東北地方に点々と計4地点ある。NUUZI

は沖縄に主として分布し，そのほか宮古，宮崎，伊豆大

島にも1地点ずつ分布している。これらの分布からし

て，この語形は相当古いものではないかと思われる。

NUUZYAA，　NUUZINなどもこの類であろう。上

のNUZIも含めて，東北地方に見られるNUZUは，こ

の系統なのか，〔1〕～〔鯛の混同によるNIZIと見なす

べきなのか，ちょっと見当がつかない。

　中部地方以北には，これと重なって，もっと濃く

NOZIが見られる。これは重なり合って，東日本の残

存物として考えられる。NOZIは青森にまとまって分

布している。NOOZIは琉球諸島に主として分布してい

る。琉球には，なおNOOZYAA，　NOOZINがあり，

これはNUUZYAA，　NUUZINと平行する。　NUU－

ZIRIはないが，　NOOZIRIは琉球にある。　NOZUが
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岩手，山形にまとまって分布するほか宮城にも多少あ

り，NOOZUは岩手に分布している。また，　NONZI

は北海道南部，青森・秋田・山形（1地点）に分布してお

り，NONZUは山形に散在するほか，岩手に2地点あ

る。琉球のNUZIは，本土のNOZIに対応するものか

もしれないが，東北の方ではNOZU以下，ズーズ一子

によるなまりであり，この類のことは，このNO～に

限らず，多くのものに見られる。なお，本土では重なっ

ているが，琉球では，NO～よりもNU～の方が本土か

ら遠い方にあることは注目していい。NU～の方が古い

のであろうか。

　NOZIは北から中部地方の東部にまであるが，　NEZI

は，中部地方の西部や新潟地方にあり，その他にも少し

ある。NEZIの方がNOZIより新しく都の方から進出

しているように見える。岐阜・愛知に相当強固なNEZI

の地域があるのは，近畿にも昔はNOZIがあったもの

が，次のNEZIに消されたものではあるまいか。関東

地方，近畿地方はNIZIが割に強い。関東地方のNIZI

も新興勢力であろう。こうして，NIZIが以上のものよ

りも比較的新しいことを思わせる。

　NIIZIと第1億音が長くなるのは，北海道，入丈島に

1地点ずつある外は九州に散在している。（NIZIIと第

2母音の長いのも兵庫1地点の他，九州2地点である。）

　NIIZIのように長い母音を持つものは，北陸，和歌．

山，山陰から九州北部，四国などにMYOOZIを代表と

していくつかある。代表形のMYOOZIは西日本での古

い形として考えられそうである。西の方ではこのように

長い母音を使っていたものであろう。NUUZIは前にも

述べたように琉球が主である。MYOOZIの主として外

側（兵庫，広島，高知，長崎など）にMYUUZIがある

から，MYUUZIの方が古いと考えられる。ここでも，

母音Uの方が0より古いことになる。なお，MYOOZ－

INは鳥取・兵庫，石川などに計8地点あるが，「明神」

と関係づけているかもしれない。この類にはMYOOZU

（能登先端部に1地点），MYOOZYO（能登半島）・

MYOOZYOO（福井，山口，高知に各1地点）などが

ある。

　M～が語頭にくる語形は西日本に多いが，東北にも

わずかながら（MIZI，　MIZUなど）あり，この形が古

いものであることを示しているようである。これは能登

半島の北部にMEEZIが分布していることもこの見

解を支持するものであろう。
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　MYOOZIに接してNYOOZI　5566．35があり，　NY－

00ZYO　5621．43があるが，これらはMYOOZIと近

くにあるNIZIとの接触によって生まれたものであろ

うか。MYUUZIの近くにNYUUZIが，　MYOOZI
．よりは多く大分にまとまりを持ち，四国，長崎にも散在

している。これもMYUUZIとNIZIとの接触による

ものである可能性がある。

　BYOOZI，　BYUUZIは，広島から出雲にある。こ

のB～はおそらくM～からの変化であると思われる。

BYOBI　6402．53の～BIは同化によるものであろうか。

BYOOBU6430．26もこれと関係があろう。この2つは

近くに位置している。

　RYUUZI，　RYUUSIは九州に見られる。またRY－

00SIは山陰にある。これらは「龍子」という民間語源に

支えられて存在しているものと思われる。そのようなこ

とを注記で述べている調査者もあった。ZYUUZIな

どやYUUZIが九州でRYUUZIの近くにある。　ZY－

UUZUもこの類である。　R～はY～やZ～とよく交替

することがあり，これは94図「オチルをu下車するりの意

味で使うか」などにもORIRU～OZIRUとしてあらわ

れている。このR～と関係があると思われる。YOOZI

1251．04，YUUZI　7257．94，8303．13，8303．70，　YOOK－

AN　6484．43などは，凧，風雨，つゆなどに関係があ

るかもしれない。143図「たこ」，254図「つゆ」などを見

てほしい。

　RYUUSI，　ZYUUSIなどという～SIは，　NISIな

ど～SIとなる九州南部と接している。これは，この地

方の無声化の傾向を示すものであろう。なお，NISIは

茨城にも1地点ある。九州南部ではNISIとなったあ

とにさらに語尾の母音を失って，NITなどとなる地点

も出てきている。NIZIの第2音節の不安定の故に，

NIHI　8313．72，　NICI　6535．73，7392．94，　NIICI7372．96，

NIN　7275．84など主として九州地方にいくつかの変種

が見られる。NIRI　658t36の～RIは～ZIの変種であ

ろう。上にも述べたように，RとZはしぼしぼ混同があ

る。また，～TはNO～の場合にも，　NOT，　NOOT

として奄美にあらわれている。

　ZIZI　8373．43，　ZISI　8331。17，8372．47，8373．43など

は，上に述べたZYUUZIがこの南九州地方で長母音

の不安定から短化して，ZYUZI　7374．75，8302．19，熊

本に分布するZYUZUなどとなり，それからさらに出

たものであろう。ZYUZIRO　8302．55，　ZUZU　8300．80
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もこの類である。第2音節の不安定からZYUCU
7371．93，7381．97，ZYUT　7351．06，7381．97，7390．75，

ZYUCCAMA　7390。26などが出たものであろう。な

お，ZYUCCAMAのように敬称の「様」をとったのは

「虹」ではこれだけである。ただし，ZISIDON　8320．59

の「殿」はある。この2地点に比較的近いので，敬称を使

う点では関係があろう。

　GOO～は琉球に見られるが，意味はよくはわからな

い。00～は，これも琉球に見られる。虹を蛇と見る考

え方が昔からある。高知7425．02のZYANOHOK：Eは

このひとつのあらわれかと思われる（H：OK：Eは気息，蒸

気）が，この00～をao～「青」であるとすれぼ，7色の

虹の1色だけで代表させたと考えるよりは，「青大将」な

どとの結びつきを考えた方がいいであろう。これらは，

～NAZIと～NA～をとることが多いのはなぜであろ

うか。ao～またはau～という広い母音に同化して，

N～の次の母音が広くなったとも考えることができる。

　奄美にはNOOGIが9地点に分布している。　NOO－

GYAも含めれば10地点になる。　NOOGIRIも～RI

はわからないがこの類と見れば沖縄本島にも分布が広が

る。NOGIが宮城東北端にあり，　NONGIが秋田県に

9地点分布している。さらにNUNGIが沖縄本島1地

点，秋田に3地点，NUNGIIが沖縄本島で1地点，

NUNGIRIが同じく沖縄本島に3地点ある。この～GI

は～ZIより古いのではないかと思われる。～GIが古い

と見られるNO～やNU～にだけ結びついて，新しい

NI～には結びついていないことを指摘しておく，～GI

には他にMOOGIがある。これは石垣島に3地点であ

る。MUUZI　2085．69とともにM～の古さを思わせると

ともに，～GIの古さをもあらわすものといってよかろ

う。なお，M：00KO　4654．52はこれとは関係ないであ

ろう。この，MOOKOはお化けをあらわすものである

かもしれない。

　MUGENOZUとGOBONIZUの併用の3775．83で
は「前者は全部あらわれた場合で，後者は半分あらわれ

た場合」との注があった。前部分は形容的なものとして

cutすべきであったかもしれない。よくはわからない

が，MUGE～は「迎え」とも思われるし，　GOBO～の

GO～はGOO～とのつながりを思わせる。

　NOORI　1270．26は～RIがあらわれていて，これもZ

～Rのひとつとも見られよう。NOOBIは0246．48にあ

らわれるがよくわからない。NODEは山梨・埼玉の山

　　間部に1地点ずつあらわれるが，これもよくわからない。

　　しかし，NO～であるから古いものであろう。

　　　YUN以下5つの語形は，弓，弓張り，張りに関係あ

　　るものを集めた。これは虹の形から自然な発想であろう。

　　甑島や薩摩半島南部に集中しており，地域的なものと思

　　われる。伊豆利島にもあることは注目すべきであろう。

　　これらはNIZIと併用のもので，　NIZIの方が新しい

　　とするものが多い。5つのうち，BIYA～を前部分とす

　　るものがあるが，このBIYA～は何を示すかわからな

　　い。～YA～は「矢」かもしれない。

　　　NABENOCURU以下6つの語形も，これと同じ
　　く形からの自然な発想であろう。能登，佐渡，秋田と続

　　いているのはある時期の伝播を示すものだろうか。また，

　　熊本，五島のもひとつの地域をなしていたが，今分断さ

　　れて残ったものと考えられる。北海道でNABENO－

　　CURUがあらわれている（1744．60）が，これは被調査

　　者の両親が石川県河北郡出身なので，そこから持ってき

　　たものであろう。なお，4654．52（佐渡）では「地獄のNA－

　　BENOCURU」の語形も調査に同席した祖母のことば

　　として報告されている。NIZIと併用のものでは，　NIZI

　　を新しいとするものが多い。

　　　NANAIROは虹の色の数を名称としたものである

　　が，「虹は七色という」が「虹は7色のものであると世で

　　言っている」の意味であれば名称とはならない。併用地

　　平なのでその怖れは少ないが注しておく。

　　　TACIMONが九州に点々と3地点見られるのも注目

　　すべきである。3地点ともNIZIとの併用で，　NIZI

　　の方が新しいとする。「虹が立つ」という地方であろう

　　か。この点，虹の出現，存在を示す動詞についても調査

　　すべきであったと考える。ハル，ハウ，ハエル，デル，

　　フク，ヒク，サス，カカル，タツ，サクなどが，この調

　　査でも出てきたが，ここではとりあげないことにする。

　　フクというのは，池の主といったような，大蛇，大魚の

　　よう・な動物が「吹く」ものと考えているためという注が

　　3760．93にあった。

　　　ICUHUKUBI以下は，　YOOKANを除いて琉球

　　地方の語形であって，喜界島を除くと，先島関係であ

　　る。由来のよくわからないものも多いが，CIRINUU－

　　NUは「霧の布の義か」と注記にある。　AMINUMYA

　　は『入重山語彙』には，雨を飲むものの義とある。また，

　　「天の宮」とも考えられ，AMI～は「天」か「雨」か定かで

　　ない。ICUHUKUBIは『入重山語彙』では絹の帯の義
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とある。TINPAU以下ではTIN～，　CIN～は「天」

であり，～BAU，～PABU，～BABUは「這：う」「食

む」と関係があろう蛇の一種のハブであろうか。なお

「蛇∫まむし」の226図，228図を見よ。TINCYABOO

も「天のはぶ」であろう。

　新古の注記またはそれに類したもののあるものについ

て一部を以下に並べておこう。これはく併用処理〉など

図では省略したものについても述べてあるから，図上の

ものとは必ずしも一致しない場合がある。また，2形

あった場合，一方にだけく新〉とあったり，〈古〉となっ

たりして，他の語形に注記のなかったものも，〈新〉～

〈古〉の対立があると考えた。NOZIとNUZI，こ

れらとNEZIとの新古，　MYOOZIとNYUUZIと
の新古についての注記のなかったのは残念である。一

方，多くはNIZIが共通語という注記だけがあるもの

は，ここでは新古は述べていないので，以下の表では省

略しておく。

NO（0）（N）ZIなどが古く，NIZIなどが新しいとする

もの

　2734．05，　2751．10，　2791．15，3705．47，3733．88，3751．81，

　3753．85，　3756．40，　3757。09，3761．74，3763．17，3771．29，

　3777．86，　3791．02，　3791．76，4609．54，4619．29，4628．28，

　4659．85，　4694．95，　4704．04，4730．45，473142，4750．32，

　4771．92，　4792。43，　5606．83，5657．06，5683．61，5684．11，

　5685。37，　5695．10，　5696ヴ54，5712／70，6603．08，6603．24，

　6604．98，　6613．07，　6613．54，0248．00

逆にNOZIが新しく，　NIZIが古いとするもの

　5618．43

NO（N）ZIが古いとの注があるだけで，比較の語形の

ないもの

　4733．91，

NE（N）ZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

　186248，　4685！72，　5463．12，5463．64，5568．57，5580．34，

　5690．12，　6402．94，　6482。52，6505．58，6527．22，6527。44，

　6537．06，　6537．58，　6547．24，6547．67，6554．88，6557．14，

　6557．54，　6558．10，　6568．13，6642．33

NEZIは幼児語との注のあったもの

　6548．02，　6610．00

　なお，幼児語の注のあるものとして，図には省略した

が，6494．08にDONDOROHAN　NO　OBIがある。

雷さまの帯か。

NU（U）ZIが古く，　NIZIが新しいとするもの
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　5608．16，　　6497護）0，　　7247．86，　　7336．71，　　7365．51，

　7375．37

MYOOZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

4597．72，　　5517．78，

5620．30，　　5620。32，

6377．11，　　6384。25，

6415．23，　　6415．80，

6504．01，　　6690．08，

7414．43，　　7435．07，

5527。94，　　5528。31，　　5585．63ゴ

6348．77，　　6357．74，　　6368．60，

6385．10，　　6387．62，　　6404．83，

6415．83，　　6419．69，　　6503．73，

7229．75，　　7303．75，　　7333．29，

7446．26，　　7501．68

MYOOZINが古く，　NIZIが新しいとするもの

　5507．20，　　5508．16，　　6406．77，　　6406．92，　　640888，

　6415．78，　　6416．31

MYUUZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

　6458護）1，　7239．82，　7344。30，　7412。71

NYUUZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

　7237．67，　　7326．69，　　7344．99，　　7345．47，　　7346．58，

　7355．48，　　7355．81，　　7356．06，　　7357●69，　　7363。59，

　7366．87，　　7368。32，　　7403．86，　　7415．47

逆にNYUUZI，が新しく，　NIZIが古いとするもの

　7407．24（ただし，これは調査者が強い自身の疑いを注

　している）

BYOOZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

　6349．23，　　6410。77，　　641166，　　6430．26，　　6431謙∋5，

　6440．25，　　6440．67，　　6441．71，　　6442．80，　　6452．83，

　6461．27，　　6462．52

BYUUZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

　6428．91，　6438．33

ZYUUZIが古く，　NIZIが新しいとするもの

7229。50，　　7249．35，

7269．51，　　7269．96，

7340．50，　　7340．74，

7361．17，　　7372．03，

7392．33，　　7392．94，

7249．95，　　7258．58，　　7258乏32，

7279．93，　　7331．41，　　7340．24，

7341．47，　　7350。96，　　7352．14，

7374．75，　　7383．98，　　7391．94，

7395。25，　　8303．47

　以上のほかは，NIZIとの併用で，新古の注のあるも

ののすべてはNIZIを新しいとしている。

260．ゆき（雪）

　きわめて単純な地図である。253図「あめ（雨）」などと

ともに，基本語の分布の1つの典型であろう。質問文に

は，「雪の種類による特別の名はとらない。」と注記してお

り，地図に示した語形はすべて一般称である。したがっ



て，語形としては，ユキを語の要素に含むかあるいはそ

れの音声変種かいずれかであるので，語形の違いをでき

るだけ細かく示した。121図から126図までの「ゆび

（指）」関係の図，255図「ゆうだち（夕立雨）」，266図「ゆ

げ（蒸気一湯の場合）」，267図「ゆげ（蒸気　　飯の場

合）」，279図「さくぼん（昨晩）」のそれぞれに現われる語

形の，語頭音節と関連するところがあるので，参照され

たい。

　なお，YUKIに〈併用処理の原則〉を適用した。

　紺で示した符号は，語頭音節母音が〔u〕および〔o〕の語

形で，〔u〕のものに小符号を，〔o〕のものに大符号を与え

た。赤で示した符号は，語頭音節母音が〔i〕および〔e〕の

語形で，〔i〕のものに小符号を，〔e〕のものに大符号を与

えた。

　紺の符号の分布を大観してみる。YUK：1は，関東か

ら九州までの地域，および北海道に大勢力をもっている

ほか，東北，琉球など全国に広く分布している。このう

ち，九州に広く分布している語末音節母音の無声化した

〔juk雲〕は，同じく九州に分布している〔jut，　ju？，　juk，

jukU〕などを内容とするYUTと音声的に連続する語形

であろう。YUKIは，琉球先島に分布している語末音

節の母音部分が中舌音〔1〕であるものを，特に分出した

ものである。YUK覧，　YUCI，　YuciNについても同

様の扱いをした。これに対して，東北など本土部に分布

している〔juki〕はYUKIに含めてある。すなわち，

〔i〕に関して，東北と琉球先島の場合とは扱いを別にし

てある。YUKII　6583．93，0237．84，　YUK工12076．25，

YUUKI　5548．58，7353．51，8229．96，9312．42，　YUUT

O256．08，0257．12，0257．43など，母音部分が長音化するの

は，アクセントとの関連と見ることもできよう。YUG1

は，北海道から東北・新潟・栃木・茨城・千葉にかけて分布

しているほか，群馬・埼玉・長野・岐阜・福井，大阪，鹿

児島などにも1～4地点ずつ見られる。語中語尾の力行

音の有声化の分布については，248図「たけ（竹）」などを

参照されたい。YUG〔η〕1は，1793．14，5781．65，5782．

79，5782．94のいずれもYUGIの分布に接した地点に

現われるものである。YUUGIの内容は〔戯：gi〕であっ

て，YUGIの分布に接した地点4688．45に見られる。

YUCI，　YUCIIは沖縄本島およびその周辺に，　YUCi，

YuciNは先島に，それぞれ分布している。これらの

語形をはじめ，琉球に分布している諸語形について，多

くの地点で〈霰にも言う〉という注記がある。雪がほとん

30

ど降らずせいぜい霰のみという気象現象によるのであろ

う。sYuGIは〔βj臓9し，　βjUlgi，　βjuI9し〕を内容とし，

ZYUKIは〔5薗辱i，　j5ulki，　jzulh，」（z）｛ukL、　jz曲ki〕

を，ZYUGIは〔zju毒i，」5菰91，5」曲填，　jz曲奪至，jzu亙一

gi，乞Ulgi〕などを，　ZUGIは〔z菰燐，　ZUIgi〕を，それぞ

れ内容としており，いずれも山形東部，宮城・福島の連

続した地域に分布している。YUKIBANAは，香川に

2地点，山口に1地点見られる語形である。6485．14に，

〈雪が降り積もって一面に白くなっているのはユキであ

るが，冬の始め，春近き頃など，チラチラと散りかかる

ように降り積もらずに終わる場合のをユキバナという〉

という注があった。このような区別であれぼ，あるいは

他の地点でも似たものが，あったかもしれない。YOKI

が新潟中部に，YOGIが秋田西北部と山形西部に，そ

れぞれ分布して，126図「ゆび（指）　第121・122・123・

124・125図の総合図」におけるYOBIと似た部分を示

しているが，必ずしも一致しない。

　赤の符号で示したもののうち，IKIが栃木，北陸・

岐阜，山陰などに，IIKIが5529．77に，IGIカ§東北中部，

茨城，新潟南部，長野北部などに，ICIが5624．85に，

ZIK：1が4763．11に，　ZIGIが4723．14に，それぞれ見ら

れる。EKIは，栃木，北陸・長野，山陰に，　EGIが岩

手，新潟北部，長野北部に見られるが，北陸に分布して

いるもののなかには，Eが狭い母音であるものが含まれ

ており，これらは地域的連続からしても，IKI，　IGI

とすることも可能な語形である。

　「無回答」は14地点，すべて沖縄である。雪が降ること

がほとんどないからであろう。

　地図に採らなかった語形およびその注記を地点ととも

に示すと次のとおりである。

　〔julkiko1⊃ko〕〈幼児語〉（4667．33）

　〔dambera〕〈ぼたん雪〉（5472．91）

　〔bombo〕〈幼児語〉（5606．83）

　〔∫ip∫田moo5igo，∫i可mmoobago〕＜ふぶいて1くる

　とき〉（5664あ8）

　〔ha：te〕（5665．11）

　〔watabo：∫i〕〈ぼたん雪〉（6491．49）

　〔jUlkioエ〕ko〕〈小さい時〉（6536。68）

　〔mizore〕〈粒状〉（6721．31、

　〔kol〕koN〕〈幼児語〉（7208．97）

　〔misore〕〈雨まじりの雪〉（7404．12）

　〔watabo＝∫i〕〈雪片が大きいもの〉（7404・12）
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　このような，地図に採らなかった雪の特称についての

調査も今後可能であろう。

261．こおり（氷）

　関連項目として，96図「こおる（水が凍る）」，97図「こ

おる（手拭が凍る）」，262図「つらら（氷柱）」があるので

参照されたい。語形のまとめ方，符号の色・形の与え方

などは，これらの地図にできるだけ合わせたが，違いも

ある。なお〈併用処理の原則〉はKOORIに適用し

た。

　分布を概観してみる。

　緑を与えたコオリ類は，北海道，福島から九州の大部

分の地域まで，および奄美に及ぶ分布をもち，青森など

にも見られ，もっとも全国的な広がりをもっている語類

である。このうち，K：UURIからKUUTはほとん

ど九州に分布しているが，5617。85にも見られる。合

音による語形であろう。ZYABINGOORI　6552．71，

ZYA］版E　6580。33にはそれぞれく薄氷〉，〈薄い〉と

いう注記があった。USUGOORI　4762。04，5656。62な

どと同じように，もともと氷の種類をあらわす語なので

あろう。SIMOGURIからSIMOGANEまでは，語
形にシモを含むものである。いずれも九州中南部に分布

しており，その中でSIMOGANEは，鹿児島および

その周辺にまとまった広がりをもっている。SIMOGUI

の〈これは「氷」のみならず「霜柱」にもいうようだ〉

（833425）という注記のように，氷の張ることのめった

にない温暖なこの地域では，シモの意味範囲が「氷」をも

含んでいるのかもしれない。SIMOGANEからITA－

GANEまでは，カネを語形に含むものである。関東，

北陸から九州東部までかなり広い地域に分布しており，

地域的なまとまりも見られる。262図「つらら（氷柱）」の

カネコオリ類の分布と対比してみて，重なり合う地域

と，千葉，新潟のように一致しない地域とがある。いず

れの地図がもとになってカネコオリ類が分布を広げて

いったのか，興味ある問題である。それによって，カネ

の性格を解明することも可能となろう。

　草を与えたコゴリ類は，近畿に分布しているものであ

る。96図，97図ではコゴルが近畿・中国に広く分布し

ているのに比してきわめて狭い。GORI　6523．54を地域

的な連続からかりにこの類に含めたが，コオリ類のGOI

8300．11も語形としてはきわめて近似している。しかし，
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GOIについては，コゴリ類とはかなり遠隔の地点にあ

ること，近くに類似語形のK：OI　8300．80があることな

どで別語言とした。

　榿を与えたスガ類は，北海道，福島を除く東北の大部

分の地域に広く分布している。4598．33にも見られる。

262図「つらら（氷柱）」において，福島東部から茨城にか

けても分布しているのとどう関連するのであろうか。興

味深いことである。他語類と併用の地点で，スガを「薄

い氷」としている注記が多かった。

　空を与えたTAPPE，　TAPPEE（GOORI），　TA．一

PPEN，　TAPPIは，岩手・宮城・福島・茨城，およ

び伊豆諸島に点在している。タルヒを原形とした語形で

あろう。262図との関連を考えねばならない。

　茶で示したSIMIは佐渡と隠岐に，　SIMIDAEは，

6413．29に見られる。SIMIは，　r古今集』にすでに現わ

れる「凍る」意味のシムの名詞形であろう。SIMIDAE

のDAEは，262図の同地域に分布しているサエであ

ろうし，新潟などに領城をもつザエともつながるもので

あろう。

　紺で示した語形のうち，ZAI，　ZEE，　ZAYA，　ZAA

に関しては，『全国方言辞典』には，ザエ・ザイについて

「①水中に浮流する氷塊。岩手県上閉伊郡。②水のため

にとけた雪。山形県村山地方。③薄氷。新潟」と記載し

てある。意味分野をずらせぼ，もっと広い地域に分布し

ている語となろう。KAGAMI，　KAGARI，　KAGA－

MUはほとんど能登半島に分布しているものである。

「屈る」意のカガム，コゴムや，本図めコゴリ類などと関

連があるのではなかろうか。また「鏡」からの連想という

ことも考えられる。YUKK：AGAM　7246．45，　SIMO－

1（AGAN　8363．64，8372．87も，地域は違うが，関連す

るものとせねばなるまい。GASA，　GASU，　GAN，

GANBARIも，語頭がかになること，地域的に連続し

て分布していることなどから，なんらかの関連がありそ

うである。CURARAは5598．67，5652・81，6507・79の

3地点に見られる。地域的に必ずしも無縁ではなさそう

な地点であり，単なる誤答とすることはできない。KI－

NAGO5651．95はKOORIとの併用である。〈木に花

が咲いたようについたもの〉という注記があり，『全国

方言辞典』も同様の説明であった。とすれぼ，氷の種類

の名称であるらしい。CANPO7301．67もKOORIとめ

併用であって，〈穴の中に張ったko：riを言う〉という

注記があるので，これも氷の種類であろう。このように，
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質問内容を変えれば，さらにさまざまな語形が現われそ

うである。「その他」は動詞形のもので〔S王mlru夏〕

（2791．15），〔suImirul〕（3754．76），〔∫ibarerul〕（0776．88），

〔kolrjuri〕（0247．56）ヵミあった。「無回答」は，入丈島全

島，奄美諸島5地点，沖縄本島以南の全諸島，および，

2775．45，6479．95であった。自然現象としての「氷」が生

：活と無縁な地域に多い。

　以上のように，本図だけで分布を見たかぎり，それほど

複雑ではない。むしろ，平語類のまとまり方としては，単

純明瞭である。にもかかわらず，それぞれの語類間の分

布の歴史を見ることはこの1枚の地図だけではほとんど

不可能である。それは，地域ごとに気象条件が異なって

いるということともかかわるのであろうが，「氷」につい

て，それぞれの語のもつ意味分野にずれがあり，何枚も

の関連意味分野を内容とする地図を重ねてみて，はじめ

て正確iな解釈ができるのではないか，ということである。

このことは，当然，262図についても言えることである。

262．つらら（氷柱）

　本図に直接関連する地図として，261図「こおり（氷）」

がある。符号の色・形の与え方をできるだけ合わせ，語

形のまとめ方も考慮したが，本図の場合，語種がかなり多

いので，大まかなまとめにせざるを得なかった。たとえ

ば，KOORIには〔ko＝ri，　ko：ri〕のほか，〔kori，　kot，

kUlri〕なども含めてある。また，96図「こおる（水が凍

る）」，97図「こおる（手拭が凍る）」とも関連しているの

で参照されたい。〈併用処理の原則〉はCURARAに

適用した。

　分布は全国的にかなり多様である。しかも，地域ごと

に，まとまったりあるいは連続した領域をもっている語

類が多いことも特徴的である。

　赤の符号を与えたものがツララ類である。関東・中部

から近畿・中国・四国を経て九州に至るまでの連続した

地域，および北海道に分布している。このうち，CURA－

RAからTOOROOまでは，　CINCIRORIN　6466．16

のような特殊なものはあるが，ほぼ，ツララにもとつく

単独語形と考えられるものである。CURARANBOO，

CURUSINBOO，　CURONBO，　TOORONBOOは，
語形の後部分にBOO，　BOをもつもので茨城・千葉，

神奈川に少数地点ずつ見られる。これらの地点に接し

て，関東に広く桃の符号のAMENBOO，紺の符号の
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KOORIN800などが分布している。ツララ類の分布

の仕方から見らると，新しいもののようである。ただ，

『源氏物語』の「朝日さす軒のたるひはとけながら，など

かつららのむすぼほるらん」（末摘花）のように，「氷」の

意味としてはかなり古くからの語であるらしい。とすれ

ぼ，261図「こおり（氷）」の3地点に現われるCURARA

は古形の残存という見方も可能である。

　空の符号を与えた類は，タル，タレなど「垂れる」を意味

していると考えた語を語形に含むものである。TARU－

HIからTAROPPEまでは，岩手・宮城の全域とそ

の周辺，秋田，佐渡に分布して，この類のうちではもっ

とも広い領域をもっている。TARONBEは，九州西

部に4地点（7370．16，7370．41，7390．75，8300．25）と，そ

れと遠隔の宮城に1地点（4725．68）見られる。TARUKI

からOTTONTARUKIまでのものは，能登半島から

福井にかけてまとまって分布しているほか，北海道，東

北の西部沿岸地域，佐渡，静岡6665．25，熊本7380．74，

7390．26にも見られる。いずれも，分布の上から注目す

べきであろう。TARUMIからTANONBIK：1まで
は，九州西部にのみまとまって分布している。TARO－

KINBOOが5555．58に，　TARENBOOが4644．10，

6698。61に，TARANBOOが5689．98，5699。25，5790．03

にそれぞれ見られる。れのように，タルヒ，タルキ，タ

ルミなどを語形に含むものが，国の中央から速隔の地域

に，それぞれまとまって分布していることから，本図にお

いては，もっとも古いものの分布だと言えるようである。

タルキやタルミなどは，別語への類音牽引などによっ

て変化した語であろうか。HODAREからHADA－

RENBOOまでのものは，福井・滋賀と，九州中部など

にそれぞれまとまった分布を示している。また，BOO－

1DAREが能登のひとまとまりと5682．34，7362。42

に，BOODARAが4639．69，5507．20，6535．73に，

BONDARA，　BOYODARE，　BONDANKARA，
BONGARAが山形南部地域と0894．61に，それぞれ

見られ，その多くが，タルヒ，タルキ，タルミなどを含

む語形の分布に接しているので，それらと関連した語形

が多いと考えられる。SUDAREは，岩手と九州に点

在する。語形ノギスダレ（3765．74）も含まれているので，

「簾」であろうか。氷を意味するスガとの関係も考慮して

よかろう。GAMADARE　5566．95は，261図の同地点

にも現われる語形である。AMADAREからAMA－

DAREGOQRIまでは福島北部，長野などに多少まと
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まった分布をもっているがそれ以外にも点在している。

〈雨のあまだれは，ama∫idzulg田という〉（4781．86），

＜雨のしたたり落ちるのはamaot∫i＞（5663．64）という

区別を示した注記があった。参考になろう。

　桃の符号を与えたものは，語形にアメを含むものとい

う点でアマダレなどと共通なので，符号の形を合わせた。

関東から中部にかけてまとまった広い分布領域をもって

いるほか，福島4675．62，7383．98にも見られる。〈雨が

垂れて凍ったもの〉（4792．43，5698．91），＜雨の棒の

意〉（5686．15），〈飴ん棒のこと〉（5687・59）などのよう

な語源意識についての注記があった。

　榿を与えたスガ類は，北海道，東北北部・西部，福島

東部，茨城北部に分布している。261図「こおり」におけ

るスガ類の分布と重ね合わせてみることによって，この

表現が，何らかの意味で関東北部から東北全域にかけて

広く分布していた時期があったのではないかと考えられ

るが，それがタルビ類とどうかかわり合って分布領域を

変えていったのか，簡単には解けない問題である。

　緑を与えたものは，カネ・カナなどを語形にもつもの

である。261図における同語類の分布のうち，富山，岐

阜北部，三重北部，山陰，九州東部などではある程度重

なり合うが，それ以外の地域ではかならずしも一致しな

い。たとえば本図において，新潟およびその周辺，群馬

東部，中国西部に分布が見られるが261図にはない。逆

に，261図の千葉南部，四国の大部分に見らるれ分布が

本図にはない。スガの問題と同じく，その解釈は今後の

課題となる。地域ごとの詳細な比較が必要である。

　紺の符号を与えたもののうち，SUGOORIが福島中

部に，SUGURIが福島中部と長野北部に，　SIGIRI

が4689．86に，SUGURINBOOが5652，06，5652．37

に，SUMURIが5641．99にそれぞれ分布している。ス

ガ類の分布に接した地域に見られるこれらの語形は，ス

ガゴオリの音転形とも考えることもできよう。SUM－

ARUからSIMARAまでは，山口およびその周辺，

九州南部にそれぞれまとまって分布している。これらの

語形について，あるいは，『全国方言辞典』の「すまる」に

ついての記述，「①いか常用の漁具。船のまわりに針金

をしかけた物。愛媛県温泉郡。②遅脈。周防（伝言増

補）。③井戸に落した物を取るための心様の道具。山口

県豊浦郡。愛媛県大三島。」が参考になろうか。SIMO－

BASIRA，　SIMOBASITAの注記に次のようなもの
があった。〈霜柱と同語，つららも指す〉（8310．87），

＜南国ゆえあまり使わない。シモバシラは普通は地面上
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のを言う〉（8345．24），〈地面の霜柱と同じように言う〉

（8353．68），〈実物を見ることがないからこの語用いる

こときわめて希〉（8372．87）。SIMIZAEからSEE－

GASAまでは，隠岐，鳥取西部，島根・広島に連続分

布しているものである。261図では鳥取に1地点のほか

新潟全域およびその周辺にまとまって分布している。

MAGANKOからMAGARIKOまでは九州北部に
まとまっているほか，宮崎・鹿児島にも見られる。〈馬

鍬（農具）の子の形に似ているので言う〉の注記が多かっ

た。語源意識のかなりはっきりしている語形である。

YOORAKU，　YOORANKOは，大分南東部，宮崎
北東部に分布し7415．01にも見られる。「理路」であろ

う。NANRYOO，　NANZYOO，　NARANZYOO，

NANZYOROは，島根西部から広島西部にかけてと，

福井南部から滋賀にかけての地域に，それぞれまとまっ

て分布している。「南錬」であろう。BIIDOROから

BINまでは，茨城5742．65，5752．32，三宅島6697．39，

6698．20，静岡6645．37，三重7504．27，和歌山7513・43，

7521．79，7522．94，愛媛7338．55，長崎7266．92，7268．87，

7275．24，および九州南部に13地点ほど，それぞれ分布し

ている。古く輸入された外来語「ビードロ」をもとにした

語形であろうが，沿岸地域にのみ見られるのは，言語伝

播の経路を探る上で興味深い。CINKOGOORIから

TOKECINBOまでは，静岡から和歌山にいたる沿岸

地域に細長く分布しているほか，7208．97，7229．75にも

見られる。「男根」を意味する語形らしいが，CYORO－

CIN　7390．70，　CYOROKIN　7390．26，　DONBENGO－

ORI　7363．85にもその意味が含まれている可能性があ

る。GIRA（GI）RAは広島に4地点まとまっている。

氷の光る状態を示す擬態語と語形ツララが結びついた語

形と考えるのはどうだろうか。SAGARINBOO，　SA－

GANBOOは福島南部から茨城北部，栃木中北部にか

けて分布しているものである。「垂れ下がる」状態に注目

した語形であろう。SAGARINKO　7412．31，　SAGA－

RIGOORI¢665。01，6700。98，6710．55，7239．82，　CU－

RUSAGARIGOORI　6643．16，　SAGARIGANKURI
6711．95，6721．31，6721．33，6731．03回目も同様であろ

う。KOORIには単独語形のコオIJなどのほか〔noki－

go：fi〕（7346．58），　〔janenoko＝ri〕（568141，　6386．32），

〔nulkisakinoko＝ri〕（5609．81）が含まれている。「無回

答」は，甑島，種子島，屋久島，口永良部島，琉球列島

の全地点である。その多くに，〈実物がない〉の注が

あった。その他本土部では，北海道，伊豆諸島，静岡，
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滋賀・三重・和歌山，徳島・高知，宮崎・鹿児島などに

合計20数地点あった。

　大分布語の間に，数多くの小分識語や孤立語が見られ

るところに本図の特徴がある。そこに，「つらら（氷柱）」

のどこに注目して命名したか，その名称の由来はなにか

など，地域社会の心理と言語の関係をさぐる手がかりが

得られそうに思われる。孤立語をめぐって，この『日本

言語地図5と，地域別の詳細な調査結果とのつきあわせ

の可能性がありそうに思われる。

263．じしん（；地震）

　この項目は，前期で調査を打ち切ったので，地点が少

ない。〈併用処理〉はZISINに適用した。

　ジシン類が圧倒的な勢力で全国に広く分布し，ナエ類

など，それ以外のいくつかの語感が局地的に分布してい

るという比較的単純な地図である。

　緑で示したジシン類のほとんどがZISINである。北

海道から奄美までの地域を覆っている。ただし宮崎では

この語形が少ない。〔5i∫iN，　d5i∫iN〕のほか，主とし

て東北に見られる〔dz了siN，　z了s了N，　dzusuN，　dz薇s菰N，

z倣s血N〕，福島。茨城などに見られる〔51∫iN，　d5i∫iN〕な

どを内容としている。RISINは，岐阜から愛知にかけ

ての地域のほか，山梨・静岡，和歌山に1・2地点ずつ

分布している。この語形について，6509．38，6518．30，

6526．04ではく古〉，6509．43，6517．31，6548．26ではく他・

希〉と注記していたため地図には採らなかった。ZISI－

NBIKI　4619．29の内容は〔dzisimbし9し〕であって，　ZIS－

INとの併用であるため，ジシン類としたが，この語形

についてのく語源は地響きなるべし〉という注に従え

ば，別類ということにもなろう。

　赤で示したナエ類は，九州東部・南部から琉球に至る

地域に連続して分布しているほか，全国に少数地点点在

している。ただ，本州，九州（ただし宮崎を除く），奄美で

は，ジシン類との併用地点が多いことに注目すべきであ

ろう。NAEはほとんど九州であるが3704．42，3768・50

にも見ら．れる。NAIは，奄美，先島にそれぞれまと

まって分布しているほか，佐渡，富山，島根・広島。

山口・福岡・大分・熊本・鹿児島にも点在している。

NAYA　736832はNAE〔naje〕との併用であ．るが，そ

の内容は音声的にはきわめて近い語形のようである。

NErは0246．97，0256．08に，　NEEは沖縄本島および
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その周辺にまとまっているほか奄美，先島に，NEEI

は1270．26に，NIIは0294．66に，　NIは0237．79に見ら

れ，いずれも琉球に分布している語形である。NEは

0247．56，0248．00にも分布しているが，3767．87，3777．86，

5566．95にも見られる語形である。NEE，　NEI，　NEEI

などは当然NAE，あるいはNAIをもとにしていると

考えられるが，九州に全く見られない点は，さらに考え

るべき問題であろう。

　NIIN2095．60は，動詞形ではなかろうか。　INA，

ENAは，いずれも2734．05にあり，〈この頃は余り使

わない〉と注記してある。ちなみに，被調査者の両親の

出身地は富山である。ZINA工1862．48は，　ZINARIと

虚語類としたが，語形としては類似しているので符号の

形を合わせた。被調査者の母親は，大分出身である。

　ジシン類（漢語）とナエ類（和語）の歴史的関係は，分布

から見て，ナエ類が古いと言ってよさそうである。両語

の併用地点の多くで，ナエをく古〉と注記しているし，

『全国方言辞典』によれば，ナイ・ナエが，盛岡，秋田県

雄勝郡，仙台，常陸，高知などにもあることから，かつ

ては，もっと広い分布を示していたものと考えられる。

文献でも，『日本書紀』に，「那為」としてすでに見られる

し，『類聚名義抄』には「地震ナキ」とあるので，日本語その

ものとしても，きわめて古い語である。なお，ジシン類

とナエ類との併用地点で，地域を問わずジシンを「大き

い揺れ」，ナエを「小さい揺れ」とする地点が多かった。

新語が侵入して旧語との関係をもつ際，各地域とも一様

に同じ用法分野に入り込んでいることは興味深い。

　紺で示したもののうち，YURI，　YUIが，入丈と，

佐賀・長崎とにそれぞれまとまって分布し，YUSURI

が7374．75に見られる。この点については，見出し語

形NAE，　NAYAに含めた〔najegairu，　naねgairu〕

（7368．32）にくナエ，ナヤだけでは「地震」の意にならな

い〉と注記があり，〔najegajuru〕（7335。34）セこもくナェ

だけでは地震の意味にならない〉の注があったことに注

意しなければならない。これに類した注記はほかの地点

にも見られたものである。この質問項目は，元来「地震」

そのものの名詞形を回答として求めていたが，それにも

かかわらず，このように，主としてナエという語形に，

ユル，ヨル，イルをつづけた文形式で示した地点があっ

たことは，これらのYURI，　YUI，　YUSURIが，

その動詞部分を前面に出した名詞形ではなかろうか，と

いう考えを導く。むろん，地震は震動するものであるか
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ら，四三と九州それぞれで，ユルやユスルをもとにして

独自に生み出された語形であると見ることもできよう。

ZIBIT　7246．45は，ジシン類のZISINBIKIと語形

的に類似しているので同形符号を与えた。ただし，両語

形の地点は離れている。ZINARI　6349．80，　YANARI

7302．87は，「地鳴り」，「家鳴り」と考えられるが，NAE，

NAIなどナェ類とも無関係ではないかもしれない。

　死語にならんとしている語の発掘，漢語が和語にとっ

てかわって分布を広げていく過程，名詞「地震」部分と動

詞「おきる」部分との関連など詳しくは今後に残された課

題である。

264．つむじかぜ（旋風）

　この図は102図「つむじ」と相互に関係する部分が大き

い。そこで両者に共通に現われる語形・語類については

符号の形・色を統一するように努め，比較の便宜をは

かった。語形のまとめかたについても両図に矛盾がない

ように配慮したが，一部の語類については・102図でひ

とつの見出しにまとめた語形変種群を本図で分出した場

合がある。さらに，この図は236～238図「かたつむり」

とも関連する部分があるので相互に参照してほしい。

　この項目は地図下欄の質問文や絵のように規模の小さ

いつむじ風の名称を求めたものであり，たつまきのよう

な特に大きいものについては注記するよう調査票で指示

してある。そこで「大きいものはタツマキ」「海上のもの

はタツマキ」などの回答が多数得られたが，それらの語

形には補助符号をつけて図示することにした。補助符号

の内容は，凡例で示したように，「大きなものを言う」「海

上のものを言う」「大小いずれのものも言う」の3種類で

あるが，このうち「海上のものを言う」としたものは，

もっぱら海上の旋風を指すと判断される注記内容のもの

に限り，「大きなもの。地上も海上も」は「大きなものを

言う」に，「海上のものも陸上の小さいものも」は「大小い

ずれのものも言う」に含めた。補助符号をつけていない

語形は，大小陸海に関する注記のないもののほか，「小さ

いもの」の注記のあったもの（これは併用の地点で片方が

「大きいもの」他方が「小さいもの」のケースが大部分であ

る）である。質問文から推して，注記のないものは陸上

の小さし｝つむじ風を指すものが多いと考えられるが，そ

のほか，陸上の小さいものから陸上あるいは海上の大き

なも④までの広い範囲の旋風をも含んでいる可能性があ
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る。たとえば補助符号のない（注記のない）TACUMA－

KIは大部分がそうなのではなかろうか。

　また，この項目では「カゼガマウ」「カゼガマワス」のよ

うな「カゼガ＋動詞形」の表現を回答した地点が多数見ら

れたが，これらは「無回答」の中に含めた。ただし「ウズ

ガマウ」のような場合はウズ部分を採用し，また「カゼガ

マイマイスル」のような場合は，単に「マイマイ」と回答

した地点との関連を考慮して，このマイマイ部分を採用

しておいた。「降臨ノマイマイ」「カゼノウズ」のようなも

のは，それぞれ，マイマイ部分，ウズ部分のみを採用し

てある。

　凡例からもうかがえるように本図には後部分にKA－

ZEを含む表現が多いが，この部分には〔kadze〕のほ

か，　〔kad5e〕〔kad5a〕〔ka～dze〕〔ka～d5e〕〔kad5i〕〔ha－

d5i〕など多くの音声変種が見られた。しかし，凡例のス

ペースの制約のため，本図ではそれらのすべてをKA－

ZEとしてまとめた。　KAZEのZEの部分の音声変種

は10図「カゼの一ZEの音」の分布とほぼ一致するが・10

図では琉球の一部（とくに宮古と先島）に調査していない

地点が多いので，その地域におけるKAZE部分の音声

変種の分布を述べておこう。

　まずKAZEのZEの部分について記す。

　〔d5i〕〔5i〕一10図の分布地域のほか，奄美の沖永良部

　0294．66，0294．93，沖縄の渡嘉敷1169・84，粟国1148・59・

　久米1156．89，1167．01，宮古と入重山の大部分

　〔di〕一10図の分布地点のほか，奄美の喜界0249・17，

　0340．00，宮古2140．49，なお，与論1213。76は〔hada～〕

　〔ri〕一沖縄の久高1271．05

　〔tsI〕一入重山の石垣2076．99，〔t釦一入重山の波照間

　2095．60

　KAZEのKAの部分は10図では見られないが，本

　図では沖縄本島北部付近の11地点（伊平屋と伊是名を

　含む）と沖縄の久高1271．05，さらに奄美の喜界・沖永

　良部，与論と入重山の黒島2085・69に〔ha〕が分布し・

　そのほかの地点は〔ka〕である。

　本図ではく併用処理〉は行わなかった。

　次に，符号の与えかたの原則を述べる。本図に見られ

る語形の要素は，ツムジ類，ツジ類，マキ類，アイ類，

その他に大別することができる。マキ類，マイ類は単独で

語形を形成する場合もあるが，他の要素と結合したもの

も多い。そこで，ツムジ類には草，ツジ類には緑，マキ

類には赤（または桃），マイ類には榿，その他の類には紺
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を与え，マキ類あるいはマイ類がそのほかの要素と結合

した語形には，マキ類，マイ類の色を与えた。その際に

符号の形はマキ類，マイ類を除いた要素が単独で現われ

る場合に一致させてある。たとえぼ，CUMUZIと

CUMUZIMAKIには同じ形の符号を用い，前者に草

色，後者に赤色を与えた。なお，最初に述べたように，

これは102図「つむじ」における符号の原則をおおむね踏

襲したものであるが，細部にわたって必ずしも統一できF

なかったうらみがある。

　まず，凡例のCUMUZIからCUMUZIMAKIま
でのツムジ類について述べよう。この類は関東から中部

あるいは東北南部にかけて領域をもち，東北北部にも多

い。ただし青森のものは大部分がCIMURI～，　CIB－

URI～のような末尾音節の子音がRの語形であるが，

これらは岩手に見られるCUMUZI～，　CUMUZU～

など～Z～の音変化と思われる。もっとも，237図」か

たつむり一その2」では青森にKATACUMURI，　K：一

ATACU（N）BURIが多数見られるから，これとも関

係があるかもしれない。101図「あたま」のツムリ・ツブ

リ類とは分布が全く異なる。

　ツムジ類の領域は102図「つむじ」のものとほぼ一致す

るが，この図の方がやや広い。赤のマキ類との関係も102

図と類似しており，「草で示した中部・関東のツムジは，

赤のマキ類を分断して分布するところがら，マキの類が

各地で独自に発生したのでないとすれぼ，赤の類よりは

後に広がったものであろう」という102図における解釈

は，本図にもそのまま適用できると思われる。ただし，

「山形南部のものは残存ではなく，旧藩時代に飛火した

ものではあるまいか」という102図の解説における記述

は，本図の分布が明らかになったことによって，一部修

整ないし補足する必要があるかもしれない。

　いったいに，ツムジ類，ツジ類，マキ類，マイ類の語

形については，102図あるいは本図に独自の語形が分布

する一部の地域を除いて，西下の分布が一致する傾向が

あり，これは，「旋毛」と「旋風」のふたつの語の問でこれ

らの語形の歴史的関係に並行する部分が大きいことを意

味するものと思われる。

　なお，下図ともツムジ類が分布する地域ではツムジ（旋

毛）一ツムジカゼ（旋風）の形で両者を区別する地点が多

いが，本図でも東京・埼玉・群馬などにCUMUZIが

多数見られ，一部の地点では両者を区別していない。し

かし，この図にCUMUZIが現われることは，102図

でこの地域にMAKIMEが分布（ないし残存）すること

と関係がありそうである。

　CUMOZIKAZEなど～MO～の語形はツムジ類の
領域中に散在するが，静岡にはとくに多い。この形は102

図の方により多く現われる。また茨城ではCUMUCI－

KAZE，　CUMOCIKIAZEのような～CI～の語形が

目立つ。この形は102図には現われていない。

　次は，凡例のCUZIKAZEからZIZYUMAKIま
でのッジ類について述べる。この類は，まずマキ・マイ

類を伴わない緑の類が北陸の一部，岐阜南西部とその隣

接地域，四国の一部などにまとまった領域をもち，さら

に入丈や中国・九州の一部にも見られる。また，マキ・

マイ類と結合した赤の類は九州の大部分のほか，種子島，

屋久島，奄美の徳之島などにも見られる。102図「つむ

じ」と比較すると，九州では本図のツジ類の領域の方が

広いが，そのほかの地城では102図のツジ類の領域の方

が少し広い。とくに，102図では，青森，新潟，そして

沖縄本島，先島など，本図のツジ類の北限または南隈の

さらに外側にこの類が点在することが注目される。

　本図のツジ類の大部分を占めるものは，緑を与えた

CUZIKAZE，赤を与えたCUZIMAI（1など，　CUZI

～の形であるが，そのほか，CUZUMAKIK：AZE，

CUZUMAKI，　CUZUMAK：KAZE　CUZU1蹟ATの

ようなCUZU～の形が福岡から佐賀。長崎にかけてと

熊本南部から鹿児島にかけてなどに，CIZIMAKI－

KAZE，　CIZIMAKIのようなCIZI～の形が熊本東

部などに，CIRI，　CIRIMAKIIKAZE，　CIRIMAKI

のようなCIRI～の形が石川と福岡から熊本にかけてな

どにややまとまりをもって見られ，また，CUZIMAT，

CUZUMAT，　CUTMATなどの促音形が鹿児島に集

中する。CUZYUMAK：1，　CYUZUMAK：1，　CYUZY－

UMAKI（KAZE），　ZYUZUMAKI，　ZYUZYUM－

AKI，　ZYUZYUMAT，　ZIZYUMATのような拗音

音節を含む語形は九州各地に点在する。このような拗音

音節を含む語形は102図では宮崎全域に分布する。

　このように九州ではツジ類に，種々の変種が見られる

が，このうちCIRI～の形が生まれた背景については，

iリ」と「ジ」との交替現象との関連が考えられる。「リ」と

「ジ」との交替については，たとえば94図「オチルを“下

車する”の意味で使うか」を見ると，オリルの変化形と

見られるOZIRUが熊本全域と福岡南部，佐賀。長崎

の一部などに，同ONZIRUが石川の一部に分布し，
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本図のCIRI～と一致する部分が大きい。なお，石川に

見られるCIRI～，　CURI～の形は，102図の方により

多く現われる。熊本東部などのCIZI～は，　CUZI～と

CIRI～との衝突の結果生まれたものかもしれもいが，

CUZI～とは無関係にCIRI～が再びCIZI～へ音変化

を起こすこともありえよう。

　ツムジ類とツジ類との歴史的関係については，102図

の解説では，「かつて中央にあったツムジが東日本に伝

播して中部地方に領域を占める間に，近畿ではツムジ〉

ツジという変化が生じ，それが周囲に広がっていったと

いう歴史が推定される」と述べている。文献の上でも，

「旋毛」の意のツムジあるいは「旋風」の意のツムジ・ツム

ジカゼが『和名抄』などに見られる。

　次に，赤（または桃）を与えたマキ類と，榿を与えたマ

イ類について述べる。他の要素と結合した～マキ・～マ

イなどの語形を含み，これらの類は，北海道から琉球に

至るまでの広い地域に分布する。102図と比較すると，

地域によって異なるが，全体としては本図の方により多

く分布し，とくにマイ類は本図の方が連続した領域をも

ち，かつ広い。さらに236～238図「かたつむり」を見る

と，東海から関東東部にかけて，鳥取・島根，福岡など

もマイマイ類の語形の分布地域として加えることができ

よう。

　本図では，榿のマイ類は赤のマキ類の内側に分布する

傾向が見られ，マイ類が近畿に発生して周囲に広がった

比較的新しい表現であることを思わせる。もっとも，本

図に見られるマイ類の中には，中央から伝播したものと

は無関係にマキ類から変化したものも含まれていよう。

MAIはMAK：1のKが脱落した形ではあるが，この語

形は単なる音変化によって生じたものではなく，「舞い」

の意識が大きく作用したものかもしれない。なお，本図

ではMEE，　MYEE，　MAA，　MYAAなどの変種を分

出してあるが，102図ではこれらをMAIに含めてある

ので注意してほしい。

　マキ類とツジ類との歴史的関係については，本図の分

布，さらに102図の分布をもあわせ見ると，何とも決め

がたい。先にも触れたように，マキ類が動詞マク（巻く）

との関連で各地に独自に発生しうるとすればなおさらの

ことである。古い文献に見られる旋風の意の語形はツ

ムジとツムジカゼであるから，近畿では，ツムジ（〉ツ

ジ）〉マキ〉マイという変化があったという考えかたも

あろうが，『新撰三半』に「騰，暴風也，豆甲子加世・

264

鷹，豆牟志風・夙・瓢麗，豆牟志加世」，　r和名抄』に

「廻級巻二高樹＿，豆元之加世，颯者暴風従レ下而上也」

（以上は『時代別国語大辞典上代編』より引用）とあるツム

ジカゼはかなり規模の大きい旋風の名称と思われ，本図

の質問文にあたるような規模の小さいものは文献に記録

されていない可能性もある。

　凡例のTACUKAZEから　TACUMEKAZEま
では「龍」と関係する語形である。この類の中で全国に分

布するものの大部分はTACUMAKIであるが，この

語形は，分布形態や注記内容などからみて，他のマキ類

とはかなり違った性格をもつと思われるので，TACU－

MAKI，　TACUMAKIKAZEおよびその変種の
TACUMAT，　TATMATには，他の～マキと区別し

て，桃の色を与えておいた。これらは，琉球を除く全国

各地のうち，とくに海岸沿いの地域に分布する傾向が見

られる。「大きなものを言う」「海上のものを言う」の注記

のあるものが多い半面，「大小いずれのものも言う」の注

記のあるものや，注記のないものも多数見られる。また，

この類の語形が単用で現われる地点もかなりあり，さら

に，これらは「無回答」の地点と混在して分布する傾向の

あることが注目される。その理由はよくわからないが，

あるいは，規模の大きな旋風を身近に経験する機会のあ

る地域では，小さな旋風には注意を払われることが少な

く，したがってそれに対する特称も存在しにくいという

ことなのかもしれない。なお「無回答」は北陸から山陰に

かけてとくに多い。

　凡例のUZUKAZE以下は比較的少数の地点に分布

する語形である。このうち，おもな語形について分布地

域などを述べておこう。

　UZUK：AZEからUZIMAKIKAZEまではウズ
（渦）を要素にもつ語形であるが，これらは他のマキ類の

領域中に点在する傾向が見られる。この種の表現は，全

国に分布していると思われるウズという語形や本図のマ

キ類の語形を基盤に各地で独自に生まれることが多いで

あろう。

　MAWARIKIAZEからHIKIMAASIまでは，マワ
ル（廻る）あるいはマワス（廻す）にもとつくと思われる語

形である。MAWARIK：AZE，　MAARIK：AZEは東北

に多く，そのほかの全国各地に点在する。MAWAS－

IKAZE，　MAASIK：AZEは東海や出雲の海岸寄りな

どに，MOORKAZE，　MOOSIKAZEは奄美大島に
見られる。
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　MEGURIK：AZEは岩手3764．16，　MAKURIKAZE

は青森2784．63，MAKUREKAZEは岩手3754π6にあ

る。この内容は，それぞれ〔mel〕uri～〕〔magur董～〕〔m－

agure～〕とあったものである。またMAK：UIKIAZEは

宮崎8313．72にある。これらは『全国方言辞典』に記され

ている「ころがる」「転がり落ちる」意のマクレル（秋田・

山形・福島から中国までの各地に分布），あるいは「卒倒

する。気絶する」意のマグレル・マグルル・マグレイル

（岩手・宮城と近畿，九州）一これらは「目がまわる」「眼前

が暗くなる」に由来するか一などとも関係があろうか。

　TONBOKAZEは奈良6563．84，香川6487．43，大分

7367．49に，TAMAKAZEは青森2793．51，島根6411．80，

広島6453．31，山口6384．73，7317．29に，DAMAKAZEは

青森2782」．6に，KAZEDAMAは三重6576β2に，　M－

AIDAMAは高知7471．38に，　KAZEMURUSIは沖永

良部0294．66，0294．93に，MURAK：AZEは愛知6567．79

にそれぞれ見られる。KAZEMURUSIは『沖縄語辞

典』にある「かたまり」の意の〔murusi〕との関係を考え

て，タマ・ムラなどと通ずる扱いをしておいた。

　DOMAKIIKAZEは宮城4714．22にあり，DOOMA－

IKAZE，　DOOMAIは兵庫に集中する。このうち宮城

のものには「被調査者は胴巻風と説明。これは民間語源」

との注があった。

　SIMAKIKAZEからSINMAKKAZEまでは北海
道・青森，宮崎に多く，そのほか，東北，佐渡，近畿，

九州など主として海岸地域に点在する。これらには「海

上のものを言う」の注があるものがいくつかある。

　SIOMAKII　6375．08，　SYOOMAKI　4644．10，　SYO－

ODACU　5611．81，　SYOOGIRI　4675．62，　SYUUGIRI

4675．62も，いずれも海岸地域に分布する。これらは「潮」

にもとつく語形であり，「海上のものを言う」ものが大部

分である。

　SYOOGIRIからZINZIRUMAIまでは102図「つ

むじ」に現われる語形と関連のありそうなものを並べ

た。GIRI　6662．38，　KIRI　7373．92，　KIRIKIRIKAZE

6445．11，MEKIRIKAZE　6507．72，　KIRIKIRIMAI－

MAI　5548．60，　KIRUKAZE5527．89，　KIN　7373．92は

SYOOGIRI，　SYUUGIRIとともに102図に広く分布

するギリ類との関係が考えられるものであるが，いずれ

も分布地域あるいは語形が，102図と微妙にずれている

点がおもしろい。KYOONOMAKI　8239．31と102図

のキョオマキ類との関係もそうである。ただし，7373．92

　　のK：IRIとKINについては「チリのなまりである」と

　　いう調査に同席した者の発言が注として記されており，

　　そうであるとすれば，これは隣接のCIRI類の変化形

　　ということになる。5527。89のKIRUKAZEや5548．60

　　のKIRIKIRIMAIMAIのKIIRU，　KIIRIもそう
　　かもしれないが102図で比較的近くにK：IRIK：IRIの

　　語形が見られるから何ともいえない。むしろ，これらの

　　ギリ，キリ，チリは相互に関係しあっているとみるべき

　　であろう。ZINMAKI　5642．31は102図と同一語形で

　　あるが，本図の方は具体的には〔d5immakinokadze〕と

　　回答されたものであって，多少とも区別があることにな

　　る。ZINZIRUMAI　6377．11は102図にジン類が分布

　　しない地域であるが，102図を見ると，GIRI，　GIN，

　　SIN，　ZINなどの語形は相互にかかわりをもっと思わ

　　れるから，このZINZIRUMAIも102図の語形とな

　　んらかのつながりをもつものであろう。

　　　TENGUK：AZEからTENGUSANまでは広島付
　　近と大阪から兵庫にかけての2領域のほか，≡重，隠

　　岐，山口，長崎にも見られる。『全国方言辞典』による

　　と，小豆島や大分にも「てんぐかぜ」があり，また，本図

　　のTENKIAZE　6440．81，　TENMAIKAZE　6449．20，

　　6458．08TENMAT　8342．69，　TENMAKAZE　6552．46

　　のTENもTENGU類と関係があると思われる。ある

　　いは西日本各地にテンカゼ（天風）・テンマキ丁丁・テン

　　マイカゼなどの素朴な表現があって，一部の地域では，

　　それをテングカゼに変形させたものかもしれない。G－

　　UGINKAZE　6397．24のGUは，比較的近くに分布

　　するTENGUK4ZEのGUと関係があるかもしれ
　　ないが，『全国方言辞典』によると，「天狗」の意のグヒ

　　ンサン。グヒンが静岡，岐阜，大阪，岡山，．常陸（常陸

　　方言）に，「旋風」の意のグヒンカゼが兵庫県飾磨郡にあ

　　り，これとも関係があろう。入重山の石垣に見られる

　　ANKAZEは，具体的には〔aηkad5i〕2076．25，〔a1〕k－

　　ats1〕2076．99とあったものであるが，『入重山語彙』に，

　　「アマカジ（天風）の義か」とある。

　　　KAMAITACIからNOGAMAまでは，愛媛
　　7400．11，7420．91か日宮城に至る太平洋側の地域に分布

　　し，和歌山，静岡，東北南部に比較的多い。．これらは，

　　単に語形を記入した報告のほかに，「つむじ風でけがをし

　　た時にはカマイタチニカケラレタという」「この風の中に

　　カマイタチがいるなどという」「カマイタチは傷害と結び

　　ついている」などの注ρある．ものも採用した．ものである。

38－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264



したがってこれらの語形には，単なる風の名称とはかな

り性格の異なるものが含まれていることになり注意を要

する。

　ENOO　7316．93，　EENOO　6354．46，　INOOKAZE

2067．52，　IINO　7302．71，　NNUNKAZE　2072．20，

INUUNUMARAKAZE　2068．08は「砂」を意味する各

地の方言と関係がある。『入重山語彙』によると「砂」の意

の〔ino：〕〔ino1〕〕〔ino：1〕〕などが入重山各地に分布し，ま

た，『全国方言辞典』によれぽ「砂」または「砂のまじって

いる土」の意のイナゴが千葉と埼玉に，「砂」ないし「砂利」

の意のユナが岩手にあるという。

　MADAKAZE2095．60，　YUBUSIKAZE2140．49，

2150．06，2150．17，YUBUSAAKAZE2141。61は琉球

の先島に，NOZIは新潟4685．28に，　SIISIK：AZEは

鳥取6413．10に見られる。468528では259図「にじ：」で

もNOZIである。鳥取のものは，『全国方言辞典』のシー

ジ「旋風。三重県三重郡」と語形が似てはいる。島根の

CIZIKAZEとの関係も考えてみるべぎであろうか。

　最後に，本図で「その他」として扱った諸語形（これら

は単用の場合は「その他」の符号で示し，併用の場合は地

図に示していない。「その他」についてのこの処置は他の

図と共通のものである）について，具体的内容と分布地

点を記しておく。

　〔dadakadze〕4790。74，　〔kizigεe：kaze〕5608。51，　〔ka－

　nda填kaze〕6649．55（「少し大」と注記），〔ba＝kka5e〕

　7347．93，　　〔dakinokadze〕　7361．17，　　〔torikadze〕

　2771．64，〔niwakakadz曾〕2793．00，〔udega5e〕3797．32，

　〔∫ikekadze〕5499。98，　〔kakika乞e〕5609．26，〔kazeno－

　oto∫i〕6383．77，　〔d50：1〕oka5e〕6594．19，　〔urakadze〕

　7⇒4敏99，　　〔jorikadze〕738297，　　〔habuki〕7383。83，

　〔hokadze〕7450．44，　〔situfuka5i〕2151・20，　〔ko1〕ar－

　a∫i〕5591．91，〔ara∫i〕6505．58（「大きな風の場合」と準

　記），　〔toPPukadze〕6389濃56，　〔toPPu＝〕5595β9　（「共」

　の注記），7249．35（「新」の注記），〔sempu：〕6358・43，

　6449．84，6457．18，7321．46（このうち，6457．18と7321．46

　には「新」，6449．84には「共」の注記），〔kadzako〕

　6403．60．

　以上，‘本図に見られる語形のうち，比較的分布領域の

広いものについて，102図「つむじ」などと対比しつつ，

きわめて大ざっぱな考察を行った。それぞれの地域にお

ける各語形，語類の詳細な分布とその解釈については

102図を含めた関連諸項目との綿密な対比，．…．検討が望ま
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れる。また，本図に分布する語形の性格を明らかにする

ためには，風の種類や，そのほかの種々の気象について

の名称を各地で調査し，相互に比較することが期待され

る。

265。けむり（煙）

　後期調査になって加えた項目ゆえ地点がすくない。

　大局的には，糸魚川，浜名湖線を境として，以東は

KEMUなどの赤符号で示したもの，以西はKEMURI

などの空符号で示したものとなり，あと，奄美大島以南に

KIBUSIなどの緑符号で示したものがある，というこ

とになる。ただし赤符号の広く分布する地域内にも空符

号が見られ（北海道・青森。岩手，山形庄内から新潟北

部・佐渡，長野南部など），空符号の分布地域内にも赤

符号が見られ（鳥取から岡山北部にかけてなど），また，

緑符号の地域内にも空符号が見られる。

　なお，見出し全体をKEMU，　KEMURIなどの類

（ぬき符号）とKEBU，　KEBURIなどの類（べた符号）

とに大別することもできようが，その区別は，この地図

で色を与えた区別とくらべて，その地理的分布がはっき

りしない。

　凡例にしたがって見ていこう。

　KEMUの中には，3689．38の〔kさm曲〕が含まれてい

る。

　KEMOは，宮城のほか栃木・千葉にもある。　KE－

MORIと対比すべきものである。

　KEBUには，〔kembUI，　kさbUI〕が含まれている。秋

田の全地点，山形の4659．01，4701．14，4711．82，4722．40

を除く7地点，新潟の4676．39の計26地点である。

　KENBUは，北海道・青森に見られる。当然，1（E－

BU中の鼻音的要素のあるものと関連する。

　KEMURIには，〔kemmUlri，　kδm菰ri〕が含まれて

いる。それぞれ4653．84と3772．32。別に，Rが反舌音

kなるものがある。6412．91，7363．59，737227，7383．98，

8302．55である。このうち6412．91のものは〔kemulTrし〕

で，付近のKEMORIとの関連が指摘できる。また

7394．60のものは〔kemuri〕で，付近のKEMURとの関

連が指摘できる。‘

　KENMURIは，青森に3地点。

　KEMURは，壱岐．・対馬に3地点，熊本に5地点見

られるほか，富山にも1地点ある。．富山のもの壱岐のも



のおよび7373．99のものを除く6地点は，Rがすべて

反舌音である。富山のもの壱岐のものは，〔kemu1〕とあ

る。なおKEBUR参照。

　KEMUTは，五島と熊本に計3地点。

　KEMUIは，鹿児島の8地点のほかは，宮崎と佐賀

に各1地点，別に，新潟の4666．99にも見られる。

　KEMORIは，岩手，粟島（．新潟），富山・石川，島

根に見られる。粟島，富山・石川のものの0は，3地点

ともUに近い0という。KEMO，　KEMURI中の
KEMORIに近いものについては，すでに述べた。

　KEBURIには，〔kembulri，雄bI加了〕が含まれてい

る。3713．75，4638．22，4648．42，6584．90である。別

に，Rが反舌音になるものがある。6286．68，7269．51，

7372．03，7381．38，7391．01である。なお，7266．92，

7394．60のものは〔kebur｛〕で，付近のK：EBURとの関

係が指摘できる。

　KENBURIは，青森に見られる。　KENBU，　KE－

NMURIを参照。

　KEBURは，長崎と熊本に見られる。このうち熊本

の5地点は，Rがすべて反舌音である。

　KEBUTは，7372．03のみ。

　KEBUIは，佐賀・長崎，宮崎・鹿児島に見られ

る。KEMUIと比較される。

　KEBUREは，5517．57のみ。　〔kebur色〕だから，

KEBURIに含めることもできた。

　KIBUIは，沖縄島とその属島に見られる。

　KIWUIは，1221。47のみ。平山輝男『琉球方言の総

合的研究』には「伊是名では中位で／b／を落とす傾向があ

る」（105ぺ）として，〔na＝wi〕（鍋）などを例示している。

　EBURIは，4609．68のみ。〔白bUlrし〕である。『山形

県方言辞典』には，庄内南部（温海町）に，ファジ（火事），

フギ（釘）のような発音がある（717ぺ）というが，関連が

あろうか。

　KEBUTAIは，6552．90，6572．04の2地点。注記

はないが，形容詞形ではあるまいか。

　K‘iBUSIの中には，奄美の〔ki～〕，入重山の〔～si〕

が含まれている。1231．72，1242．00，1260．87のもの

は，〔k‘i～〕である。これらは，KIBUSIが，本土の

＊KEBUSIに対応することを示している。＊1（EBU－

SIは，煙るに対する煙すの名詞形のようにも思われ

るが，『沖縄旧辞卿には，kib鵬sjUNなどという語は

一一
S0

載っていない。『日本国語大辞典』にもけぶすはない。

　KIHUSIは，2068．08のみ。〔kiΦusi〕。

　HIBUSIは，1232．29，1232．75の〔hibu∫i〕，0228．96

の〔hibu∫i〕の計3地点。

　KIBUNCIは，2072．20のみ。

　KIBOOCIは，1242．22のみ。

　なお，琉球方言中この地図に資料の見られないものを

『採訪南島語彙稿』『琉球方言の総合的研究』『琉球先島方

言の総合的研究』などで補えば，次の通り。喜界。沖永

良部〔¢ibu∫i，9了bu∫i〕，与論〔∫imbu∫i〕，池間〔kju：si〕，宮

古〔kivs暮〕，宮古・上地〔k工ffu〕，入重山〔kibus1，　kju：∫i〕，

入重山・大浜〔kibu〕，入重山・新城〔kifu〕，入重山・石

垣〔kjul〕，波照間〔k加馨i〕。

KAWOSI』は，1241．49のみ。

　HUSURIは，7332．52のみ，　HUSUTは，7353あ1

のみ。

　SUMORIは，5472．91，6413．29の2地点，　SIMORI

は，6410．77のみ。『島根県方言辞典』には，「しもり」は

煙として，「すもり」はくすぶる煙として出ている。『全

国方言辞典』には，出雲，宮崎・鹿児島に，いぶる・く

すぶるの意味の「すもる」がある，と出ている。

　HOKEは，6296．27，8394．01の2地点，　HOOKE

は，8300．11のみ。本集266，267図の「ゆげ」参照。．

　無答は，8315．42のみ。調査もれという。

　『日本国語誌辞典』を参考にして文献による語史を略説

すれば，けぶり（万葉）・けむり（大日経義釈延久承保点）

が古く，けぶ（国町の沙汰）・けむ（名旧記）が新しいもの

らしいことがわかる。け’ぶたし（十巻本和名抄）・けぶる

（日本紀寛宴和歌）・け’ぶい（浮世風呂）と，けむたし（伊京

集・日葡）・けむる（和泉式部集）・けむい（和英語様集成）

を加えれば，べた符号のブの類がぬき符号のムの類より

古そうに見える。『沖縄語辞典』は，kibu繊N，　kibujUN

を挙げている。

　なお，『日本国語大辞典』は，「けぶりとけむりは主と

して表記の違いと考えられる」として，r名川記』に「けぶ

りともけむりとも両様にかきあひたり」とあること，『初

心仮名遣』（元緑四年）に「ふをむに読む事，是はふと書な

がらむと読むなり」として煙を例としていることを示し

ている。これは，むろんフ字とム字一般のことではな

く，煙について，『冷語記』以後，フとあってもムと発音

することがあるから注意せよという程度であろう。

265



　さて．地図の分布から赤の類と空の類の新古をいうこ

とは，すぐにはできない。ただし，赤の領域に含まれる空

の類と，空の類の領域に含まれる赤の類の分布とを比較

すると，赤の類が，東日本と鳥取の2か所で別々に新し

く発生したのかもしれないと考えることは，さして無理

ではなかろう。その場合，大阪と愛媛の赤の類は，注記

はないが，新しい東日本風の表現と位置づけることがで

きよう。これに対して，赤の領域中の空の類について，

そのすべてを個別的発生や西日本風の表現の侵入のいず

れかであると考えることは，やや困難と思われる。一三

島は，『入丈島の言語調査』によれば，ケブリのようであ

る。

　クビルのように，まずケブ～ケムという表現があって，

それが動詞ケブル～ケムルとなり，さらに名詞ケブリ～

ケムリとなったという考え方もあろうが，強く主張する

根拠はない。ただ言えることは，新しい（かもしれない）ケ

ブ～ケムの類が，特に東日本において非常に広い連続し

た領域を持つに至った経過を，どのように説明するか，と

いうことぐらいであろう。判定の鍵は，琉球のKEBUSI

の位置づけ，別資料によって補足した先島に見られる赤

的な表現の位置づけにある，と言えるかもしれない。

　ブ（べた符号）の類とム（ぬき「符号）の類の隆替について

は，全国的視野の中で，地理的分布からその流れをつか

むことは，いっそう困難のように考えられる。東京市

部はたしかにムの類と言えそうであるが，東北方向を除

いて，周辺にブの類がある。大阪は，『大阪方言辞典』に

よれば，ケブリ・ケブタイが優勢らしい。もっとも，ケ

ムニマクという見出しも出ている。京都も，『京言葉』

『京ことば集』によれば，ケブル・ケブタイが優勢らし

い。もっとも『京ことば集』には，センコノケム（線香の

煙）も出ている。

　全国的に見ると，宮城・福島・茨城のように，全域が

ムの類の地方（栃木，東京・神奈川，高知がそれに準ず

るか）があるのに対して，全域ブの地方（山梨，愛知，大

阪・奈良，佐賀・長崎本土部がそれに準ずるか）のない

ことは指摘できる。ただし，その意味するところは，明

らかでない。

　サブイ～サムイ，サビシイ～サミシイなどの関連事

項の資料，地域的な詳しい調査によって今後解明されて

いく問題なのであろう。
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266．ゆげ（蒸気 湯の場合）

267．ゆげ（蒸気一飯の場合）

　266図，267図は関連項目なので，まとめて説明する。

両州に共通した語形がかなり多いので，語形の分類の佳

方，符号の色・形の与え方を一貫させた。なお，〈併用

処理の原則〉はYUG〔1〕〕E，　YUG〔g〕E，および

ZYOOI（1の3語形に適用した。

　榿を与えたのがユゲ類である。266図，267図ともに

北海道から奄美まで全国のほとんどの地域に分布してい

るが，267図では，北海道・青森・岩手，関東，近畿お

よびその周辺，中国などの地域以外の分布はまばらであ

る。ユゲ類のうち，YUG〔1」〕Eは，〔jUI1〕e，」菰1〕e〕など

のほか，　〔jIhge，」面9e，　jUIηge〕などを内容とし，

YUG〔g〕Eは，〔julge，　j血Ye，　ju19ε，　j田Yε，　j倣9e，

電Ige，　j曲ge，　j曲¢e〕を内容としていて，地域的にかな

りまとまった分布を示している。1図「カガミ（鏡）の

一G一の音」，2図「カゲ（蔭）の一G一の音」の分布を参照さ

れたい。YUUG〔1〕〕E〔jul＝1〕e〕は266図の5714．10に現

われるが，267図の同地点ではYUG〔1〕〕E〔ju11〕e〕で

あった。UG〔1，〕Eは，267図の3747．91にのみ現われる

語形であるが，266図の同地点はYUG的〕Eである。

このように，画図の間の同一地点で，きわめて類似して

いるが異なった語形が現われることがある。SYUG〔1〕〕一

E〔jβu11〕e，βju113e，　jβ菰Oe，　9j菰ηe〕，　ZYUG〔η〕E

〔jZUI1〕e，　j5｛Hηe，5UI1〕e，5UIηe，　JZUI4e，］ZUIηe，　JZα11〕e，

＄Ull〕e，」（z）血ηe〕は，主として266図の宮城・山形にま

とまって分布しており，267図の同地域にも多少見られ

る。126図「ゆび（指）一世121・122。123。124・125図の

総合図」におけるZYUBIの分布，260図「ゆき（雪）」に

おけるSYUGI，　ZYUGIの分布と，重ね合わせて見

られたい。YUK：Eは，266図では5665．11，7332．52，

7340．74，8364．33であり，267図では5665．11，8364．33

である。このうち，群馬ではIKI，　EKIに接しており，

九州ではHOKEに接しているので，それらとの混交形

であろうか。267図のYUKI　4643．47についてもIK：1

との関連で同様のことが考えられる。266図のYUG一

〔9〕AI　5654．98は，この地域に広く分布しているYUG一

〔g〕Eから「誤った回帰」によって作られた語形かもしれ

ない。YUG〔g〕1は，266図で4710．18，6677．41，6677．



70，0237．79に，267図で3706。91，4710．18，4735．42，

6677．41，0237．79に，ZYUG〔g〕1は266図，267図の

4763．45に見られる語形である。このうちのいくつかの

地点では，一般的に，語中語尾のガ行子音が〔η〕となり，

語中語尾の力行子音は〔g〕となる傾向があるので，YU－

G〔g〕1，ZYUG〔g〕1の中セこはイキ類とすべきものも

あったと考え，イキ類と共通の符号の形を与えてある。

EG〔g〕E（266図一4700．78，6402．94，6432．22，267図一

4700．78）についても同様のことが考えられる。OG〔1〕〕E

（266。267図一5574．84）は，地域としてはユゲ類と，語

形としてはホケ類とつながりがありそうなので，凡例に

おける位置によってそのことを示そうとした。EG〔1〕〕1

は266図，267図を通じて主として岩手に分布し，IG一

〔1〕〕1は266図，267図を通じて主として東日本のあちこ

ちに点在しているものである。いずれもGの部分が〔1〕〕

であることからユゲ類としたが，イキ類に通ずる点もな

いではない。YUEN（266図一5731．29，6349．80，7349．86，

267帰一5731．29）およびZYUEN（266図一4742．43）は，

ユゲ類としてあるが一油煙」だとすると別類になろう。

YUG〔1〕〕ERIからIG〔1〕〕IRIまでは，266図，267図

ともに福井にまとまっているほか7355．48にもある。い

ずれも後部分にRIまたはREをもつ語形である。福井

には隣接してイキ類のIKIRI，　EKIRIが見られるの

で，それと関連があろう。

　緑を与えたイキ類の分布は，267図の方がやや広くし

かも分布密度はかなり高い。266図では，宮城・秋田・

山形。福島・茨城，北陸・中部に連続しているほか，広

島，奄美，宮古にまとまって分布している。ただし，これ

らのうち，岐阜北部，奄美を除いて，本州のほとんどの

地域ではユゲ類と，宮古はキブシ類と混在している。こ

れに対して，267図では，266図とほぼ同じ地域に分布

しているほか，関東にも分布している。これらのうち関

東，広島，宮古以外の広い地域では，他語類の目立った

分布はあまり見られない。イキ類と，それ以外の語類と

の意味分担の仕方の変化を，示しているのだろうか。

　IC重K：1，　ICIG〔g〕1は，266図，267図を通じて宮古

にまとまっているものである。アチキ類が奄美から沖縄

にかけて分布しているので，それとの関連が考えられよ

う。IKIRI，　EKIRIは，266図，267図を通して富山。

石川・福井と岡山・広島にそれぞれまとまって見られ

る。この語形については，動詞「いきる」が『日本国語大

辞典』によれば，「身体が熱くなる。ほてる。」の意味と
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して富山県礪波，和歌山で，『全国方言辞典』によれば，

「意気込む。力む。」の意味として大阪，岡山，南伊予で，

「熱の盛んになること。勢いづく。」の意味として大阪，

淡路島，徳島・高知で，それぞれ使われているので，そ

の名詞形と考えて，関連づけることができよう。「人い

きれ」「草いきれ」とか「いきり立つ」などの語ともかかわ

るところがあろう。

　空を与えたのがホケ類である。中心的な語形HOKE

は，267図では，中国・四国・：九州に連続した広い分布

領域をもっているのに対して，266図では，烏取，山口

およびその周辺，四国，九州中南部などにやや不連続

に分布していて，その間隙にユゲ類が入り込んでいるよ

うに見える。ホケについては，『時代別国語大辞典上代編』

の記述のように「火気」と思われるが，先島のPUK亙．に

ついてのく沸騰する意か〉（2075．22）の注に従えば，

「吹く」の名詞形とも考えられる。266図に現われる

HOG〔η〕E，　HOG〔g〕E，　HOG〔g〕EE，　HUG〔g〕E，

YUHOG〔9〕E，267図に現われるHOG〔！〕〕E，　HOG一

〔g〕E，HOG〔g〕EE，　HUG〔g〕Eは，三宅島，静岡，

和歌山，愛媛，九州などに分布している。これらのほと

んどは，HOKEの単なる音転回ではなくて，ユゲとの

接触によって作られたものであろう。HOK：ERI，

HOKIRIは，両目を通して，　IKIR工の地域に連続し

た中国西部から福岡北部にかけて分布しているので，そ

れとの混交形であろう。

　茶を与えたアチキ類は，両図を通して奄美から沖縄本

島およびその周辺に分布している語形である。0275．97

にはく熱気の詑〉とある。そのほか，他語形との併用地

点におけるアチキを特徴づける注は次のとおりである。

ただし，これはく併用処理の原則〉を適用した地点を含

んでいる。

　266図

　　0247．31〔ats》ki，　juge〈新〉〕

　　0249．17〔ak，ki〈希〉，　i，七∫i〕

　　0275．97〔asiki〈古〉，　juge〈新〉〕

　　1241．96〔a七’∫ik’i【，Φulk’i：〈多く用いる〉〕

　267図

　　0249．17〔ak’ki〈希〉，　i，t∫i〕

　　0275。97〔as五ki〈古〉，　juge〈新〉〕

　　1241。96〔at，∫iki，：，Φulk，i＝〈多〕

　ユゲ類との併用地点では，アチキ類が古そうである。

　赤を与えたもののうち，三図を通して，YUBURI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　266・267

■



7659．40を除くKEMURIからKIHUまでは，「煙」を

意味する語形，またはそれを語形に含むものであり，

YUBURIも，ユゲとケムリの混交形と思われる。ケ

ムリ類は，266図では，先島諸島にまとまって分布して

いるほかは東日本に点在しているだけであるが，267図

では，先島諸島とともに，関東および伊豆諸島にまと

まって分布している。〈飯のユゲとは言わない〉（5666．

18），〈御飯からケブが出ている〉（5677．28）のように

266図と267図の間の使い分けを明記した地点がいくつ

かあった。CYUU　2074．69は，地域的連続からしても

KIHUなどの音弓形とも思われるが，『入重山語彙』で

は「露」の意味の語形としているので，それに従えば赤符

号の中では異質のものになろう。なお，「煙」について

は，本集にその地図（265図）がある。

　紺で示したものは，まとまった分布をもたない語形で

ある。HOMEKIは267図の1地点（6375．40）のみに現

われる語形であるが，r全国方言辞典』によれば，動詞「ほ

めく」が，「むれる」の意味として岡山，山口で，「顔がほ

てる」などの「ほてる」の意味として福井県大飯郡，山口，

熊本で，それぞれ使われている。その名詞形だとする

と，他地点にも，ちょっと質問を変えれば現われそうに

思れる。HODORIも267図の1地点（5761・27）だけに見

られる語形である。『全国方言辞典』に「暖かくなる。暖

まる。岩手，宮城，福島県相馬郡，栃木県河内郡。」とあ

る動詞「ほとる」と関連する語形であるとすれぼ，共通語

「ほてる」ともなんらかのつながりが出てくるかもしれな

い。HOSE，　HOSYEは，267図の鳥取・島根，岡山

北部にまとまって見られ，266図の6415．78，6421．82，

6422．16にも見られる語形である。ホケ類の分布の中に

あり，その変種語形とも考えられるので，HOKEと同

形符号で示した。　HOYA（267図　　隠岐3地点），

HONO（267図　　7401．92，7410．57）も，語頭がHOで

あり，また分布からもボケ類と無縁ではなさそうであ

る。『全国方言辞典』によれば，「ほのき」が「熱気，ほと

ぼり。」として，「ほのか」が「暑い，むし暑い。」として，い

ずれも高知で使われているとする。参考になろう。ま

た，擬態語「ほやほや」，「ほかほか」，「ほのぼの」などと

の連想も感じ：られるがどうであろうか。ZYOOKI，

ZOOKIは「蒸気」であろう。266図の次の地点に現われ

る。3699．55，　3727．81，　3797．32，　6434．52，　6449．84，

6466．16，6494．55，7303．38，7351。06，7422．26。　このな

かには，＜子どもの時にはこう言った。今はjuIgeと

266・267

孫達は言っている〉という地点（7351．06）もあったが，

5661．34，　5662．78，　6429．61，　6519．43，　7302．87，　7415．47

における他語形と併用のZYOOKIには，〈新〉・

〈上〉・〈共〉・〈希〉などの注記があったので，〈併

用処理の原則〉を適用して，　これを採用しなかった。

「無回答」は次の地点である。

　266図一7376．68，2068．08，2072．20，2141．61

　267図一5588．81，5613．80，5639．80，5654．98，5657．73，

　　　　　5682．37，　5712．70，　5790．64，6412。91，642647，

　　　　　6455．27，　6527．73，　6548．26，6626．30，6702．21，

　　　　　7461．23，　2068．08，　2072，20，2141．61

　267図に「無回答」が多い理由については不明である

が，266図と同じだということで回答しなかった地点も

あるのではなかろうか，と思う。

　各語類間の歴史関係を見ることはかなり難しい。この

2項目に近接する意味分野，たとえば，口から吐く息，

ふかした芋からの湯気，体や頭から立つ湯気，池の水面

に立ちのぼる湯気，煙など，さらには「熱気」などとの関

連も見なければならないであろう。この2枚の地図から

だけでいえるごく大まかな見通しを述べるとすれば，ま

ず，267図の平語類の分布が地域ごとにかなり鮮明であ

るのに対して，266図は，全国的にユゲ類以外の語類の

分布が比較的希薄である点に注意する必要があろう。標

準語の入り込み易い意味分野が266図だとすれば，267

図が，より古い分布の様相を示していると言えようか。

主として東日本にイキ類が，主として西日本にホケ類

が，領域を二分遅て分布している。266図にもその傾向

はある程度見られるので，古くは，2項目を区別しない

イキ類とボケ類が，東西に広く分布していたのではなか

ろうか，と考えられる。あるいは，イキ類が奄美，宮古

諸島にまで分布していることから，さらに古くは，全域

がイキ類であったのではないか，とも考えられる。た

だ，「呼吸，気力」などの意味のイキ，「火の気，煙」など

の意味のホケは，すでに『万葉集』などに現われているの

で，イキ，ホケともに語そのものとしてはきわめて古い

ことに留意しなければならない。また，静岡や三宅島な

どに孤立的にまとまってホケ類が見られるので，かつて

は東日本にまで広く分布していたのではないかとも考え

られる。両方の言い方を共存した時代があって，意味の

かたよりが地方ごとに起こり，現状ができあがったのか

もしれない。ちなみに，「湯気」の意味では，『日葡辞書』

にホケは採られているがイキは見あたらない。その後，
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267図で国の中央でユゲが生じたため，その領域が広が

るにつれて，少しずつ，266図との区別が行われるよう

になった。ところが，267図では，イキ類やホケ類の強

い抵抗に遭ってユゲ類は分布を広げることができず，む

しろ，共通語の入り込み易い266図のほうにユゲ類が勢

力を急速に広げつつあるのだ，とする見方はどうであろ

うか。

　今後の小地域ごとの詳細な調査，あるいは，「ゆげ」の

意味内容をずらした周辺部分についての調査などによっ

て，新しい見方も可能になってくるであろう。

268．におい（芳香）

269。におい（悪臭）

　268図，269図は関連が深いので，一括して説明する。

なお，第2集の85図。86図「匂を嗅ぐ」とも関連がある

ので，解説とも比較してほしい。

　この268図，269図は，すでに85図があるので，と

もにそれに準じて作図した。たとえば85図ではNIY－

OIは分出したがKAWORIはKIAORIに含めてある

（ただしNIWOIは分出してある），　K：ANZAはKIA－

ZAに含めてあるがKANMARIは分出してある，な

どの問題となりうる点があるが，いまそれに従ってい

る。もっとも85図は目的格を示す文法要素を含む場合

があったりして，全く同じというわけにはいかない。

なお，今回の図と対比してみると，85図のNYOO

O228．96は同図ではオ助詞をとる形として分類してある

が，268図，269図ともに同地点にNYOO（単独名詞形

とみられる）が現われ，どうも違ったらしい，などとい

うこともあった。

　268図，ことに269図では，動詞形，形容詞形の回答

が報告されることがあったが，これは，図上に「名詞形

なし」として示し，「無答」とは区別した。質問が，用言

を引き出しやすい傾向（同じようなことをくどくど聞く

ことを含む）を持っていたのかもしれない。なお，269

図の「名詞形なし」は，ほとんどが（～）クサイという形で

あった。5608．51，5674．54の語形はK：USEとあるが，

前者には（名詞である），後者には（クセガスルという表

現あり）の注のあったことから，「名詞形なし」に分類し

なかった。このような例のあることは，いちおう形容詞

とした処理したものの中にも，実は，名詞のものが含ま

れているかもしれないことを暗示している。このほか，

269図の回答には，イヤナを冠するものがいくらかあっ

て，図上では，その部分を省略して示したことを注意し

ておこう。正当な処置であったかどうか，やや疑わし

い。それから，4609．25は，三図ともKANS茎であっ

た（85．・86図の場合の内容は〔kansiru〕）。いま「名詞形

なし」としてあるが，名詞として取り扱うべきだったか

もしれない。

　さて，268図は芳香（名詞），269図は悪臭（名詞）を求

める意図の質問であったが，被調査者に，質問文を通じ

てそれを十分に察してもらうことは，できなかった疑い

がある。参考までに示すという意図なのかもしれない

が，268田圃の回答の併用語形の一方にく悪臭〉の注の

あるものなどがあった。これに準ずる積極的な注記のあ

る不適当な語形は地図から排除したが，無注のものの中

にも，悪臭をさす語がまじっている危険はある。269図

についても，同様のことがあった。

　なお，質問は，268図に対応するものが先で，269図

に対応するものがそれに続いていたことを注意しておこ

う。

　両図の併用処理語形は，268図，269図ともにNIOI

である（85図，86図の場合は，NIOIO－KAGUが併用

処理語形であった）。268図で除いたNIOIは120ほど，

269図で除いたNIOIは70ほどであった。

　268図，269図の丁丁を対比してみると，分布はかな

りよく似ているといってよろしかろう。概略的には，東

北地方北部にカマリ，秋田南部から新潟にかけてカ，富

山にハナガ，石川にホガ，フガがある。そして，佐渡，

中部地方西半，近畿，中国東半，四日目北半），宮崎，鹿

児島東半、奄美・沖縄にカザの類があり，そののこりの

地域にニオイの類が分布すると言えよう。ニゴイやニメ

エの領域も三図共通する。部分的にはもちろん相違があ

るが，268図にカオリやカバ（琉球）がかなり見られると

いう点が，田図の問のもっとも大きな違いということが

でき「そうである。85図と比較すると，中国・四国・九

州に「前部分がない」が見られて大きな違いのように見え

るが，残りは大体似ていると言えよう。85図の欠けた

部分を86図で補ってみると，カザムの類が268図，269

図のカザよりやや広く分布していることが注目される。

カズム，カズン，カジンの類を含めれば，その領域は

いっそうひろがる。

　凡例を追いつつ見ることにしよう。

　NIOIの中には，〔」1ioe，誼oi〕などを含む。〔plo5〕が
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両図の6488．48にある。268図6547」24は〔pioi〕であっ

た。

　NIHOIは，画図とも，5588．78，6516．15，6519．43で

ある。

　NIOEは名古屋市周辺に多いが，そのほか，268図で

は5590953，6446．43に，269図では6446．43に現われ

る。OEの内容については，第1集解説7ページを見て

ほしい。

　NEOIは，岡岬とも6402．53，6413．29に現われる。

　NUOIは宮城を中心に7～8地点見られるが，

471L42のものは〔nuIo＝し〕であった。

　NIUIは，268図では4676．39と0294．66に，269図で

は，4647．69と4676．39に現われる。

　NIEEのEEの内容については，第1集解説7ペー

ジに準ずる。

　NIEのEは〔e，　je，εe〕などである。

　NYEは下図とも8352．40。

　NUEEは268図の4711．42のみ。

　NIIIは両図とも7334．44，7347．93のみ。

　NYUIIは269図の7347．93のみ。

　NIIやNIは，新潟に見られる。前者のほうが多い。

　NIOは268図の4685．72のみ。

　NIYOIについては，すでに述べたように，　NIOIに

含めてしまう考え方もある。両図に現われる4665．87の

〔ijoし〕，268図の6470．11の〔nijoi：〕などを含む。

　NIYUIは，両図とも7334．78のみ。

　NYOOIは両月とも6407．28，6472．68。

　NYOIは，両図の4695．19，4695．87，561L74，6414．25，

268図の5615．74に現われる。

　NYUIは田図とも5603．88のみ。

　NYOOは国樹とも0228．96のみ。これが目的格を示

す助詞部分を含まぬ名詞形と考えられることはすでにの

べた。

　NIWOI，両鶴8303．47の〔n毒wo喜〕，7380．74の〔nlwoi〕，

268図7382．58の〔n了woi〕を含む。

　NUWOIの内容は〔n亘Iwoi〕で，両図とも7352・97の

み。

　NIWEIは両図とも7659，31，7659．40。

　NIWEEのEEの内容は，　We：，　we：，　wε：，　w記＝な

ど。

　NIWEは，唖聾とも4710．55，7350．21，7352．38，

8321．58，　9322．52。
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NIWEの内容は〔niw§〕で，両図とも，奄美大島に4

地点。

　NYUWEEは両図とも7343．14のみ。

　NYUWEは両図とも9312．42のみ。

　NIWIIは両蓋とも7333．75，7344．45のみ。

　NIW工は両図ともの7376．68と，268図4647．69。

　NIGOIのGの内容はほとんどが〔月〕であるが，

5792．78のみは両図とも〔Y〕。

　NIGEEは，両図ともの6656．31と，269図の6655．38。

Gは両地点とも，〔1〕〕。

　NIMEE，　NIMEは，両用とも西北九州にかたまっ

ているが，うち7361．82の内容は〔ju】ηe〕。

　KAZAの中には，両図の6505．60，268図の737727

の〔kadza〕（これは296図ならKADAとしたかもしれ

ない），両図5609．26，6535．24の〔kanza〕を含む。また，

　　　　　　　　　　　　り269図の6631．05は〔niwoinokadza〕とあった。

　KAZAAは269図の5585．09のみ。

　K：AZYAの中には両図の2765．71，2773．13，269図の

2763．28の〔kand3a〕を含む。

　KAZYAAは269図の1241．96のみ。〔kad5a・〕であっ

た。

　KADA，　KADAAのうち後者は画図とも0246・97，

0256』8，0257．12，0257．43であったが，すべて〔kada・〕

であった。

　KARAは，両朝とも6458．91，6562．64，6571．68。

　KARAAは，詠口とも2095．60のみ。

　KASAは，両図の6521．20，6545．41と，268図の

6408．15。

　RAZAは，両図の1231．72，2085．69と，269図の

0294．66。

　HAZYAは，両図の0294．93，1211．69と，269図の

1232／75，　1233．61，　1242．720

　HAZYAAは，陸図の1221．47，1241．49と，269図の

1231．88，　1242900，　1242。220

　HADAは，画図の0249．17r　O340．00，1213．76。

　HARAは，両図の1271．05のみ。

　KABAは，268図に多い。269図は，1156・89，1270・

26のみ。

　K：ABAAは，両図の0256．76，268図のみの1241・

96。

　HABAは，両国の1232．29，268図の1232・75，123

3．61，　2085．690
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　HABAA・は，268図の1231．88と1242．22のみ。

　HAWAは，268図の1242．72のみ。

　KABASIは，268図の2068．08のみ。．これは名詞で

はないかもしれない。

　KAMARIの中には，269図3753．85の〔jats斑z田一

rikamari〕，3754．37の〔jatsulz田rekamari〕を含む。

八丈にもあって注目される。

　KANMARIは，両日とも、「2772．74のみ。

　K：AMARIKOは，秋田・岩手に見られるが，268図

は7地点，269図は3地点。

　KAMORIは，洪図の3783．11と268図の3773．12。

　動詞連用形からの転生名詞のものは，268図（とくに

岩手）に多い。269図では，それにかわる動詞形（名詞形

以外）の．回答があったためであろうか。86図のKAMA－

RU，　K：AMAROWA，　KAMURU，　KAMORU，さら

にKIAGURUなどと関連させて考える必要があろう。

　KAORIの中には，〔kaor了，　kawori，　kawori〕な

どを含む。5538．33（両図），5548．24（268図）の〔kaol〕も

ある。

　KAOTは，268図のみ。7373．23と7373．56。

　KAOIも，268図のみ。4659．50と7330．77。

　KAOREも，268．図，6422．93のみ。

　．KAORIKOは，両図の3762．85と268図の3747．

45。

　KAWARIは，両図とも3702．89と6472．53。

　K：Aは，両図とも50地点ほど。

　KAAには，〔ka・〕も含む。

　K：AKKOは，両図とも3649．16のみ。

　KANには，5623．42（268図），5623．85（田図）の

〔ka：〕，3688．82，5633．45（ともに両図）の〔ka〕を含む。

　NIYOIKAは，両図とも1725．35。

　ヨOGA，　HUGAとも，併用が多い。

　HANAGAも，併用のほうが多い。

　KUS（Y）AMIは，269図に多い。〔k曲salnl〕などを

含む。〔kul∫ami〕は，3778．00（269図）のみ。

　KUSEは269図のみ。5608．51と5674．54。すでに

のべたように，名詞と思われる。

　HUSYASYAも，269図，2068．08のみ。

　KUSURIも，269図，7422．26のみ。

　KIBIREも，269図，7415．85のみ。

　KOOK：1は，268図のみ，4638．43，5604．52，7362．

42。新潟のものは，ともに〔kD＝ki〕。
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　KABINも，268図，6635．44のみ。

　KAHUNも，268図，6466．16のみ。

　名詞形がない，はすでにのべたように，269図に多

い。両図にあるKANSIについてはすでに触れたが，

268図のものは，あと3地点（4637．20，6496．72，7351．

68）で，すべて動詞形だったが，269図のものは，．KA－

NSIを除いて，すべてクサイと～クサイ（イヤリクサ

イ，ケヤズリクサイ，ケヤツリクサイ，ズズリクサイ，

ズリクサイ，ツズケクサイ，ツズリクサイ，ネンズリク

サイ，ヤツズリクサイ，ヤッツズレクサイ，ヤネズリク

サイなど）が岩手にあるほか，6460．08，6481．15のシビ

トクサイ，7406．25のキノミクサイ，7381．97のキジメク

サイ，7501．68のキナベクサイなどが珍しい表現である。

　無回答は268図になく，269図に14地点である。四

国に多いが，おそらく，268図と違わないので答えな

かったというものを含んでいよう。

　もう一度，地図にかえって，全体を見てみよう「。．

　草であらわした表現は，すべて動詞．ニオウの名詞形

（の変種）とみられる。

　緑で示したものは，上の草の類からの変化と思われ

る。ニゴイは，語頭の鼻音が後続音に影響し，iから。

へのわたりにηとして顕現したものと考えられるdニメ

エは，周辺のNIWEEと関係があり，これも語頭の

鼻音が，．WをMに変えたものと思われる。

　赤のカザの類は，文献では『名語記』（13世紀後半）が

もっとも古い。このカザは，86図と対比すれば，’．カザ

ムという動詞と関係の深いことがわかる。このカザム

は，キザスなどという語と関係があるかもしれない。名

詞カザをもととして，たとえば白む，腹む，淀むなどの

ように動詞カザムができたのか，あるいは逆に，カズム

（黒ずむ，立ずむなどの類）などからカザムが生じ，．さら

に名詞カザが独立するようになったのかは，ちょ．りとわ

からない。分布からは，動詞形が古いのではないか，と

いう感じがするが，如何であろうか。ただし，カズムは

文献には見られず，カザムは，『談義本風流志道黙秘』が

初出のようで，どうもはっきりしない。カザの語源につ

いては『言語地理学の方法』によると，香ザスの語根説，

風の転かという説，香ザ（ザは餌サのサと似ている）説な

どがあるが，北陸で香を源とする語と共存することなど

から，結局香ということぼと関係があるものと思われ

る。関東，福島西部のものの性格は，よくわからない

が，古い時代の飛火現象の残存ではあるまいか。268．図
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では，5609．26でニォィ新，5781．65でヵザ多，6702．21

でカザ古，269図では4689．86でヵザ古，5609．26でニォ

イ新，6702．21でカザ古などの注が，あることはある。

　以下榿の符号のものが並ぶ。

　カバの類は，琉球の島々にのみ見られる。268図に多

く見られ，カンバシ〈カグハシの語幹とも思えるが，

86図には，動詞としてKAB～という語根が多いこと

がわかり，当然無関係ではない。いずれにせよ，香をも

ととすると言ってよかろう。

　カマリの類は，北奥にかたまっている。なお，『日本

国二大辞典』には宮城にもあるとするが，地図では入丈

島にも現われて驚かされる。86図と対比することによっ

て，動詞カマルとの関係がわかる。カマリは，当然動詞

カマルの名詞形であろうが，この動詞カマルは，自動詞

もあるかもしれないが，r全国方言辞典』などを見ると他

動詞がふつうのようである。したがって，カラム：カラ

マル，クルム：クルマル，チヂム：チヂマル，ツカム：

ツカマル，ハサム：ハサマルなどから類推して，カム：

カマルの関係を見ようとすることには，いささか無理が

ある。しかし，86図によって，東北地方にカムの多いこ

とがわかり，カムとカマルの関係は断ち切りにくい。一

方，KAMORI（3773．12，3783．11－269図は後者のみ）や

次に述べるKIAWARI（両図とも3702．89と6472．53）

を介すれば，カオリとの関係を無視することはできな

い。ともあれ，いずれにせよ，香ということばをもとと

すると考えられる。

　寸胴リの類は，まず，動詞カオルの名詞形としてよか

ろう。カオルの語源ははっきりしないが，やはり，香と

無縁ではあるまい。

　曲玉の符号を与えたものは，茶・紺の色を与えたもの

を含めて，香の直系の語形と思われる。秋田から北陸に

かけて多く見られるが，別に，九州や沖縄にも見られ

る。北陸におけるこの類とカザの類との併用地点の注記

を見ると，ホガ・フガ・ハナガが古いとするものが，圧

倒的に多い。ホ（ガ）・フ（ガ）・ハナ（ガ）の意味はよくわ

からないが，ハナガは，移香であろうか。香が一音節な

ので，なにかをつけて語形を補強したのであろう。

　こうみてくると，主として榿と赤であらわした香をも

ととした諸語形が，北奥から主として日本海岸を通り，

中部地方西部から近畿，中国東部，四国（北半）を経て宮

崎・鹿児島に達し，さらに琉球の島々にかけて，ほぼ連

続して分布し，東北南部，関東から東海地方にかけて，・
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および高知，さらに中国西部，九州北西部に，ニオイの

類が密度高く分布している，ということになろうか。香

の類が連続して分布し，ニオイの類が地域を分断されな

がらそれを取り囲んでいるようにも見える。

　しかし，268図では榿のカオリの類が全国に散在し，

一方，香の類の地域とした中にも，ニオイの類がかなり

見られることにも，注意しなければならない。また，86

図を見ると，動詞形の中の香は，山口，福岡北部，大分

南部，奄美・沖縄を除いて，ほとんど全国を覆っている

ことに注意する必要がある。

　したがって，268図，269図だけを見て，ニオイ類が

古く，香の類が新しいなどとすることは，速断にすぎな

い。文献の教えるところによると，ニホフもカヲルも，

元来は嗅覚に関するものではなかったようであるが，意

味変化は，各地で，複雑な過程を経て，さまざまに進行

したものと思われる。現在ニオイの勢力の強いいくつか

の地方では，おそらく，各地域で平行的な変化があった

のであろう。

　分布上から言えることは，香の類の中で，カザの類が

新しい，というぐらいであろうか。カバの類，カマリの

類，ホガ・フガ・ハナガの類は，それぞれ局地的な発生

に違いない0

　268図と269図，さらには85図，86図を詳しく比較

すれば，さらに深い段階に達することができよう。それ

は今後の課題となる。

270．はい（灰）

　質問番号150と151とを区別せず，同一語形を回答し

た地点が非常に多かったので，両項目の回答を1枚の地

図に登載し，両項目間に違いの見られる地点では，それ

ぞれの符号に補助符号を付けて示した。たとえば，青森

の274386では，150が且OGORI，151がAGUであ

り，新潟の4648．42では，150．がAGUと且AEの併

用，151がAGUであることを示す（それぞれの地点

で両項目に共通に現われる語形には，補助符号を付けて

いない）。ただし，項目問に微細な音声的差異が見られ，

それらが本図で同一見出し語形にまとめられた範囲のも

のであるときには，その区別を図示していない。たとえ

ぼ，山口6376．33の内容は〔haし〕（150）と〔hai〕（151）で

あった。

　質問番号150の項目は，62年度以降に一部の地域で
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．調査を打ち切っており，151．の項目は，同年度以降全地

域で調査を打ち切った。そのため，本図では地点数が少

なく，また，一部の地点では，150の回答しか得ていな

い。

　この図では，ハイ類およびハイ類を要素に含む語形

（AK：UBAIなど）について，語形の分類のしかた（それ

ぞれの見出し語形の下にまとめられた音声変種の範囲），

および，符号の色・形を，比較のため，232図「はえ」と

統一した。その際，232図の内容に見られない音声変種

については，232図の分類原則に照らしてしかるべき見

出し語形に含め，あるいは新たな見出し語形を加えた。

　凡例の見出しの排列も232図にならった。すなわち，

ハイ部分の音声内容が，代表見出し形として示したもの

と同一もしくはそれに含めて良いと認めたものは，代表

見出し形の次にまとめて排列し，見出しの位置を一段右

側へずらしてある。たとえぼ，HEE〔he：〕の次に位置

するHEEBOは，　HEE部分の音声が〔he：〕であり，

HEE〔hε：〕の次の且EEBOのHEEは〔hε：〕である

ことを示す。

　〈併用処理〉は，232図と統一して，これを行わな

かった。

　以下，色ごとに，その分布を説明しよう。

　緑の類は，東北，九州東部，琉球の大部分などを除い

た地域に広く分布する。この類の各種り語形や音声変種

の分布について232図と比較すると，調査地点数の違い

による分布の粗密の相違は別として，その領域は，大ま

かには一致しているものが多い。ただし，HAIBO，

HAEBOなど，～BOの語形の分布には両図の間に大

きな違いが見られ，232図では富山・石川などに見られ

るのに対し，本図では愛知東部から静岡西部にかけて集

中している。また，232図に見られる．HAIBOBOなど

～BOBOの形は，本図では皆無である。またHAEは

本図の方が若干少ないが，この点，「はひ（灰）」と「はへ

（蝿）」との古形もしくは表記の違いが，わずかに反映す

ると言えようか。

　本図の凡例のKARAHAI以下NUKABAIまでの
語形などは，灰の原材料や製法など，いわば灰の種類の

違いにもとつくと考えられる語形が多く，これらは当然

232図にはない。本図では，この種の語形も，原則とし

て全部登載してある。これらのうち，SUBAI，　WAR－

ABAIには「わら灰の，作りたてでまだ色の黒いもの」

などの注記が多かった。また，KOZURIBAI　6507．48
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には「木のもえさしなどのまだ混じった灰」とあった。な

おZIRUH：AI，　SIROBAI，　KUSABAI，　MOK：U8AI，

TAKIBAI，　NUKABAIは150の項目のみに，

DOBAI，　KOZURIBAIは151の項目のみに現おれた

語形である。

　榿の類はハイ部分の語頭が両唇摩擦音HW～の語形

をまとめたものであるが，これらは，九州の主として東

部と奄美・沖縄，さらに東北の一部にも見られる。茶の

アク類に圧倒されたため東北で分布が薄くなっているほ

かは，232図の分布と大差はない。

　ハイ部分の語頭がP～である赤の類は琉球に集中す

る。なお，　SIRAPPEE5671．68もP～ではあるが，

これは，他のP～の語形と性質が異なる点を考慮して

緑の類に含めた。またKARABALI　2068．08のB～は

P四の変種とみなして赤の類に含めた。なお，PAU，

BAnのLiは〔fZi〕〔ち〕〔Zi〕をまとめたものである。

　赤の類のうち，宮古のものは大部分がK：ARAPALI

であるが，このKARA～の語形は九州の壱岐・対島に

も集中的に見られる。KARAは「燃えがら」の意と思わ

れるが，あるいは，「籾殼」などの「殻」との関連について

も考慮すべきかもしれない。というのは，本図で福島の

5608．51にSUGUBOがあり，その注記に「特にもみが

ら灰を言う」とあるし，また熊本の7364．34にNU－

KABAIが見られ，171図「もみがら」を見ると，この

地点はMOMINUKAであり，また，本図でKARA～

が分布する琉球の宮古や九州の壱岐・対島には171図で

モミガラ類が分布すること，などからである。もっとも

福島の5608．51は171図でNUGAであってスクモでは

ないが，やや離れた関東南部にはSUKUMO，　SU－

GUBOが集中的に分布する。

　紺の類のうち，EE〔e：〕およびEE〔ε：〕は，ともに8

323．59にHE〔he〕との併用で見られる。これらは隣接す

るHEE〔he：〕やHWEE〔Φε：〕の類に含めてもよかった

が，質問番号150の注記に〔e：〕〈古〉・〔he〕〈新〉と

あり，〔e＝〕が偶発的な音声のゆれによって生じたもの

ではないらしいので，これを，とくに生出しておいた。

なお，EE〔ε＝〕は，質問番号150と151の両方の注記に

「elはε＝のようにも聞える」とあったので，これを採用

したものである。

　茶のアク類は東北と北海道に広大な領域をもつほか，

琉球の奄美を含め，全国に点在する。この分布から，近

畿を中心に最初に広がったのはアク類であるという見方
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が可能かどうかという点については，「灰汁」「植物の渋

み」など他の意味のアクがもし全国的に用いられている

とすれば，西寄りの地域に点在するアクは別の意味分野

から，いわぼしみ出したものとも考えられるから，アク

の分布に周圏論を適用することは無理かもしれない。

　東北にアクが広まった背景については，この地域でハ

イ（灰）とハエ（蝿）とが同音衝突を起こした結果，隣接

意味分野（「灰汁」など）のアクが「灰」の意味分野にまで侵

入したことも考えられる。もっとも，東北以外の全国各

地で「灰」と「蝿」とが現実に同音衝突を起こしているの

に，ほとんどの地域でこれを避けようとしていない点な

どに問題があるかもしれず，なお検討を要する。しか

し，たとえぼ，先に述べた，北陸における「灰」一ハイ

（ハエ）と「蝿」一ハイポ～（ハエボ～）の区別，東海地域に

おける「灰」一ハイポと「蝿」一ハイの区別などは，同音衝

突を避けた例とみることができよう。さらに，同音衝突

回避説とは別に，あるいはそれに加えて，東北その他，

本図でアクが分布する地域には「灰汁」や「植物の渋み」を

意味する別の語形が古くから存在したために，中央から

伝播したアクを「灰」の意味で採り入れたという事情があ

るのかもしれない。全国各地で「灰汁」「植物の渋み」など

をどう呼ぶかについて詳しいことはわからないが，『全

国方言辞典』には，「ぎけ」の見出しで「気。あく気。『さ

つまいものキケをとる』秋田県鹿角郡・山形県米沢」，

「じけ」の見出しで「植物のあく。岡山・高知」とあり，本

図のアクの分布と，やや関連するところがあるようにも

思われる。『山形県方言辞典』によれぽ「山菜などにある

あく気」の意のキケは，米沢を含む置賜地方で広く用い

るようである。なお，『日本国語大辞典』によれば，古い

文献では，「あく」は，「灰汁」の意として『古今集』や『十

巻本和名抄』に現われる。

　次に，西日本各地のアクは，多くの地点で150もしく

は151のいずれか一方の回答であり，しかも，150と

151のいずれを意味するかについて，必ずしも一定の地

域性が見られない。これは，．結局，西日本では「灰」の意

味でアクを用いることはまれであり，150と151のいず

れにアクが現われるかについてはある程度の偶然性が働

いたにすぎないのかもしれない。これに対して，東北で

は，アクが150・151を通じて用いられる地点が多いと

ともに，ハイ類とアク類との併用の地点では，ハイ類が

150のみに，あるいはアク類が151のみに用いられる地

点が比較的多く，これに対して，アク類が150のみにあ
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るいはパイ類が151のみに用いられるという逆タイプの

併用地点は少ないという傾向が認められる。なお，単用

の地点で「150のみ」の補助符号が付いた語形は，最初に

記したように，151については調査を行わなかった地点

のものであり，その語形が151の意味では使わないこと

を意味するものではないことに注意してほしい。

　アク類のうち，AKOは入丈の3地点のほか静岡

6633．27に，またAGOは山形4628．61に見られる。入

丈にはアク類が集中しており興味深いが，これらはいず

れもハイ類と併用されており，いずれの地点でも，ハイ

類に「木灰」，アク類（AKUBEIを含む）に「わら灰」と

注記してあった。151の方はともかく，150の項目の回

答として「わら灰」の注記は妙だから，これらのAK：U

は「151のみの回答」として扱うべきであったかもしれ

ないが，150の質問文の中の「たきぎ（まき）」の部分に十

分な注意が払われなかった地点が他にもありうると考え

て，本図では，150・151それぞれのカードに記入して

ある語形は，注記内容の如何にかかわらず，原則とし

て，その項目の回答として図示してある。6472．05と

0257．12のAKUは150のみの回答であるが，とれらは

150のカードの注記欄に「わら灰」として記入してあった

ものを，上の原則に準じて，150の回答として採用した

ものである。なお，0257．12のAKUの具体的内容は

〔a’k〕であった。また，6377．11，6440．67のAKUは

151のみの回答であるが，これらにも「わら灰」の注記が

あった。

　このように，ハイ類との併用でアクがわら灰であると

注記してある地点のアクの中には，洗濯や染色など特殊

な用途に対する名称，いわば「灰汁」を意味するアクと

の境界にある語形が含まれていよう。実際に，弓丈の

7659、40のAK：Uには，．150の項目の方のカードに「わ

ら灰。洗濯に使った」との注記が見られた。また，6412．91

のAKUには「炭火の上にかけるときに特に言う」と

あった。そのほか，アク類の語形についての注記とし

て，「かたまった灰」とするものが，1763．60，459931（以

上「150のみ」の回答），1719．38，5613．53（以上「151のみ」

の回答）の4地点に見られた。なお，新潟の5613．48では

「〔hae〕からとった純粋の灰分は〔aku〕という」，また，

5612．98では「こんにゃく製造の時に使用する，そぼがら

を焼いて作った灰分は〔ag司と言う」とあり，この〔aku〕

と〔agu〕とは，150・151のいずれにも該当しなし．・と判断

して採用しなかったが，アク類の領域の末端にこのよう



な注記つきのアク類の語形が見られるのは，それなりの

理由があろう。

　北海道の0873。94や新潟の4637．68では，150－AGU。

151－AKU，また，宮城の4763．62では，150－AKU。

151－AGUという区別が見られるが，　これらは，ある

いは音声のゆれにすぎず，被調査者に両項目を区別しよ

うとする意識はないかもしれない。この種のものは，ほ

かに，150　HAI・151一且Ali】6652．06，150－HEE

〔h田：〕・151－HAI　6471．59，150－HYAA〔ga：〕・151－

HAI　7383。83，150－HYEE〔g毘：〕・151－HEE〔h毘：〕

6635．54など，数地点に例が見られる。

　紺を与えた諸語形のうち，凡例のHOKORIから

HIBUGURIまではホコリ類と考えて符号を与えた。

これらはいずれも項目150の回答である。この類の語形

には，「燃え残りの白いもの」「飛び散るもの」「ふわふわ

したもの」などの注記のある地点が多かった。

　ホコリ類のうち，HOKORI，　HOGORIのような単

独形が最も多く，これらは青森に集中するほか，愛知

6630．82にも見られる。なお，271～274図「ほこり・ご

み」を見ると，青森ではゴミ類が多く，ホコリ類は青

森東部のそれも一部分に分布するだけであり，本図の

HOGORIとほぼ補い合う分布を示している。本図で

青森南部，岩手東部，さらに全国各地に点在するH：1－

HOK：ORI，　TAKIBOK：ORI，　MEEBOK：ORIなど

の複合語形は，「埃」「塵」などのポコリとの混同を避けた

ものと言えよう。なお，　MEEBOKORI5685．37の

MEEはたぶん「燃え」であって「舞い」ではなかろう。

　OK：ORI　2775．45，　MOEOKORI　6506．86，　0GORI

2763．28，0K：IRI　6632。15は一つの類と考えて符号を与

えた。これらはおおむねホコリ類に接して分布している

から，オコリはホコリの転じたものとも考えられるが，

あるいは動詞オコル（炭火などが熱して赤くなる）との関

係も考慮すべきかもしれない。OKI　7433．52は「燥」であ

ろうが，OKIとOK：E　7504．11，あるいはOKIRIと

の関係の有無は不明である。

　ZYOO，　ZYO，　ZYUUは滋賀を中心に集中するほ

か，福井，富山・新潟，秋田にも見られる。RYUU

5604．52はZYUUの変種とみなして符号を与えた。こ

の類の語形は，150の項目にのみ現われ，また，ホコリ

類の場合と同様に，「燃え残りの白いふわふわしたもの」

「燃えたあと，原形を保っているもの」などの注記のある

ものが多かったが，ホコリ類に多かった「飛び散るもの」
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という注記は見られなかった。なお通説ではジョオは

「尉」に由来するものであって，白い灰を老人の白髪にな

ぞらえたものと言われる。『日本国二大辞典』によれば，

「灰」の意味のジョオは大阪・和歌山・鳥取・愛媛にも分

布するらしいが，本図には現われていない。

　KUDO　7313．34は「かまど」の意から転じたものであ

ろう。YUNIは奄美の喜界島に見られる。これと関係

があるものとして，r全国方言辞典』によれば「火山灰」の

意味のヨナが熊本にあり，また274図「ごみ（川のごみ）」

では沖縄1261．70にYUNIが見られる。　HIGUN

2072．20は「火のごみ」であろう。同地点は，271図「ほこ

り」ではKUN，273図「ごみ（掃除の対象）」および274

図ではMYAKUNである。　OKOROMO　5611π4，

HWEEGOROMO　7395．25のコロモは，薪や炭が燃焼

して灰をかぶったようすをあらわしたものか。KOMO－

RO　7461．77はKOROMOの音位転倒とみなして符号

を与えた。SYARI　6583．93には「水がかかったり，杉

の木を焼いたもので，固まるもの」との注記があった。

これは，あるいは「舎利」に由来するものであろうか。

HIBOI，　HINBOEはともに山形に見られる。『山形

県方言辞典』によれば，ビボエは「焔」あるいは「火の粉」

の意味で県下各地に分布する。このBOI，　BOEは，

あるいは「燃え」にもとつくものかもしれない。なお，

HIBEE　4700．37は緑の類に含めたが，これは，分布か

ら見て，HIBO工，　HINBOEの転とも考えられる。

　以上，主な見出し語形について説明した。最後に，比

較的少数の地点（5地点以下）にのみ現われる見出しにつ

いて，検索の便のため，その所在を記しておこう。（すで

に分布を記した語形は除く。）

　DOBAI　6412．12，6585．25，7423．77，　SUBAI　5597．

　78，6424．89，6476．93，6491．49，7460．23，ZIRUHAI

　O275．36，　KOZURIBAI　6507．48，　SIROBAI　6610．

　00，KUSABAI　7364．34，　MOI（UBA工7382．97，

　TAKIBAI　7332．46，7373。99，　YAKIBAI　7393。62，

　HAAI　6518．87，　HYAAI　6607．18，　HA！1715．53，

　5574．42，5574．79，　HAIi】BO　6621．94，　HEI〔hei〕

　5654．94，　5655．41，　7659．31，　7659．40，　HEI〔hεi〕

　6507．72，6517．31，6517．50，HEEBO〔he：～〕6549．03，

　6558．09，6611．61，SINNOHEE　7380．74，　SIRA－

PPEE　5671．68，　WARABEE　5635．65，　GOBEE

　5626。92，　KOBEE　8311．63，　HEEBO〔hε：ん〕

　5731．13，HIB：EE　4700．37，　GONABEE　5771．36，
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HEE〔hεεe〕4644．10，　6407．28，　HEE〔h3＝〕　1260．87，

HYEE〔gε記〕7269．96，　HYli】EBO〔gε毘～〕5741．25，

HINNOHYEE　8300．25，　HIEE　7269．48，　HE〔hε〕

4619．63，4652．79，4704．45，6518．30，8324．26，SIBE

3791．02，　HE〔h鵠〕　3721．37，　3732．26，　3781．86，

3782．98，　4702．10，　HYE〔g朗　　3792．96，　HAA

6528．06，　　6528．64，　　8393．69，　　9303．88，　　9313．55，

MOKIUBYAA　7381．47，7382．97，　HWEI〔Φei〕

7345．43，7353．19，HWEI〔Φ己i〕0246．97，0256．08，

HWEE〔Φ己：〕0237．84，0257．12，0257．43，　HWEE

〔Φ田＝〕8304．66，HWE〔Φε〕7385．38，8305．73，

8334．25，8335．48，8335．83，H：WEKK：03782．12，．

HWEBUGURO　3740．29，　HWYE〔Φj刎375247，

HWYAA〔Φjal〕7239。82，　7384．16，　7385．61，

ZIROPAI　O228．96，　PALI　2068．08，2151。64，　PEE

〔p3：〕2095．60，　PEE〔pε：〕1241．49，　AKUBAI　4629．

43，6495．88，AKUBEE〔～bε：〕4652．79，　AKUBEI

〔～bei〕7659．31，　AK：UBO　7421。62，　WARAAKU

6460．10，AGUBEE〔～bε：〕4722．55，　AGUBE〔～bε〕

4618．87，4629．43，AGU13E〔～b肥〕3772．73，　HODO－

AGU　4741．44，　HIROKORI　5628．23，　HIBOKORI

3726．25，6610．77，　6622．69，　SIBOKORI　3705。82，

3716．58，　HIPOKORI　3732．73，　3757。09，　SIPO－

KORI　3701．70，　TAKIBOKORI　4752。11，6433．34，

．7432．95，7461。77，　H工HOGORI　4733．91，　HIPO－

GORI　3741．57，3747．91，3778．00，　HIPPOGORI

3756．26，　SIPPOGORI　3731．61，　SUPPOGORI

3712．74，3721．30，3731．46，HIBUGURI　3717．90，

SARIZU7420．18，　YAGEAGARI　3764．86，　TAK：1－

OTOSI　6529。15，　HINOKO　5577．88，5578。27，無

回答　1169．840

271．ほ：こり（埃）

272．ごみ（目にはいるもの一回）

273．ごみ（掃除の対象一塵芥）

274．ごみ（川のごみ一塵芥）

　相互に関連が深いので，4枚を一括して説明する。作

図にあたっては，語類のまとめ方や符号の与え方を，戸

山統一してある。なお，この4項目についっては，後期

計画で調査を打ち切ったので，地点がすくない。
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　塵埃，塵芥，廃棄物，残淳，屑などの諸概念について

は，各図左下欄に示した質問文によって，各調査地点の

言語状況のすべてが明らかになるとは思えない。むし

ろ，不十分というべきであろう。ここでは，．273図に

示した掃除のときに集まるゴミを中心に据えて，一方に

はそれと区別されることのある274図の川のゴミ，他方

にはかなり形態は違うがゴミと言われることの多い272

図の目にはいるゴミを配してその関係を見，さらに目に

はいるゴミと関連の深そうなホコリを調べてみたに過ぎ

ない，と言えるかもしれない。文献によればチリもゴミ

も，元来は土や泥に関連したことぼだったらしいから，

もうすこしそうした面に触れる質問も用意したほうがよ

かったのかもしれないと，いまは思っている。

　まず，各国をそれぞれざっと見ることにしよう。

　271図ホコリについて

　この271図でく併用処理〉の対象としたのは，HOK：一

〇RI，　HOKOTである。処理したものは全国で約40か

所ほど，九州にやや多く，中国，北陸，新潟にわずかに

見られるという状況であった。なお，特にこの図につい

てであるが，本鞘270図「はい（灰）」に関連するところが

あるので，解説とも対比してほしい。

　凡例順に見ていくことにする。

　MIZINは，微塵という表記につられてここに配列

した。岐阜・滋賀，和歌山に見られる。

　GO（0）MIの中でGOOMIという表現は，6497・41

のみ。

　GO（0）Mの中のGOOMは，7381．97と8301・19。

　GUMI（1）の中のGUMIIは，1231．72のみ。

　GUNは，5547．96と0228．96。

　CIRIGOMIは，5589．30のみ。

　正【OK：ORIGOMIは，6395．46のみ。

　～GOMIの内容は，5546．56のワタゴミ，5677・85

のドロゴミ，6457．45のスナゴミ，7373．92のタタキゴ

ミであった。

　GODOは，3773．12のみ。

　BOK：UTAは，7450．20のみ。

　BOKUも，同じく7450．20のみ。

　BOK：Aは，6621．94のみ。

　HOKORIの中には〔hokori，　hogori，Φogori，

hokor〕なども含まれている。

　HOIi【ORIは，4753．52と6710．02。

　HOORI「は，6649．28と0256．76。
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　HOKOIの中には〔Φogoji〕も含まれている。

　HOKIRIは，5652．96のみ。

　HUK（K）UIの中のHUKKUIは，1232．75，123
3．61，　1242．26。

　GOMIBOKORIは，6472．58と6562．48。

　～BOK：ORIは，実は5546．82のワタボコリのみ。

　PUKUSUMIは，1242。72のみ。

　HUK：USINは，1232．29のみ。

　PUKUSINは，1241．05のみ。

　PUKUMIは，1223．91のみ。

　HUHUMIは，0256．08のみ。

　HUHUMhま，0247．56のみ。

　HUHUMは，0246．97，0256．08，0257．43。

　HUUMUは，0249．17，0340．00。

　HOOMOは，0238．55のみ。〔Fo＝mo〕とあるから，

HWOOMOとしたほうがよかったかもしれない。

　HOMUは，0256．89のみ。

　HOOGOは，7361．82のみ。

　BOCI（MEK：1）は，3701．70の〔bo七simeki〕と，3716．58

の〔b田ts笠〕。

　BOSAは，5741．25のみ。

　BOSUは岩手，　GASUは新潟に見られる。

　GOBEEは，5703．68のみ。

　HOKEは，5471．59と6296．27。

　KO（0）は，6506。55と6610。77のKOと，6571．68の

1（00。

　KOKOは，6506．55のみ。

　TATAMINOK：0は，5472。34のみ。

　KUNは，2072．20のみ。

　NIKOは，6554．45と6582．73。

　NI（N）GOは，6582．73の〔pii，o〕と，6583．41の〔Jli1⊃1〕o〕。

　SUBOは，九州東岸。

　GOMISUBOは，7376。68のみ。

　YOGOREは，7383．83のみ。

　ZIMIは，5557．48のみ。

　その他は，6657・54のドロと，7391．44のケブリ，ヨゴ

レケブッ，ゴムケブッであった。

　無回答は，1221．47と1242．00と2074．69。

　したがって，凡例には50種ほどの語形が挙がってい

るが，6地点以上に見られるものは，凡例順に，CIRI，

GOMI，　GOM，　GON，　GUMI，　HOKORI，　HOKOI，

HOKORE，　HUKUτ，、．　PUKI，　SUBOの11語形と
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いうことになる。これらをさらにまとめれば，チリ，ゴ

ミ，ホコリ，スボということになろうか。

　このうちスボは272図に，チリは273図にもっとも多

く出現する表現なのでそちらで説明することにすれば，

結局この地図は，巨視的にはゴミ類とホコリ類の2語類

の対立がもっとも顕著である，ということになろう。ゴ

ミ類の勢力は，他の3枚と対比すればわかるように」こ

の図においてもっとも弱く，ホコリ類は，4枚の中で

もっとも強い，ということになる。ゴミは『平家物語』

『名語記』以降，ホコリは『運歩色葉集』以降の表現のよう

であるが，本土部では国の中央にホコリが多く，国の両

端でゴミの勢力が強いと言えようが，琉球では逆に中央

でゴミ． ｪ勢力を持ち，周辺にホ罫リが見られるといった

状況で，ゴミ・ホコリの消長には，やや複雑な事情の

あったことが想像される。ここでホコリの類としたもの

の中にも琉球（ことに奄美から沖縄島北部にかけて）は特

殊なものが多く，正確には，素性のわからないものもあ

る。273図で入重山に見られるもの，274図の沖縄島の

HUKUCICIと入重1⊥1のYURIHUKUZIも関連して
考えるべきものである。

　272図ゴミについて

　この272図でく併用処理〉したのはGOMIであり，

全国で11地点であった。このほか，5569．99の〔jugi〕

〈冬に言う〉，5657．73の〔suna〕（共），6457．51の〔tsu－

t∫ikemuri〕，6546．15の〔i∫i〕〔石に限らない〕を併用の特

殊語形として省略した。最初のものは，冬には土埃など

立たない地方の特色なのであろう。

　凡例順に見ていく。

　AKUTAは，7360．47のみ。

　CIRIは，5670．47，5688．37，6698。61，7354．23。

　ME（N）CIRIは，6593。98の〔met∫iri〕，669820の

〔mett∫iri〕，6584．90の〔menot∫iri〕をまとめたもの。

　MINCIRIは，琉球列島に見られる。；奄美のものは，

MINCIRIで現わしうるものが多いが，それでも⑪340．00

の〔mint∫ira：〕，0249．17の〔mint∫ilra＝〕をも含んでい

る。先島のものは，2150．07，2151．67の〔lnilnutsi〕，

2151，64の〔mimutsi＝〕，2150．17の〔mi＝mutsi〕である。こ

の4地点のものは，別出すべきものだったかもしれない。

　ME（N）ZURIは近畿南部に見られる。MENZURI

となるものは6582．73，7502．22，7503．11，7523．30，7523．74

および，MEZURI，　MENZURI両用の7522．48で
あった。
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　GO（0）MIの中でGOOMIとなるのは7362．67と

9322．52月目。

　GO（0）Mの中でGOOMとなるのは，7372．96のみ。

　GUMI（1）の中でGUMIIとなるのは0257。12のみ。

　GUUMは，0246。48のみ。

　GUNは，5547．96のみ。

　～GOMIの内容は，6466．16の〔sunagomi〕と，6550．96

の〔tsut∫igomi〕。

　GOMOKIは，6287．42のみ。

　GOMUKIは，7390．70のみ。

　GOMOTは，7275．07のみ。

　GOKUMOは，入丈島に3地点。

　GOTAは，6583。93と7501．68。

　GO（N）DOの中でGONDOとなるのは，3787。45と

4704．45。ただしg6doのようなものは別にもある。

　MEEBOKUは，7450．20のみ。

　HOKORIの中には，271図と共通するものが含まれ

ている。

　HOI（OIもHOKORIと同じ。

　HOKOREは，8229．96と8300．87。

　MEBOKIORIは，6583。41と7414。43と7423．77。

　GOMIBOKOIは，7350．21のみ。

　～BOKORIの内容は，5579．10と5612．39と6652．30

の〔sunabokori〕6519，43と6606．35の〔tsut∫ibokori〕，

4760．64の〔dz曲50コ口ji〕，7433．52の〔tat〔s〕ubokori〕，

4741．92の〔bambogorし〕であった。

　HUKUSIMIは，1221．47のみ。

　HOOMUN’は，0275。97のみ。

　BOSUは，3746．09のみ。

　GASUは，4638．43と4667．76と4677．65。

　K：OHAIは，6524．66のみ。

　MEHODAは，7406．53凹み。

　MON（0）のうちMONは，6587．42のみ。

　MOOは6520．94のみ。

　ME（NO）MON（0）の中で多いのはMENOMON，

MEMONO，　MEEMONO，　MEMON，　MEEMON
でありMENOMONOは5472．34，6476．93のみであっ

た。別にMENMONOとでもすべき6519．67，　ME－

NONOMONO　の7460‘39，　MANAK：OMONOの
4687．37が含まれている。このほか，6460．08では〔me：一

monogahaitta〕と言うらしい。〔me＝moηgahaitta〕と

するものは6378．87，6419．09，6460．08，6532．70であっ
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た。これらもこの見出しに含めてあるが，me：の部分

は〈目へ〉という名詞プラス助詞（と交渉の深い）ものと

思われる。

　MEMUNは，8313．72と8324．26。

　MEBUNは，7391．44のみ6

　ME（NO）MOの中で，　MEMOは6572．97，　MEN－

OMOは6542．32と6564．51であった。別に5588β1と

7339・27のものはMEEMOとすべきものであった。

　MEEBOは，6523．86のみ。

　MI…】PPOは，6565．17と6565．22。

　MENOME（NO）のうちMENOMEは5574．79と
557593と5585．09と6555．31と7266．92。

　MENOMIは，6552．88のみ。

　MEMONZYOは，7248．15と7248。49のみ。

　MEMENZYOは，7381．97のみ。

　ME（ME）NGOは，7390．26のみ。同地点で2形併

用である。

　MEMURIは，7384．16と7385洛1のみ。

　MI（N）CIMUNUの中で，ほとんどはMICIMU－

NUであり（但し宮古のものは〔miltsimunu〕，2095．60

は〔mi5imunu〕），　MINCIMUNUUは1169．84，　MIN－

CIMUNは1148．59と1231．72と1261。16，〔mintimun－

uninuku1〕〕とあったのが2072．20であった。

　MI（N）CIBUNUとあるものは，逆にMINCIBU－

NU式の方が多く（但し0294．66〔mint∫iburu〕，1223．91

〔mi＝nt∫iburu〕，1232．75〔mint∫ibui〕，2074．69〔min－

t∫ipuni〕で，みな変種），　MICIBUNUは2076．98と

2151．11（後者は〔milts1v〕）であった。

　MI〈N）CYUMUNUとあるものは，　MICYUMU－

NU式の方が多く（但し2085．69〔mitsumunu〕，2076．96

〔mitt∫umunu〕，2151．51〔㎜i＝t∫umunu〕，2075．22〔mi－

tsumu〕を含む），　MINCYUMUNU式のものは，

1251．27の〔mintsumunu〕，1271。20の〔mint∫u：na：〕，

1270．26の〔mimt§un乱＝〕（後2者は別出すべきだったか）

のみである。

　MINCYUBUは，1211．69のMINCYUBUと，
1250．59と1270．29のMINCYUUであった。

　MINCYAMU（N）にも変種が多い。　MINCYAM－

UNは1260．78と1261．01と1261．70と1271．05，　MIN－

CYAMUは1241．96と1251．98と1260．87（最後のもの

は〔mint∫amu＝〕で，別に，2068．08の〔mit七amunu〕，

1251．73，1261．32の〔mint∫amuna：〕，1261．80の〔min一



t∫amuja＝〕を含んでいる。

　MINCYABU（U）も同様で，　MINCYABUとなるの

は1156．89（実は〔mit均abu〕）と1233・61と1241・49と

1242．72（後2者は〔mint∫awu〕），　MINCYABUUとな

るものは，1231．88と1242．00と1251．04月過った。他

に，1167．01の〔mint∫abuna：〕，1232。29と1241．05と

1242．22と1242．26の〔mint∫abui〕（最初のものは〔min－

t∫aβui〕）であった。

　MOYAは，7312．69と7333．51。

　NIKOは，6554．45のみ。

　ME（N）SUBOはほとんどがMESUBO（8324．83，

8334．25，8334．63）で，7376．68はMESUBOとMENS－

UBOの併用であった。

　YAMAは，7312．83のみ。

　その他は，6571．63の〔metsubu∫i〕のみ。

　無回答は，5624．85のみで，砂とか土とか答えたとい

う。

　以上の60ほどの見出しの中で，6地点以上に見られ

るのは，MINCIRI，　ME（N）ZURI，　GO（0）MI，

GO（0）M，　GON，　GUMI（1），　MEGOMI，　GOMO－

KU，　GO（N）DO，　HOKORI，　EOKOI，～BOI（ORI，

MON（0），　ME（NO）MON（0），　MENOME（NO），

MI（N）CIMUNU，　MI（N）CIBUNU，　MI（N）CY－

UMUNU，　MI（N）CYAMU（N），　MINCYABU（U），

SUBOの21種であり，271図よりやや複雑であること

がわかる。

　大まとめにすれば，メノチリ，ゴミ，メゴミ，ゴモク，

ゴ（ン）ド，ホコリ，モノ，メノモノ，メノメ（ノ），ミン

チャムン，スボとなろうが，こうしてみても271図より

複雑である。

　この大まとめのうち，ゴミは273図，ゴモク，ゴ（ン）

ドは274図，ホコリは271図に多いのでそちらで説明す

るとすれば，A図を通じてこの地図に現われやすい表現

は，メノチリ，メゴミ，モノ，メノモノ，メノメ（ノ），

ミンチャムン，スボの7種となろう。

　このうち，メノチリとしてまとめたものは，三宅島と

近畿南部と琉球列島とに見られる。近畿のものはME一

（N）ZURIが多いが，　ME（N）CIRIがわずかに共存す

ることから，同類とみてよかろうかと思う。なお，273

図にGONZURIがあり，併せて考えるべきである。

チリという表現は273図に多く見られ，近畿でも琉球で

もこのメノチリと分布が重なるとはいえないが，関連が

　深いことは疑いえない。メノチリがある以上，もとチリ

　がその地域に存在したものといちおう考えてよかろう。

　南近畿のものは，全く別系の．ものが，民間語源説によっ

　てME（N）CIRIに近づいていったとも考えうるが，逆

　に，現在チリが存在しないため，なんらかの事情で語形

　が離れていった，と考えるほうが，穏当であろう。小地

　域における精査が望まれる。

　　　メゴミは，福井，静岡，兵庫，広島に各1地点のほか，

　　佐賀と熊本に見られる。付近にメノモノの見られること

　　は示唆的であるが，深い関係を考えずに，ゴミの一種で，

　　特に目にはいるものと考えておく。

　　　モノの類は，東北地方から新潟にかけておよび伊勢湾

　　周辺にややまとまりがあり，そのほか，近畿・中国・四

　　国に点在する。モノはもっとも抽象的な名称のひとつで

　　あって，何かわからないもの，という意味であろうか。

　　次項とも関係が深い。

　　　メノモノは，新潟のもの（〔manakomono〕ゆえ特殊）

　　以外，大体西日本に見られるといってよい。慨して前項

　　のモノと分布上平行していると言えるかもしれないが，

　　東北，北陸，九州などでは一致しているとは言い難

　　い。しかし，ここにまとめたものの中には，前述の

　　〔me＝mo1〕gahaitta〕式の回答が含まれ，これははたし

　　てメノモノなのかモノなのかはっきりせず（その中間と

　　もいうべきものかもしれない），両者の関係を断つこと

　　はできない。

　　　メノメ（ノ）類は，語形はかなり離れているが，前項の

　　メノモノが語源不明になって以後成立したものと思われ

　　る。福井でも，三重から．奈良へかけてでも，愛媛でも，

　　長崎でも，いずれも周辺にメノモノが見られる。もっと

　　も以上のような離れ離れの地域で，たがいに無関係にメ

　　ノモノ〉メノメノの変化が平行的に起こったと考えるの

　　は不自然で，むしろ古いメノメノの領域が分断された

　　後，民間語源説によって各地でメノメノ〉メノモノとい

　　う変化が平行的に起こった，とする考え方も，当然あり

　　うる。

　　　ここでミンチャムンにまとめたものは，．変種が非常に

　　多い。沖縄県下に見られるもので，ミは目，ムンは物と

　　思われるが，よくわからない。

　　　スボは，271図・273図にも見られるが，この図に

　　もっとも多い。r物類称呼』には，西国および四国で苞の

　　ことを言うと出ているが，『日本国語誌辞典』には，その

　　ほか，わらしべの意味のものが大分・鹿児島に，わらな

54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　271．●272．●273．●274・



どの塵の意味のものが福岡に，ごみの意味のものが大

分・宮崎に，土の乾いて砂のようになったものの意味の

ものが宮崎にある，と出ている。この図に多く，ついで

271図に，そして273図にすくないということは，わら

の細かい屑から，目にはいるごみの意味に変化し，さら

にほこり一般に変化し，他方，わずかにごみ一般に変化

していったのでもあろうか。地域的な詳しい調査によっ

て，意味変化のプロセスが明らかになるものと思われ

る。

　273図ゴミについて

　この地図で〈併用処理〉した語形はGOMIであり，

全国でわずかに5地点（近畿で1，九州で4）であった。

併用の特殊表現で省略したものはない。

　凡例1頂に見ていくことにする。

　AHUTAは，宮古島に3地点。

　CIRIAKUTAは，沖縄に2地点。

　ARUHUTAは，2095．60のみ。

　CIRI（1）の中でCIRIIとなるものは，1241．05のみ。

このCIRIの中には〔七∫ir董，　t鍼U，　ts敬ri，　tsiri〕など

も含まれている。

　CIIは，4760．64のみ。〔t∫ij℃。

　CITは，7373．23のみ。

　GONZURIは，6548．02のみ。近くにCIRIがあ

る。なお，CIRIの中に〔ts戯ri〕などが含めてあること

から，この見出し語形もGONZIRIとしてよかったか，

と思われようが，CIRIの中の〔ts薗ri〕が4701．73，475

0．32，4753．76のみであったことも考慮する必要がある。

なお，272図にME（N）ZURIが，地域はやや離れて

いるが現われていたことを想起してほしい。

　KIRIは，1241．49のみ。誤れる回帰とみてよかろ

　う。

　MIZINは，5577．88のみ。271図にもあったが，漢

字の関連でここに置いた。．

　MIZINGOMIは，5568．57のみ。

　GO（0）MI中でGOOMIとなるものは，5556．84と

9322．52であった。この類の中には〔gomi，　g6mi，50－

mi〕などが含まれる。そういえぼ，5556．84のGOOMI

は，〔go1mi〕であった。

　GUMI（1）の中でGUMIIとなるものは，0246．97と

0257．120

　GUUMは，0246．48のみ。

　GUNは，0228．96のみ。
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　CIRIGOMIは，6457．45のみ。

　～GOMIは，6457．45のみで，内容は〔aragomi〕で

あった。

　GOMIK：UTAは，6537。21のみ。

　GOMOK：UTAは，7341．47のみ。

　GOMIKUZUは，6529．63のみ。

　GOMOKUZO（0）のほとんど（5地点一すべて九

州一）はGOMOKUZOOであり，　GOMOKUZOは
7353．03のみであった。

　GOMO（0）K：Uの中で，　GOMOOKIUは8301．76の

み。

　GOMOK：1は5585β3と6287．42。

　GOMUK：1は7390．70のみ。

　GOMOTは，7275。07と7284．16と8343．97。

　GOKUMOは，入丈島に2地点。

　GOOMOは6384．25のみ。

　GOTAは，7501．68のみ。

　GUTAは，6558．37のみ。

　GOTTAKIUは6603．52のみ。

　GOSOは，7385．38と8335．83。

　GOSSAは，4598。33のみ。

　GO（N）DOのほとんどはGONDOであるが，
3762．85，3772．73，3782。38，4701。73をま〔g6do〕，3783．11，

3792．33，5732．13は〔godo〕であった。

　GASUGOMOKUは，4696．82のみ。

　BOKUは，7450．20と7460．23。

　MOK：UZUは，7411．27のみ。

　MOKUZOは：，6476．93と6485。46。

　GASUMOK：Uは4781．86のみ。

　HOKORIの中には〔hogori，　hokor〕などが含まれ

ている。

　HOKOIのうち佐賀，屋久島のものは〔hokoi〕だが，

4760．64のものは〔Φogoji〕である。

　HOKOREは8229．96のみ。

　1｛UKUIは，1156．89と2067．52。

　PUK（K）UIは，　PUKUIの1242．72と，　PUKK－

UIの1242．00。

　PUKIは2068．08と2151．64と215L67。

　HOOCIBUKUIは，1260．87のみ。

　HUKUZ董は2076．96と207a98と2076．99。

　HUKUZIは，2075。22と2085．69と2086．03。

　HUK：UC！は，2076．25のみ。
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　HUKUCIは，2074．69のみ。

　HUSUKUMIは，1261．16のみ。

　AKAは，6555．31のみ。

　AKKEZUは，3699．55と4609．68と4618．87。

　DOBOは，5586．70のみ。

　GASUの中には，4619．23と4687．37の〔gas1〕を含

む。

　HOOCIGARA（A）は，1260．78のHOOCIGARA，

1261．01のHOOCIGARAA，1231。72のPOOCIGA－

RAA。

　SOOZIGARA（A）は，2141．61，2151．20，2151．51

のSOOZiGARA，2150．06，2151．11のSAUZIGA－

RA，2068。08のSYOOZ董GARA，1231．88のSYOO－

ZIGARAAをまとめたものである。

　SOOZiGURUは2141．71のみ。　SOOZiGURUと

したほうがよかったかもしれない。〔SO：ziguru〕。

　HAKIDAMEの中には，3764．16のHAK：ITAME，

7470．29のHAK：UDAME〔hak歳dame〕，7376．68の

HAWAK：IDAMEを含む。

　HOOCIDAMIは，0294．66のみ。〔Folt∫idami〕で

あったから，HWOOCIDAMIとしたほうがよかった

かもしれない。

　KEBAは3764．86のみ。〔kεba〕。

　MOYAは，7312．69と7333．51。

　MYAK：UNは，2072．20のみ。

　無回答は，1223・91と1261．80と2140．49であった。

　凡例に示した語形約60のうち，6地点以上のものは，

AK：UTA，　CIRI（1），　GO（0）MI，　GOM，　GON，

GUMI（1），　GOMOKUZO（0），　GOMO（0）KU，

GO（N）DO，　HOK：ORI，　HOKOI，　GASU，　SOOZ－

IGARA（A），　HAKIDAME，　SUBOの15種とい

うことになり，これらをさらにまとめれば，アクタ，チ

リ，ゴミ，ゴモクゾ，ゴモク，ゴンド，ホコリ，ガス，

ソオジガラ，ハキダメ，スボの11種ということになろ

う。

　これら11種のうち，ホコリは271図で，スボは272

図ですでに触れるところがあったし，アクタ，　ゴモク

ゾ，ゴモク，ゴンド，ガスは274図の説明で見ることに

すれぼ，ここでは，チリ，ゴミ，ソオジガラ，ハキダメ

の4表現についてだけ概観することになる。

　チリは，『日本書紀・万葉集』以来の表現であるが，あ

まり多くない。近畿から四国・九州，さらに沖縄にかけ
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てやや密度が高く，そのほか関東（東京から西北にかけ

て），能登・佐渡・新潟・福島・山形方面に点在すると

言えよう。沖縄のものは中心部で密度が高いから，一見

この表現が（すくなくとも沖縄では）新しいもののように

思えるかもしれないが，272図などと対比すれば，語根

のチリはもっと広く分布していることがわかる。近畿内

部でも，同様な傾向が見られるといってよい。チリとい

う語根は，また塵取りや塵紙などの要素としてはさらに

広く分布していると想像されるから，ここで使った4種

の質問以外を使え．ぼ，単語としてのチリが，ここに見ら

れるより（ずっと多く）現われる場合があることが考えら

れる。つまり，この273図の分布だけからこのチリの歴

史を解読することは困難だ，ということであるが，歴史

の古いこの表現が，案外見られないものだ，という印象

はたしかにある。

　ゴミは，すでに述べたように『平家物語・名代記』以降

の表現であるが，琉球先島を除く全国に広く分布してい

る。271図以下274図までを通じて，もっとも勢力の強

い表現であるが，4枚目うちもっとも劣勢な271図で

は，おもしろいことに，この表現が琉球先島にも現われ

ている。あとでもう一度述べるところがあるが，271図

以下274図までを通じて，このゴミ類を一貫して使う地

域（津軽や鹿児島など）もすくなくない。これらのこと

は，この表現が，文献では鎌倉時代以降にしか現われな

いにもかかわらず，現代日本語として，非常に深く根を

おろしたものであることを示しているのであろう。

　ソオジガラは，沖縄の宮古島に多く見られる表現であ

る。掃除殼ということであろう。

　ハキダメは，四国から宮崎にかけて見られる表現であ

る。掃き集めて溜まったもの，という意味であろうか。

274図では，青森に見られる。

　274図川のゴミについて

　この図で〈併用処理〉した表現はGO（0）MIであり，

全国で8地点であった。併用の特殊表現で省略したもの

は，0779・03の〔mokudz㎜〕〈親に言われた〉と，4609．

54の〔mogu〕〈生えている水草をさす〉であった。

　AKUTAの中には，6559．67と6661．02の〔aエ〕田ta〕が

含まれている。

　AHUTAは，2140．49と2140．96と2151．64。

　AKOTAは，1251．27のみ。

　HAI（00TAは，1231．88のみ。

　AYAK：UTAは，6582．48と6582．73。
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　AK：UTAMOKIUTAは，7411．27のみ。

　AGURAは，7239．85のみ。

　AGUIは，1251．04のみ。

　CIRIは，岩手と大分と沖縄島北部。このうち，岩手

のものは〔tSUIri〕とあった。

　HAMOOZIRIは，1148．59のみ。

　GO（0）MIのうち，　GOOMIとなるのは，5556。84と

7382．58と9312．42と9322．52。このうち5556．84は〔go1一

mi〕であった。なお，4715．98は〔kawanogom至〕と報告

されていたが，ここに入れた。

　GOMは，九州のほか5547．96と5620．80。

　GUMI（1）のうちGUMIIとなるのは0257。12。

　GUNは，5547．96と0228。96。

　AKUTAGOMIは，6488。48のみ。

　KAWAGOMIの中には，　KAAGOMIとしてもよ

かったものを含む。GO（0）MIに含めた4715．98〔ka－

wanogomi〕も，ここに入れることも考えられた。

　NAGAREGOMIは，4753．76と6424．20。

　～GOMIは，2800．52のみで，内容は〔t∫a・nragomi〕

であった。

　GOMIAK：UTAは，7362．67のみ。

　GOMOHUTAは，0238．55のみ。

　GONMOK：UTAは，4740．26のみ。〔gommokuxda〕

であった。

　GOTTOMOKIUは，5664．51のみ。

　GOMOKUSAは3720．71のみ。

　GOMOKUSOは，4589．83と5508．19と5760．24と

5770．46であった。

　GOMOKUZUは，3751．81と7354。23と7390．26。

　GOMOKUZO（0）のうちでは，　GOMOKUZOが
すくなく，7343．14と7343．17と7352．38と7353．19と

8300．25であった。

　GOOMOKIUは，6497。41と7355．81と9303．88と

9313．55。GOMOKUの見出しをGO（0）MOK：Uとし

てその中に含めることもありえたろう。

　GOOMOKUSOOMOKUは，8248．18のみ。

　GAMOKUは，6498。33のみ。⑩amoku〕とあった。

　GOMUKUは，7390．70のみ。

　GOOMUKUは，8229．96のみ。

　GOMOKIは，5585．63と6287．42。

　GOKUMOは，7659。31と7659．53。

　GOMOZUは，3772．32のみ。
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　GOMOZOは，8353．68と8363．64のみ。

　GOMUZ（Z）0のうち，　GOMUZOは8343．74で，

GOMUZZOは，7266．34と8352．40と8361。28であった。

　GOOMOは，6384．25のみ。

　GUTAは，6558。37のみ。

　GOTANは，7503．11のみ。

　GOT（T）AK：Uのう．ち，　GOTAKUは3757．09で，

GOTTAKUは5652．96と5662．78。

　GONTAK：UREは，6558．10のみ。

　GOOSOは，7356．06と7365．67。

　GOSOは，7385．38と7386．63と7395．63と8335．83と

　8345．24
　　　　　0

　GOSSAは，4598。33のみ

　GOZUは，5672．52と5681．47と5692．53。

　GOIZOは，6491．65のみ。

　GOZOは，5781．65のみ。

　GOIDOは，6491．65のみ。

　GO（N）DOの中で，　明らかに〔godo〕のものは，

3783．11と3791．76と3792．33と5732．13と5781．65。東北

地方のものはGOTOに対応するものか。しかし，東北

地方に〔96do，　gondo〕も多いので，　GO（N）DOとし

た。

　NAGAREGONDOは，4711．41のみ〔na1〕ar色g6do〕

とあるから，NAGAREGODOとしたほうがよかった

かもしれない。

　BOKUTAは，7450。20のみ。

　BOKUは，7460．23のみ。

　NOKUTは，0246．48のみ

　NIK：UTAは，0246．97のみ。〔n了kuta〕であった。

　NUKUNZYAは，1242．22のみ。

　KAWAMOKIUは，7431．67のみ。

　ZOOMOKIUは，7503．48のみ。

　MOTAは，6527．44の〔mo七a〕と，4716．20の〔m6da〕。

後者はMODAとすべきものであるが，ここにまとあ

た。

　BOTAは，5506。68のみ。

　MOK：USAは，7423．12のみ。

　MOGUSOは，7433．52のみ

　MOK：（K）UZUのうちMOKK：UZUであるものは，

3781．21のみ。高知にはZU部分が〔dzu～d（z）u～du〕と

なるものがある。

　MOKUZO（0）のうち，　MOKUZOOとなるのは，



4760．98と7249．95と7386．55であった。

　MUZZOは8313．88のみ。〔mutzo〕とあったが，別

の表示をすべきものだったかもしれない。

　MOKUDOは，8306．42と8315．46。

　GASUMOK：Uは，4781．86と5701．25。

　HOKIORIは，6582．48と7522．94。

　YURI且UKUZIは，2086．03のみ。

　HUKUCICIは，124226のみ。

　ABAは，8303．13のみ。

　AK：Aは，7362。42のみ。

　AZUは，7239．41と7279．01と7303．17と7353．03。

　Ausiは，2151．67のみ。

　GASUの中には，　〔ga∫i〕（1754．16），〔gasi〕4619．23，

〔gas菰，　gasul〕が含まれている。4619．29は，〔gasi～

gas飼と報告されている。

　GARAKUは，8325．77のみ。

　GAHUは，2067．52のみ。

　GOYAは，6511．85のみ。

　HAKIDAMEは，273図とは地域が違い，2783．73

と2793．00の2地点である。

　KAWAGIは，5586。70のみ。

　KAAYAGIは，6721．33のみ。

　KAAI］MACUBUMUNUは，2150．17のみ。

　KAWAYOSEは，6557．33のみ。

　KAWANAGAREは，5618．43と6576．56のK：AW－

ANAGAREと，3745．98と4773．78のKAANAGARE
である。

　KOTOは，6528．21と6537．21。

　KOCUMOは，7417．27のみ。

　MINAGAREは，6436．57と7332護6。

　MUNAGAREは，6416．58のみ。

　MOBAは，6495．88のみ。

　MONOは，5615。28のみ。

　KITANEEMON（0）は，2792．07と5685．02と6520．94

と8325．03。このうち，2792．07は〔kitanεmono〕，6520．94

は〔kitanaimoN〕，8325．03は〔kisanelmoN〕であった。

　NAGAREMONOは，5674．06のみ。

　NAGASIMONは，738M7のみ。
　MOYAは，7312．69のみ。

　MYAKUNは，2072．20のみ。

　NAGASUは，3786．44のみ。

　SERIは，6650。70のみ。
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　SIGARAMIは，7218．26のみ。

　SIIK：USAAは，1271．20のみ。

　SIONAGAREは，6586．27のみ。

　SUBOは，7355．48のみ。

　SUKUDOは，8315。89のみ。

　YOGOREは，8310．87のみ。

　YORIK：USAは，いろいろの変種を含む。沖縄島周

辺は〔juikusa〕が多く，1251．73のみ〔juikusa：〕。宮古

のものは，〔ju葛fusa〕（215t20）のほかは，〔jurafusa〕

（2151．51），　〔jurjaΦusa〕（2141．61），　〔juravva〕（2141．7

1）。入重山の．ものは〔ju：ressa〕（2085．69）。

　YOTA（KK：UZU）は，6645．37のみ。同地点で両用で

ある。

　YOTARAは，5679．86のみ。

　YUNIは，1261．70のみ。

　その他は，7394．14の〔doro〕のみ。

　無回答は，本土部8，琉球列島21である。

　以上凡例に挙げた語形約120のうち，6地点以上に現

われるものは，次の24種であった。AKUTA，　GO（0）一

MI，　GOM：，　GON，　GUMI（1），KAWAGOMI，　GOMI－

KUTA，　GOMOKUTA，　GOMIMUZU，　GOMO－

KUZO（0），　GOMOKIU，　GONMOKU，　GOMOT，

GOMUT，　GOMO，　GOTA，　GO（N）DO，　MOK：U－

TA，　MOKU，　MOK：（K）UZU，　MOKUZO（0），

GASU，　KUZU，　YORIKUSA。4図の中でもっとも

変種が多い。

　これをさらに大まとめにすれぼ，アクタ，ゴ㍉カワ

ゴミ，ゴミクタ～ゴモクタ，ゴミクズ，コモクゾ，ゴモ

ク，ゴモ，ゴタ，ゴンド，モクタ，モク，モックズ，・モ

クゾ，ガス，クズ，ヨリクサの17種となろうか。．

　このうち，ゴミは273図の説明のとき触れるところが

あったので，ここでは述べないことにする。カワゴミも，

まさにそのものであるから，それに準ずることにする。

　アクタは，関東南部，浜名湖付近に見られるほか，四

国を中心に，中国地方南部，九州北部に多く，琉球にも

かなり見られる。近畿地方，九州南部にはすくない。こ

の表現は上代以来のもので，もっと多く現われそうにも

思えるが，国の中央ではすでにすたれてしまったのであ

ろうか。もっとも，他にもっとアクタの出やすい質問が

あるのかもしれないから，速断はゆるされない。

　ゴミクタ～ゴモクタ，ゴミクズ，コモクゾ，ゴモク，

ゴモ，ゴタ，モクタ，モク，モックズ，モクゾは，語形
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の点からもまた分布の上からも，いちおう相互関連的で

あると言うことができよう。

　ゴミクタ～ゴモクタは，津軽にもあったりして全国に

散在するが，特に近畿地方に多く見られる。クタの部分

は，アクタのクタとも比較すべきものであろう。

　ゴミクズは，全国に点在するが，クズ（この地図では

秋田に多いが，文献では平安後期以降）との関連を考え

ねぼならない。関連が深いと思われるゴモクゾは，熊本

を中心とする九州に多く見られる。ゴモクタもそうであ

るが，ゴミ～でなくゴモ～となる理由については，さら

に考えたい。ゴミ＋モクズ（藻屑）がゴモクズを生んだと

する経路は考えやすいが，ゴモクタの説明にはならな

い。アクタモクタということぼがあるが，このモクタが

ゴミと結んでゴモクタが生じたのであろうか。

　ゴモク・ゴモの類は，全国に点在するが（北海道南部

から北斗，山形・宮城。福島，入丈，北陸など），近畿

に目立って多く，山陰，四国東半，九州にもかなり多

い。ゴモクズやゴモクタなどの下略形と思われるが，奈

良などではゴモクタ〉ゴモク，熊本などではゴモクズ〉

ゴモクなどという二様の系列を考えることは，はたして

許されるのであろうか。たとえぼ近畿でゴモクが生じ，

西方へ，そこにあるゴモクズと関係なしに伝播するなど

ということも考えられなくはないからである。関係なし

にとは言ったが，在来のゴモクズに引かれて外部からの

ゴモクがこの地に侵入しやすかった，などということ

も，．無論考えられる。ゴモクの侵入によって在来のゴミ

クズがゴモクズに変化する，などということも，ありえ

よう。なお，6553．22では，ゴモク〈少〉，ゴモクタ

〈多〉，6582．12では，ゴモク〈少，ゴモクタの略〉な

どの注があった。7392．45では，ゴモクゾオ〈優勢〉な

どともあった。なお，ゴモはゴモクなどの下略形とする

ほかに，ゴミからの直接の変化とも考えうるが，秋田の

ゴモのそぼにゴモクタが（津軽や道南のものも，この秋

田のものに準じて考える），愛知のゴモのぞぱにゴモク

やゴンモクが，山口のゴオモのそぼにゴモクがあるこ

とから，赤色の符号によって，その関連を示しておい

た。

　ゴタは，近畿南部のほか，宮城や青森の海岸に見られ

る。ゴモクタの中略形と考えれば，奈良南部や和歌山に

はゴモクタが現存しないがもとはその地に存在したとい

うことになろう。宮城や青森のものは，海岸づたいの伝

播であろうか。三河湾のグタも関連させて考える必要が
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あろう。岩手の海岸のゴタクはよくわからないが，ゴタ

の前段階かもしれない。長野のゴッタクなどとともに，

タク（T。AK：U）についてアクタやアク（灰）の意味と関連

づけつつ，考えるべきものであろう。

　ゴンドは，岩手。宮城・秋田・山形のほか，福島南

部，茨城・栃木，千葉北部や愛知東部に見出される。さ

らに関係のあるGOIDOが愛媛にある。千葉のものが

GOZO，愛媛のものがGOIZOとの併用であり，秋田

ではGOMOZU，さらにクズが付近にあることから，

このゴンドにクズと関連のある符号を与え，色は赤色に

してあるが，はたして正しい処置であったろうか。

　モクタは，いちおうゴモクタの上略形と考えてみた。

山形に多いが，北海道，大阪，高知にもある。山形では

付近にゴンモクがあり，無関係とは思えない。大阪で付

近にあるのはゴモク，高知で付近にあるのはアクタモク

タであり，高知の例からはアクタに引かれてモクタが自

然発生的に生じたようにも見えるが，山形や大阪の例か

らは，やはりこのモクタがゴモクタとの関連で成立した

ものと見るのが穏当であろう。藻＋腐という語源も考え

られるが，強く主張する根拠はない。

　モクは，高知に多く，山形・福島，埼玉，島根，宮崎

に見られる。モクタの下略形の場合と，モクゾ（次項）の

下略形の場合があろう。山形の4760．98のものなど，

MOKUZOOとの併用であろう。

　モックズ，モクゾは，藻屑をもとにしているかもしれ

ないし，ゴモクズやゴモクゾの上略形と見ることもでき

る。『増補評言集覧』には，あくそもくそ・あくたもくた

という見出しがあった。芥藻屑があくたもくたになり，

またもくそはもくつからの転としている。地理的には四

国（香川や高知）や九州（宮崎）に多いが，東北地方その他

にも散在する。付近にゴモクズ，ゴモクゾはあまり多く

ないが，それぞれの地方で発生したと考えるほかに，よ

そで生じたものが現在地に伝播してきたもの，とも考え

ることができよう。

　ガズは，山形，新潟にまとまっている。北海道にもあ

る。別に，関連のあると思われるGASUMOKUが，

福島にある。糟または津（平安初期以降）をもととしてい

るのであろう。天正かるたのつまらぬ札をさすことばと

してのガスがあるらしいが，これもかすからの転化であ

ろうか。

　クズは秋田に多いが，福岡，群馬・新潟，福井，長野

にも見られる。屑（文献では平安後期以降）であろう。



もっと多く全国満逼なく現われそうで，質問文の限定ゆ

えであろう，地域的な下りが見られておもしろい。

　ヨリクサについては，すでに述べるところがあった。

地理的環境から，川の多くない地方であることを留意し

ておきたい。〔jurafusa，　jurjaΦusa，　juravva〕のよ

うに，動詞相当部分の末尾がaである点がおもしろい。

　各図の総合

　以上，各層の凡例を見ながら，優勢な表現について粗

い考察を行ったが，以下，4枚の地図を総合的に見なが

ら，全体をもう一度見直すことにする。

　地点ごとに各図を対照すると，たとえば7503．11では

271図HOKORI，272図MENZURI，273図GOMI，

274図GOTAとGOTANのように，各図の内容を
それぞれ言いおけている地点があると同時に，かならず

しも遠くない6590．87や7504．11では，全地図を通じて

GOMIが現われ，下図の内容を全く言いわけていない

ことがわかる。

　繁をいとわず，4枚の図に関する，ありうる各種の組

み合わせを示すと，次の通りになる。

（1）1／2／3／4　6572．22など

〔2）12／3／4　6523．54など

（3）13／2／4　2151．67など

（4）14／2／3　1241．96など

｛5）1／23／4　7334．78など

（6）1／24／3　7355．48など

（7｝1／2／34　6543．05など

（8）12／34　7396．53など

〔9）13／24　4720．17など

㈹　14／23丁当らず

〔H）　123／4　7424．67など

働　124／3　4677．65など

U3　2／134　7407．36など

曲1／2343762．85など

α5）1234　4667。76など

　1種を除いてすべての存在が確認される。もっとも，

全部の組み合わせが平等に存在するわけではなく，すで

に示したように㈹は存在せず，目立つのは（1×2×5）（7）（8）ω

αの個で，それに対して（3×4）｛7）⑨働㈱はすくない（ないし

は極めてすくない）ことがわかる。

　ちなみに東京目黒区（6608．07）と京都上京区（6532．89）

はともに〔8）であって，共通性が認められる。大阪城東区

（6552．71）も，これに準ずることができよう。ただし，

東京江東区（6609．02）や大阪東住吉区（6562．22）は（8）では

なく，現代日本語が〔8｝を中心とするなどということは，

さしひかえなけれぼならない。

　いま，（1）〔2×5）（7）〔8｝αD團⑮の8種の親近関係を図示すれ

ぼ，次のようになろう。

｛2）12／3／4 （11）123／4

・・辷黷撃決黶p一
（7｝1／2／34 ⑳1／234

　　ただし，変化のプロセスが，たとえぽかならず（1）から

　㈲の方向へ流れる（あるいはその逆）というわけではない

　ことはもちろんであり，また，（2〕から（5｝へ（あるいはそ

　の逆），㈲から｛7）へ（あるいはその逆），α分から（8〕へ（ある

　いはその逆），（8）から囲へ（あるいはその逆）の変化もあ

　りえないことはないから，注意しなければならない。

　　（1×2〕〔5×7）｛8）UD凹㈱の地理的分布の概略を述べれば，お

　よそ次のようになろう。石川・岐阜，愛知西部以東は，

　秋田南部，山形，新潟北部の一画および伊豆諸島を厚い

　てほとんどが凹と㈲であって，福井・滋賀，愛知以西の

　地域と，かなりはっきり対立する。西日本の地域には，

　（1×2）｛5×7）（8｝UD脇（1紛のすべてが見出される。秋田南部，山

　形，新潟北部には②｛8）ωなどが見られ，伊豆諸島には，

　〔7畑曲などが見られる。

　　山形に②が見られ，隣接する秋田南部に⑪が，新潟北

　部に（8）が見られるが，さきほど掲げた図が，さほど見当

　違いでないことを示しているといっていいであろう。こ

　れ以外にも，たとえ熊本北部には（1）が見られるが，南部

　には②が，東北には（7｝が，西には（5）が見られるなどの例

　を，いくつか挙げることができる。

　　　ともあれ，4枚の地図の内容を区別する傾向は，それ

　が古いものかどうかは別として，西日本で盛んである．

　　とだけは言えよう。もっとも複雑な（1）は，愛知西部，近

　畿中央部，四国，九州（熊本北部を中心），沖縄に見られ

　　るが，これは，他の地図の分布傾向と比較して，この種の

　　ものがそう古いものではないことを思わせる。無論，強

　　く主張することはできない。

　　　この4枚の地図のさらに詳しい対照，文献との対比，

　地点密度を高めたり関連項目の範囲をひろげたりする詳

　細な調査が行われれば，いっそう確実な結論に達するこ

　　とができると思われる。

60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　271。272・273・274



275．さきおととい（一昨昨日）

276．おととい（一昨日）

　この2枚の地図に現われる方言形には共通する部分が

少なくないので，両図における符号の与え方にはできる

だけ共通性を持たせた。作図にあたっては276図「おと

とい（一昨日）」を中心に考えたため，説明は「おととい」

の図を先にする。

　「おととい」の図では，オトトイ，オトツイ，オトチイ

など，「おととい」の末尾の「～とい」にあたる部分の音

の違いにまず注目して，これを符号の形の違いで示し

た。さらに，オトテナ，オッテナなど，語末に～ナとい

う形態素を持つ類とそれ以外との対立にも注目した。

この～ナを持つ類には他図との関連も考慮して赤を与

え，～ナを持たない類の紺と対立させた。

　凡例のOTOTOIからOTOTOGIまで，および，
赤で示したも．のの大部分は，「おととい」の末尾「～とい」

の子音部分に，～TOI，～TOE，～TEE，～TEのよ

うな破裂音の現われるもので，オトトイ類およびその変

種と考えて，線型の符号を与えた。北陸・中部以東の東

’日本，及び，九州に広い分布領域を持ち，そのほか琉球

を除いた各地にも点々と見られる。OTOT◎Eは名古屋

周辺に6地点見られるものである。このOEの表記につ

いては，第1集の別冊『日本言語地図解説一各図の説明

1一』の7ページ，「形容詞項目全体について」を参照され

たい。OTOTOGIはgいちおうオトトイの類と考えて

ここに置いた。これは岐阜北部と長野西南部に各1地点

見られる。～G～の部分は鼻音であった。このほか，地

点数の少ないものを挙げれば，OTOTOOI　8301．76，

OCUTO耳　5574．42，0CUTEE　7257．94，0TOTEI

4780．64，7659．31，0TOTTE　4654．52がある。

　OTOCUIからOTOCURIまでをオトツイ類および

その変種と認めて，丸味を帯びた一連の符号を与えた。

末尾の連母音にはかなりの音変種が見られたので，特殊

なものについては見出し語形の後に音声表記を付した。

中部・近畿・中国・四国，九州東半にまとまって分布領域を

持ち，その周辺部にも散在する。東日本には少なく，東北

地方には見られない。この類の大部分は「～とい」の子音

部分に，破擦音の現われるものと言えよう。OTOCUI一

〔tSui〕，　OTOCUI〔tui〕は高知に広い分布を持ち，その

275・276

ほか，北海道，佐渡，石川・福井・滋賀，奈良に計7地

点点在し，徳島・愛媛，大分・宮崎にも見られる。この

うち，OTOTUI〔tui〕は破擦音ではないが，いちおう，

ここにおいた。OTOCII〔ts董：〕，．OTOCII〔tsy＝〕は，とも

に名古屋を中心に計6地点見られる。OTOCII〔tsWi：〕

からOTOCI〔tSi〕までは，中国中部，：九州東半にのみ見

られる形である。このほか，地点数の少ないものを挙げ

ると，OTOCYUI　7303．29，0TOOCUE　5471．59，

OTOCCEE　4653．47，0TOCUU　6528．64，7395．09，

7395．63，　0TOCU　7395．25，0CCUU　7394。60であ

る。OTOCIIからOCCIまでは，九州各地のほか，山

陰，中国東部，隠岐にも点在する。OTOTII〔tWi：〕から

OTOTTIIまでは末尾音節の子音に摩擦的要素が見られ

ない点では，オトトイ類的であり，末尾母音が～IIである

点が才トツイ類のオトチイなどと類似点を持つという両

様の性格を持つ類である。九州に7地点あるほか山梨に

も1地点見られる。OTOCUGIはOTOTOGIと併用
され岐阜東部に1地点見られる。一種の回帰現象であろ

うか。OTOCURIは隠岐に見られる。この末尾の～リ

は282図「あした（明日）」のアシタリの～りと関係があろ

うか。

　UCUCUI以下BUSITIまでは上の類と前部2音節

の母音部分で異なる。UCUCUIからUCICIまでは

伊豆三宅島及び入丈島に分布するもので，UTUTII以

下の琉球列島に分布するものと形の上では似ているが，

歴史的に直接関係があるかどうかはいま断じがたい。

　UTUTII以下の琉球に分布するもののうち，　UTU－

TIIからGUTTII（これは久高島に見られる）までは

；奄美・沖縄本島及びその属島にもつぼら分布し，先島に

はBUTUTUI以下BUSITIまでが分布し，その分

布は互いに入り混じっていない。先島のBU～は，「お

ととい」の古形「をとつひ」の「を～」に対応している。

　赤で示した類は，末尾に～ナという接尾要素を持つも

のである。東北地方の西半分，新潟・長野，群馬に連続

した分布領域を持つ。北海道には，赤で示したものは二

地点しか見られず，東北北部に広い領域を持つ方言形が，

北海道，とりわけ，道南に分布を見せない点が注目され

る。この～ナについては，278図「きのう（昨日）」で若干

言及したので参照してほしい。

　KINOOOTOTOIからKINOOOTOTENAまで
は凡例順に，それぞれ各1地点，7341．47，730：L67，

4653．02，7340．47，1731．89，6594．67，1731．89をこ見られ
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る。ISSAI（UZICUは5564。76，6436．98，6541，52の

3地点に見られる。SAKIOTOTOIは5635．65，　SA－

KIOTTOIは1744．60，2750．43の2地点に見られる。

両地点とも275図「さきおととい」では，無回答となって

いる。1｛UNIDAA　1221．47は「このあいだ」にあたるも

のと思われる。「その他」としたものは新潟西部に2地点

見られたキノオノマエノヒ（この2地点は275図で無回

答）と，琉球宮古に1地点見られたミイカナイである。

　つぎに，275図「さきおととい（一昨昨日）」について説

明しよう。この図に現われる語形は，一部の地域のもの

を除いて，先に説明した276図「おととい」に現われるオ

トトイ，オトツイ，オトテナなどの語形の前部にサキ～，

サキノ～，サ～などの接頭要素が付加されたものである。

したがって，作図に際して，後部分の諸語形については

符号の形の別をもって示し，276図「おととい」に現われ

る当該語形と符号の形を類似させ，前部分の違いを榿，

茶，緑の色面をもって示した。また，末尾に～ナを持つ

類は，「おととい」の図との関連を考えて赤で示した。こ

れらの類は前部分という観点からはすべて榿に属すべぎ

ものである。草，紺については，これらとは別な基準で

分類したものであって，後でべつに述べる。

　後部分のそれぞれの語形には，276図の当該語形の符

号と同一のものを与えるべく工夫したが，あるひとつの

後部分につく前部分に，たとえば，SAKI～，　SAKE～，

SAKU～などのようないくつかの変種が現われた場合，

符号の向きの違いや，補助要素の付加によってその違い

を示したため，白図が完全に同一符号とはならなかった。

しかし，あるひとつの符号が，右図で異なった語形を示

すということのないようには工夫してある。

　両図を地点ごとに対比すると，乱心における「オトト

イ」部分の分布は非常に似ていると言うことができよ

う。

　前部分の諸変種は，おおきく3つの類にまとめられる。

まず榿および赤で示した類はSAK：1～，　SAKE～など

であって，サキ類としてまとめられるもの，茶で示した

ものは，SAI（INOOTOTOI，　SAKINOOTOCUIな

ど，前要素と後要素が，助詞の「の」を介して造語されて

いる類，緑のものはSA～，　SAA～，　SAI～などの類

である。

　サキ類はほぼ全国にわたる広い領域をもって分布して

いる。この類のうちでは，SAKI～が最も多く，蛭類お

よび赤類の領域のほぼ全域にわたって分布している。
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SYAK：1～は6582．48にある。　SAKE～は，近畿周辺，

佐賀・長崎にややまとまりを見せるほか，能登，長野南

端・愛知，愛媛にも点在する。SAKU～は熊本・鹿児

島に見られる。うち，8320．98では，実際の音は〔sahu～〕

であったが，SAKU～に対応するものと考えここに含

めた。SAKO～は天草に見られる。　SAτ’～となるもの

は，鹿児島，宮崎南西部および対馬を含む長崎の一部に

見られる。SAK：AKI～は静岡西部に，　SAK：K：1～は愛

媛にそれぞれ1地点見られる。SAK：ISAKI～は宮城北

部に見られる。このほか，サキ部分とオトトイ部分とが

融合し一種のリエゾン現象を呈しているSAGGOTO－

TOI，　SAKKOTOTEE，　SAGGOTOTE，　SYAG－

GOTTE，　SAGGOTOCI，およびSAGOTTEの諸
語形が九州西半に点々と見られる。これらは，分布上か

らSAT，OTOTEなど，　SAT’～を持つ類と関連がある

と考えられる。また，SAKYOOTTEは天草に，　SA－

K：YOOTOCUIは鳥取にそれぞれ見られる。

　茶で示したサキノ～という前部分を持つ類は，広い占

有領域を持つものではないが，北陸から中部地方の南端

にかけての地域，紀伊半島南部，中国，九州東北半にそ

れぞれある広がりを持って分布している。そのほか関東

地方，四国などにも点在する。OCCAKINOUCUCEI，

OCCAKINOUCICIはともに入戸島に見られるもの
である。

　緑で示したものは近畿西半から中国・四国にかけて領

域を持ち，北海道，滋賀，福岡，宮崎にも1地点ずつ見

られる。とくに，中国西部，四国南半にはややまとまっ

た領域が見られる。これらのうち，SATOTOIは北海

道にあり，しかもSA～で切ると～TOTOIが残り，オ

トトイ類としては1母音不足することになるが，いちお

う緑の類に入れここに置いた。福岡のSAOOTOCUI

は，SA－00TOCUIか，　SAO－OTOCUIか切り方に

迷うところである。SAIOTOCU正は，滋賀と徳島に各

1地点見られる。このSAI～は，　SAK■～の一種の音便

形とも考えられるが，いちおうここに置いた。これら緑

で示した前部分は，後に草で示したSAATEEから

SEETIIまでの類とあわせて考えるべきものであろう。

両類は分布の上でも重なる部分があり，互いに関連があ

ることを示唆している。

　周防大島のMAEOTOCUIと佐賀のOTOOTOT－
EEは，上述のどの類にも入れ難いが，オトトイ部分に

何らかの前部分が付加されたものという点に上述の各類
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